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　美び景けい島の春は短い。

　短く肌寒いばかりの冬と、雨の多い、蒸むし暑く長い夏の隙すき間まに、ほんの二、三週間、春と呼べる季節が垣かい間ま見えるだけなのだ。

　──それはそれでいいかもしれない。

　午前中の茶畑の仕事を終えて砂さ糖とう黍きび畑への道を辿たどりながら、露ろ露ろは胸中でつぶやく。

　三年前に後宮へ入るために花梅の丘に別れを告げて以来春を二度やりすごしたが、そのどちらにもろくな思い出などないのだ。いっそ露露がその到来に気づかないうちに通り過ぎてしまえばいいとすら思う。

　さいわいなことに、二カ月前に身につけたときには若じやつ干かんきつかった青せい桐どうイネ族の民族衣装が、いまでは以前のように服が踊おどるくらいになった。

　光こう沢たくがみられるほど綺き麗れいに磨みがかれた爪つめに、ふっくらとしていた白い手は、すっかり日焼けし荒れて、血管や筋が浮き出ている。

　約三年ものあいだここを離れていたのがまるで噓うそのような、借金奴ど隷れいの姿で、借金奴隷の手だ。

　──これがほんとのあたしの姿。あの後宮での日々は、ただの夢。

　露露は、日にち月げつ湖このそばにある、生まれ故郷に帰ってきていたのだ。

　かつて露露は、意に染まぬ男との結婚を拒こばむためと借金返済のために宮女となった。

　それが、さまざまな事情から王おう后こう正せい妃ひに擁よう立りつされることが決まり、その際に用意された支し度たく金きんで先祖代々の借金は完済されたはずだった。しかし、露露の出しゆつ自じを巡る騒動の果て、父親がわけあって村を離れざるをえなくなってしまい、村長は、使い勝手のいい働き手がひとつ減った分、迷惑料としてさらなる借金を背負わせてきたのだ。

　だからといって、露露は、以前のように村長を恨うらむ気にはならなかった。

　村長の柳りゆう厚こう東とうは、国家にあだなすアタヤ族の血を引いていることを理由に、露露や露露の弟妹たちを追い出すこともできた。だがそうせず、借金という村に居残るための大義名分を用意してくれたのだとわかったからだ。

　とはいえ、ひとときのあいだ王后であったという事実は、傷物であることを差し引いても、高く売りつけるいい材料になる。事実、どこから聞きつけたのか、近隣の村から、借金奴隷の妻としてだけでなく、金きん満まん家かの後のち添ぞいにという話まできていることは知っている。村長がいつそれらの話に手を打つかわからないが、露露が青桐村にいられるのも、そう長くはないだろう。

　──来年には決まるかしら。

　叶かなうことならこの村で、あの花梅の咲く丘の近くで、もう二度と春を迎えたくない。

　なのに、

「──っ!?」

　突然山から吹きつけてきた強風が、露露の思い出を刺激する。

「……噓」

　花梅の匂いとともに風に乗って届いた「それ」が露露の心の傷を疼うずかせる。

「……なんで？」

　忘れたはずだった。あきらめたはずだった。もう二度と逢えないのだと思い切ったはずなのに。

「ちょっと、露露！　どこに行くの!?」

　背中を丸め、うつむいて歩いていた母親が、慌てて露露の腕を摑つかむ。

　しかし露露はそれを乱暴に振り切ると、まるで幼おさないあの日を辿るように、花梅の丘への道なき道を駆けのぼりはじめた。

「寒かん月げつ！　寒月、どこ!?　どこにいるの？　返事をして!!」

　湿しつ気けを含ふくんで土が弾力を増した斜面は、何度となく露露が走るのを邪魔する。転びそうになって摑まる木や枝に、てのひらの皮ひ膚ふはずいぶん傷を負った。

　それでも、迷子になった我が子を半狂乱になって捜し回る母親みたいに、名を呼び、一心不乱に山の斜面を駆けあがる。

「うわっ！」

　しかし、ついに木の根に足を取られ、露露はその場に倒れ込んだ。

　瞬間、強烈に嗅きゆう覚かくを刺激する臭いがあった。濃こく、丸みがあって、土の臭いよりも深みを伝えるそれは、

　──死し臭しゆう……。

　倒れ伏したまま顔だけをあげて、そばの土を手に取る。湿り気を帯びて死臭に似た臭いを放つそれは、腐くさった落ち葉が土や動物の糞ふんなどと混ざり合い、天然の堆たい肥ひとなったものだった。

　──なんて豊ほう潤じゆんな……。

　雨が多く蒸すような気候の中ではけして好ましくないそれだが、いまの露露を正気に戻すにはじゅうぶんなにおいだった。

「……っ」

　我に返れば、急激に喉のどが熱くなる。初恋のひとが、最愛のひとがもうこの世には存在しないことを、痛感してしまったのだ。そしてその痛みに視界が滲にじむ。

　──いないのに……。もう寒月はどこにもいないのに……！

　失ったのは、寒月だけではない。虎こ嬌きようも、志し龍りゆうも、後宮生活で得たすべてを、露露は失った。否いな、捨ててきたのだ。

　──しっかりしろ。自分で選んだことでしょ？

　幾いく度ども差し伸べられた手を、露露は取らなかった。投げかけられた言葉も拒んだ。それが露露なりのけじめのつけ方だったからだ。

　ごろりと仰あおむきになると、手が汚れているのもかまわず、両手で顔を覆おおう。そうやってこみあげてくる涙を我が慢まんしていたとき、あらためて周辺のにおいが届いた。

　しんと冷えた匂いの奥につんと酸味を効かせる楠くすのきと、自生する嗅かぎ慣れた青々とした香りの茶の木が、おのれの存在を控ひかえめに主張している。春に導かれ冬ふゆ籠ごもりを終えた動物たちが、命のにおいをそこここに刻んでいっている。

　そして、それらの奥に、まるで露露をいざなうように漂ただようのは、百花に先駆けて早春に開く、花梅の香。

　──なんで……。

　露露はひと筋の甘い香を胸いっぱいに吸い込んだ。

　──なんでこの香を拒む必要があったんだろう……。

　つらい思い出を引き起こす香だけれど、けして思い出はそれだけではなかったはずなのに。

　ゆっくりと、手をおろす。天を覆うかのように楠が枝を広げたむこう、春の灰色がかった青空が広がっている。

「……仕事、抜け出してきちゃった……」

　気を取り直して、露露は起きあがる。

　そこに寒月はいないだろう。露露の恋した寒月は死んでしまったのだから。

　それでも風の中に笛ふえの音を聴いたことはけして意味のないことではないと思い、ふたたび花梅の丘へと歩きはじめた。




「……綺麗……」




　露露は、そうつぶやいたきり、言葉を失った。

　眼前に広がるのは、どこかぼやけたような青い空。短い春の日差しを水面に受けて、きらきらと輝く日月湖。そして、まるで雲をたなびかせたかのように、花によって裾すそ野のを白く染めかえた、美景山脈。

　──世界は、こんなにうつくしかったの……？

　一度は我慢した涙が、思わずこぼれる。途端、たった三年間ではあったけれど、濃密な後宮での生活が急激に思い返され、露露はその場に座り込み、声をあげて泣いた。










[image: ]








１






　賑にぎやかな銅ど鑼らや鐘の音が、晩ばん夏かの空に高らかに響いている。

　菜園に座り込み、その音色を聞くともなしに聞いていた露ろ露ろは、自身の日づけ感覚がおかしくなっていたのをようやく理解した。

　──ああ、やっと一年がたったんだ……。

　突き抜けるような高い空に響く前宮の賑わいは、今日が南なん陽よう王国国王蘇そ志し龍りゆうの即位の日であると景けい北ほくの都中に知らしめているそれである。

　つまり、露露にとっては、寒かん月げつが日にち月げつ湖こに落ち行方ゆくえがわからなくなって、丸一年がたつ、ということだ。

「露露姐姐おねえさん、そろそろ戻りませんか？」

　手を止め、空を見あげた露露に倣ならうようにやはり空を眺ながめていた内ない人じんの荘そう琳りん琳りんが、うきうきと声を弾はずませて提案してくる。後宮に入る前は、満足に食事にありつけなかった日々を過ごしてきたというこの内人は、食事の時間近くになると表情が輝くのだ。

　美び景けい島の南にあった景けい南なんという都市が、地震によって海に沈しずんで以来、この国の食糧事情はあまり芳かんばしくない。もともと島国で国土が狭く、帝国や近隣諸国からの輸入に頼っていたところに、貿易港を兼ねていた景南が崩壊したせいである。

　いまにも涎よだれをたらしそうなうっとりとした表情をして、琳琳がいう。

「今日はおめでたい日だから、きっとご馳ち走そうがいただけるんでしょうね！」

「琳琳は食べることばっかりねえ」

　露露もひとにどうこういえない程度には食いしん坊なほうだが、さすがにこの香こう班はんの後輩の言動には軽くあきれる。

　しかし、琳琳は、露露があきれようがどうしようが気にするようすもない。露露をくるりと振り返ると、拳こぶしを握って力説してくる。

「あたりまえですよ、わたしは食べるものをちゃんと食べるために後宮に入ったんですから！　じゃないと、婚約者がいるのに、後宮なんて入りません！」

「……婚約者？」

　露露は反射的に聞き返した。それはまるでかつての自分を見るようだったからだ。とはいえ、露露の場合は正式な婚約者ではなく、幼おさない口約束の相手でしかなかったけれど。

　露露の問いに、少しためらうようにして琳琳は頷うなずいた。

「男性ならともかく、女の身でおなかいっぱい食べようと思えば、ここぐらいしかないでしょう？　わたし、選せん宮きゆう女じよがはじまる直前、お医者さまに、いまのままじゃ栄養不足で子どもが産めなくなる、っていわれたんです。それで、むこうの両親から、縁談はなかったことに、っていわれてしまって……」

「……」

　いいながら表情を曇くもらせる琳琳に、露露はかける言葉を探したが、見つけ出すことはできなかった。

　琳琳は、景北郊外の裕福な農家の生まれだと聞いていた。それでも、景南の地震発生以来食事に不自由することはあったのだろう。

　以前虎こ嬌きようから聞いたことがある。成長期に、極端に栄養の偏かたよった食生活を送っていると、妊にん娠しんしづらくなるのだと。

　ゆえに、秀しゆう女じよとして後宮入りする少女たちには、それなりに裕福な家庭に育っていることが条件のひとつとして課せられている。秀女は、国王の世よ継つぎを産むことだけを望まれているから。

　──琳琳は秀女じゃないのに……。

　それなのに、まるで秀女のような役割を婚家から求められ、それを果たせないからと破談を持ち出された。

　そもそも宮女は、さほど過去や境遇を問われない。だからこそ露露のような借金奴ど隷れいや、脛すねに疵きずを持つものが再さい起きをはかって入宮することもある。それはつまり、後宮とは、なんらかの事情で子を産めない体になった娘たちが選ぶ進路のひとつでもあったのだ。

　露露は、露露とはまた別の意味で、後宮の中にしか居場所のない琳琳に素直に同情を寄せた。

　が、

「あ、ああ、露露姐姐！　姐姐までそんな顔しないでください！　なかったことにされかけたけど、破談になったわけじゃないんですから！」

　と、慌あわてていい募つのる彼女の言葉に、思わず目を見開く。

「……へ？」

「だから、最初にいったじゃないですか。婚約者がいるのに、って。結局破談にはならなかったんです」

「なんですと？」

「後宮に入って、栄養たっぷりの食事をきちんと取って。健康で、子どもの産める体になったら結婚するって、そういう約束をして、わたしは後宮に入ったんです」




　──約束。




　その単語に、露露の胸はずきりと痛む。無意識のうちに、手を胸元へと伸ばしていた。

　──約束なんて……。

　布越しにそれを押さえ口をつぐんだ露露に気づかぬまま、琳琳は続ける。

「婚約者は、いつも家うちのお茶の葉を入れてくれる問とん屋やの次男なんです。ちいさい頃、父の仕事についていってたのを、彼、見ていたらしくて。それで、結婚の話も彼から持ち出してきたぐらいで。だから、わたしの後宮入りも、彼が勧めてくれたんです。このまま村にいてもきっと満足に食べられないから、それなら行ぎよう儀ぎ見習いのつもりで後宮に入れば、って。宮女なら、内宮にいらっしゃるお医者さまにも診みていただくことができるんでしょ？　わたしの体が──……」

　にこにこと幸福そうな微笑ほほえみを浮かべるさまは、一年前の露露そのものだ。

　八年の歳月を経へて、子どもだましの口約束が真実味を帯びた約束に変化したことに怯おびえ、とまどい、そして励はげみにしていたあの頃の自分にそっくりだ。

　──あたしは……、あたしの約束は……、

　無む邪じや気きな琳琳を見ていたくなくて、露露は彼女から顔をそむける。

　──果たされないかもしれないのに。

（街道でそれらしき人物が物もの盗とりに襲おそわれていた。手負いだったためか、応戦している途中に足を滑すべらせ日月湖に落ちた。それからあがって来なかった）

　そんな証言とともに寒月の消息不明を伝えられた日から、露露は胸元に、彼が愛用した笛ふえを常にしのばせていた。次に逢あうときは二度と離れないからと、血ち赤あかの珊さん瑚ごのかんざしと交換したものだ。

　もちろん形見のつもりではない。肌身離さず持ち歩くことで、寒月の存在をいつも感じ、彼の生存を信じていたかったからだ。

　あきらめたくない。あきらめられるはずがない。けれど、その身になにごともないのに、丸一年ものあいだ、露露に連絡を寄よ越こさないような寒月ではないのだ。

　伝えられた証言がほんとうなら、彼が助かる見込みはないだろう。日月湖の藻もは深い。普通のひとが入っても、すぐさま藻が足に絡からまり、溺おぼれ死ぬような湖だ。ましてや寒月は手負いだったというのだから。

　──寒月……！

　希望を思い描いては、現実を知り、絶望に沈む。もう何度となく繰り返してきた。

　せめて日月湖の藻が深いことを知らなければ、一いち縷るの望みを抱いていられただろうに。湖の畔ほとりで育った露露にはそれさえ無理な話だったのだ。

「……露露、姐姐……？」

　急に黙り込んだ露露を、さすがに幸せの絶頂にいる琳琳とて、訝いぶかしまずにはいられなかったようだ。露露が笛から手をおろしつつ振り返ると、困ったような顔をして、露露を見つめている。

「……なに？」

「え？　あ、あの……。急になにもいってくれなくなったから、気分を悪くしちゃったのかな、って……」

「そんなことないよ」

　安心させるように笑い飛ばしてやりたかったが、その気力はなかった。代わりに露露は、自分でわかるほど疲れた笑みを浮かべて、琳琳の不安を否定した。琳琳の幸せと、寒月の死は、まるで関係のない話なのだから。

「……控ひかえの間に帰ろうか。生しよう薬やくを香こう蔵ぞうに片づけてたら、すぐに昼食の鐘が鳴るだろうしね」

「はい！」

　露露は琳琳を促うながして、菜園で採った生薬を入れた籠かごを手にすると、すたすたと内宮へと歩き出す。

　遅れないように後ろをついてくる琳琳は、すでに気持ちを昼食の献こん立だてへと切り替えたようだ。豚肉と木き耳くらげを炒いためたものは出るだろうか、とか、汁物は青菜よりも肉団子のほうが好みだ、とか、好きなようにつぶやいている。

　露露は苦く笑しようした。

「あんまり期待しないほうがいいよ？　食糧不足なのは宮城でもいっしょなんだから。いつもと代かわり映ばえはしないと思うけどな」

「でも！　いくら質素倹約をよしとする志龍殿下──じゃない、志龍陛下だって、ご自身の即位の式に、帝国や異国の使者どのを迎えてまで貧ひん相そうな食事を並べないでしょう？」

「──いやぁ、どうかな、それ」

「えー？」

　不満そうな後輩の声に、露露はふたりの友の顔を思い出す。

　前王の国葬のあと、寝台に寝ついたときに見み舞まって以来この一年、一度も顔をあわせたことがない志龍と、才さい人じんへの昇格試験に合格してから相部屋でなくなり、以前のように頻ひん繁ぱんに会うことが叶かなわなくなった虎嬌のものだ。

　前者は、即位以前よりその明めい晰せきさを王の資質と謳うたわれた少年王であり、後者は南陽王国が世界に誇ほこる究極の後宮料理人集団・尚しよう食しよくの才人である。

　その少年王が、国内の窮きゆう状じようを知る以上、いくら異国の使者を迎えているとはいえ、不必要に豪ごう勢せいな食事を並べさせるだろうか。

　そして、誇り高き尚食の宮女たちが、若き国王の顔に泥どろを塗るような食事を作るものだろうか。限りある食材の中で、あらん限りの知恵と工夫を凝こらし、使者たちの目を、舌したを楽しませるほどのものは用意するだろう。

　だからといって、それをそのまま宮女にさげ渡すわけがない。

　ぶつぶつと文もん句くを口にする琳琳をなだめつつ、ようようのことで内宮にある、尚しよう功こう香班の控えの間に辿たどりついたときである。

「ただいま戻りました」

　と障しよう子じ戸どをあけるや否や、「おかえり」の言葉もなく、露露と天娘の上司である尚功姱か人じん・戴たい怡い静せいが、室内で直立不動の姿勢で立っている武官を指差し、こういった。

「二年目。客だぜい」

　客だと紹介された武官はいった。

「尚功香班、柳りゆう才人露どのにお間違いございませぬか。国王陛下より召しよう見けんの命がくだりました。ご同行願います」
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　一年ぶりに会うその少年は、会わずにいた歳月の長さを、目に見える形で、露露の前に示してくれた。

「ひさしいな、露露。予よの顔を覚えているか？」

　そういって不ふ遜そんな笑みを浮かべる顔に面おも影かげはあるものの、かつての美少女然とした愛らしさはどこにもなかった。

　おなじ高さにあった、光加減によって茶に緑に色を変える目が、見あげなければ覗のぞけなくなるほど、背が伸びていた。

　即位式までの慌ただしい日々と式自体に張り詰めていた緊張感に疲労の色は隠せないでいたが、それでも誇りと自信を全身に漲みなぎらせた志龍は、露露の知らない少年だった。

「……蓮れん順じゆん……？」

　思わず呼び慣れた、彼の偽ぎ名めいが口からこぼれる。

　志龍は、快かい活かつそうに、破は顔がんした。

「その名で呼ばれるのはずいぶんとひさしぶりだな。そうだ、露露。予は、そなたの友であった蓮順であり、志龍だ」

　声変わりを終えたばかりなのか、低く、少しかすれた声が、ゆったりと露露の言葉を肯こう定ていする。

「──っ!?」

　その瞬間、背中にぞわっと震えが走った。

　借金奴隷として暮らした青せい桐どう村で、他の村へ婿むこ入りという形で売りに出された少年が数年ぶりに村に顔を覗かせたときに、いまと同様の驚きを感じたことを、露露は思い出す。

　少女たちの心身の変化は、緩やかに訪れる。ゆえに、その変へん貌ぼうぶりを鮮あざやかに見せつけられることはないのだが、この年頃の少年は違う。たった一年会わないだけで、別人かと思うほどの変身を遂とげてしまうことを、露露は失しつ念ねんしていたのだ。

「あ……、あ……」

　あまりにびっくりしたためか、二の句が継げない。救いを求めるように周囲を見回すが、露露を案内してきた武官と三人ほどの見知らぬ顔の官僚が、無表情で露露と志龍のやり取りを眺めているだけだ。

　露露はとっさにその場に膝ひざをついた。慌てて顔の前で指を組み、床に上半身を投げ出すように伏せる。

「し、失礼をいたしました！　れ──国王陛下には、無事、今日の吉日をお迎えになられたこと、心よりお喜び申しあげ……」

「──かまうな。伏ふく礼れいもよい」

　口上を遮さえぎり、志龍が楽しそうにいう。

「で、ですが……、」

　──まわりの四人の目が怖いんだって！

　露露は顔を伏せたまま、胸きよう中ちゆうで叫さけぶ。

　せめてそのうちのひとりが、志龍の腹心であり、親友・董とう虎嬌の血の繫つながらない兄、太たい子し府ふの率そつ・董虎こ振しんであれば、露露も素直に志龍の言葉に従えただろう。だがその場にいるのは、ひとりとして融ゆう通ずうの利きかなさそうな文官武官。

　権力におもねったり卑ひ屈くつになったりする露露ではないが、さすがに一年半も後宮で生活していれば、分ぶんをわきまえなくてはならない時と場合があることを学んでいる。おまけに露露は、本来なら後宮にいてはならない存在でもあるのだ。

　いっこうに頭をあげようとしない露露にあきれたのか、志龍が微苦笑したのがわかった。そして、そのすぐあと、彼は意外なことを口にした。

「ふたりで話す。予が呼ぶまでさがっておれ」

　それは明らかに、露露以外の人間にかけられた言葉だった。

　──ええ？　えぇえ？　えぇ～!?

　とまどう露露の頭越しに「御ぎよ意い」と短く返答があり、よっつ分の衣きぬ擦ずれの音が、するすると衝つい立たてのむこうへ消えていった。

「これでよかろう、露露？」

「は、はい……」

「ならばすぐさま顔をあげよ。膝をつくのもやめて、予の前に座れ。予は、そなたの友であろう？」

　いいながら彼は、かたわらの卓たくに備えつけられた椅い子すに腰をおろす。

　露露は泣きたくなった。かけられた言葉に感動してではない。自身の体に流れる呪のろわれた血を後ろめたく思うがために、露露が志龍に対しことさらに距離を置こうとしている事実に気づいてもらえてないことに、だ。

　──わかってよ、陛下!!

　露露が、忌いまわしきアタヤ族の血を引いている疑惑が生まれたのは、ちょうど一年前のこと。

　それが引き金のひとつとなり、前王の妾しよう妃ひであった嫩どん緑りよく愛あい妃ひが、志龍の廃はい嫡ちやくをはかって、拉ら致ち事件を起こしたぐらいなのだ。

　おまけに、露露がアタヤ族であることを裏づけるかのように、内ない侍じ省しようの役人が青桐村へ調査に入ったときには、露露の父親は失しつ踪そうしていたというのだ。

　青桐村の村長であり、露露たちの借金の債権者である柳厚こう東とうは、役人の調査が入る直前、たまたま露露の父・柳天てん賦ぶを景南に遣いに出したところだったと主張した。しかしその用事が長引いていたのか、役人たちがいくら待っても帰ってくるようすがない。ゆえに痺しびれを切らした役人たちは、正体を暴あばかれることを恐れた父が行方ゆくえをくらましたと判断したらしい。

　とはいえ、景南を襲った大地震のあとで、父親の筆ひつ跡せきで家族の無事を知らせる手紙が露露の元に届いたのだから、ほんとうに遣いに出されていた可能性もあり、父の失踪は、役人たちの早はや合が点てんだといえた。

　だが、いかんせん彼はアタヤ族の特徴を持ちすぎていた。流れものの職人という過去。母の婿になるまで姓を持っていなかったこと。そして、火傷やけどで消していたが、顔の右半分に刺いれ青ずみを彫ほっていたこと。

　これらのことから内侍省は、露露を限りなくアタヤ族に近い青桐イネ族とみなしていたし、露露自身はタンロウというアタヤ族の言葉──

（助けて差しあげようか、凌リヨウ犬ケン鼻ビ？）

（多少の出遅れ感は否めないにせよ、星せい辰しんを跪ひざまずかせ、わが眷けん族ぞくを友と呼ぶ鷹おう揚ようさがある）

　──もあって、自身がアタヤ族であることを否定することができなくなっていた。

　それなのに、いまだ後宮を追放されることなく尚功才人として働けているのはひとえに志龍の口から、露露がアタヤ族だと、あるいはアタヤ族の疑いがあるということを知っているものすべてに、箝かん口こう令れいが敷かれていたからだ。

　寒月が生きて露露を迎えに来るその日まで、なるべくなら後宮を離れたくなかった露露は、その配慮をありがたく受け入れた。そしてみずからの血が、志龍の身に災さい厄やくをもたらさないよう、一宮女としてわきまえた態度を取っていたのだ。

　だが、

「露露」

　再度促されて従わないのは、かえって無礼である。しぶしぶながら立ちあがり、ちいさく立礼すると、目線だけは頑がん固こにも下へむけ続ける。

「……」

「……」

「……」

「……なぜ、予の顔を見ない？」

「お許しを得て、申しあげます。陛下は、あたし──わたくしの存じあげている蓮順とはおなじ方ではありますが、おなじ方ではございません。友だなどとありがたいお言葉をいただきましたが、どうぞ、わたくしめの立場をご理解くださいまし」

　我ながら可愛げのない、他人行儀な言葉遣いだと思う。だが、即位したばかりとはいえ、王と宮女。本来なら直接口を利いていいあいだ柄ではないのだ。

　そのあたりのことも言外に匂わせつつ話す露露の努力を、志龍はたったひと言で粉ふん砕さいした。




「ならば、予の正せい妃ひとなるがいい」




　露露は、自身の嗅きゆう覚かくほどには、他の器官──たとえば触覚、視覚、聴覚──を信頼していない。だから一瞬聞き間違えたのだと思った。

　思わず不ぶ躾しつけにも視線をあげて、目で、いまの台詞せりふを繰り返すよう、志龍に促した。

　志龍は、得たりとばかりに微笑んだ。




「予の正妃となれ、といったのだ」




　いつもの、母親譲ゆずりの口くち癖ぐせすら口にできなかった。
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　呆ほうけたように自分の顔を見る露露に、志龍は我慢できなくなったようだ。

「……──ふっ、」

　健康な少年らしい声をあげ、体をふたつに折るようにして卓の上に突つっ伏ぷすと、志龍は笑い転げる。

「ははは！　そなた、なんて間の抜けた顔をする！　虎振、そなたも来て、いまの露露の顔を見るがいい。末まつ代だいまでの笑いの種になるぞ！」

　名を呼び、手招く志龍の視線の先を追って背後を振りむけば、いつの間に衝立の内側に入っていたのだろう。先ほどの四人の中にいて欲しかった虎振が、実に申し訳なさそうな顔をして、そこにいた。

　さらなる驚きよう愕がくにあいた口が塞ふさがらない露露の横を、片方の手と目で詫わびながら、虎振は通り抜け、その主のそばに寄る。笑いすぎて咳せき込こむ少年王の背を、あいかわらず忠臣というより歳としの離れた兄のように軽く叩たたきながら叱しかる。

「陛下ぁ。あんないー方をしたら、誰だれだって間の抜けた顔しますって！　ちゃんと順を追って話すべきだといったでしょーが」

「いやしかし、順を追ったところで結論はおなじよ。直ちよく截さいに告げたほうが、露露とて話が早い。のう、露露？」

　目め尻じりに浮かんだ涙を親指で拭ぬぐいつつ笑いかける志龍に、思わず張り手をかましたくなり、露露は必死でその衝しよう動どうに耐たえた。



















　新国王の身の回りの世話を一任された尚しよう宮きゆう姱人が、卓の上に二組の茶碗と茶菓子を用意し、それぞれに薫かおり高い茶を淹いれる。

　勧められてその席に着いた露露は、からかわれたことに対する憤ふん慨がいと突然の言葉への混乱とをないまぜにした珍ちん妙みような顔をしていることを、じゅうぶんに自覚していた。

　しかし、差し出された茶菓子ごときで懐かい柔じゆうされてなるものかとその表情を変えずにいたら、背後に立った姱人に二の腕をきゅっとつままれて、痛みのあまりあえなく断念した。

「予への怒りはおさまったか？」

　かくいう志龍はいっこうに可お笑かしさをこらえ切れないといったような目をしていたので、露露はつんと顔をそむけたが、ふたたび姱人に二の腕をきゅっとやられて、不本意ながら頷うなずいた。

「……せ、正妃になれ、だなんて、どういうこと？」

「言葉どおりの意味だ。予は、友であるそなたに、予の正妃になってもらいたいのだ」

「……なんですと？」

　自分の声が自然と低くなったのを、露露は感じた。志龍の思おも惑わくがまったく理解できず、不信感が如によ実じつに表れたようだ。

　志龍は、露露がアタヤ族である可能性が限りなく高いことを知っている。そして、思い切れず、待つひとがいることも。

　それなのに、王おう后こう正妃という、王に次ぐ権力者の地位を与えようとしているその意味がわからないのだ。

　志龍は苦笑する。

「あまり難しく考えないで欲しい」

　と前置きしたうえで、露露にすっとばした順のいちばんはじめを口にした。

「露露は、予がいくつになったか覚えているか？」

「いくつ、って……。あたしよりふたつ下だから、十四歳、よね？」

「うむ。そして、あと三カ月もしないうちに十五になる。本来ならば十四、十五であれば、じゅうぶん成人とみなされる。おまけに予は、先ほど正式に南陽王国国王として即位してきたゆえ、なおさらよ」

　都の子どもはまた事情が違うだろうが、地方にいけば、女は十二、三歳で一人前と認められ嫁とつがされる。十四で母親になることさえざらだ。この春に嫁いだ妹のことを思いつつ、露露は相あい槌づちを打った。

「しかしな、予は、そなたに呪いを解といてもらうまでのあいだ、あまりに病床に就くことが多すぎた。よって、情けないことだが、この歳にはすでに学んでおかなければならないありとあらゆることを、学び損そこねてきているのだ。そんな、人間としても、王としても未み熟じゆくな予はまだ、妻だ世継ぎだと考えている余裕はない。だが、それは予の事情でしかない。帝国の使者どのや貴族どもは、式のあとの宴うたげのさいちゅうに列を成して、もう娘むすめ御ごを姪めい御ごを後宮にと大勢売り込んできた。おまけにもう半年後には選せん秀しゆう女じよがはじまる。正直、そんな暇ひまがあれば、『いい国』を作るためにもっと勉強したいのだ！」

「……！」

　志龍の言葉に、露露は、血が沸き立つほどの興奮を覚えた。

　これもまた一年前のこと。

（あたし──わたくしは、陛下の一生の友であることをお誓ちかい申しあげます。だから、いい国を作ってください）

　露露は、志龍に願いごとをした。

　そして志龍は、露露に約束してくれた。

（──見ておれ、約束する）

　それを、

　──ちゃんと、覚えててくれてたんだ！

　国内最大の貿易港が地震で海に沈み、その影響からか、周辺の町や村で死者が大勢出るような流行はやり病やまいが蔓まん延えんしたと聞く。

　そのため、占いや呪じゆ術じゆつを大事にする信心深い国民たちが、志龍の即位前にこんな異変が起こるのは、島の唯一神である女神・如ラ浪ンが志龍を王と認めていないからだ、それなのに即位を強行すればよりいっそうの災厄をもたらすだろうとずいぶんな噂を流していたのも、耳にしていた。

　それでもこの少年王は、逃げず、拗すねず、卑屈にならず、それらと戦う手段を身につけようとしているのだ。

　──やっぱりすごいなあ、蓮順は！

　露露は、からかわれたことなどすっかり忘れてこの年下の少年に肩入れする気満々だったが、その少年自身に急に現実に引き戻される。

「そこで、そなたをさっさと正妃と定めておけば、貴き妃ひ以下の秀女を慌てて揃そろえずとも、世継ぎだなんだと騒がれずにすむだろう？」

「…………はい？」

「子は授かりもの、女神・如浪はまだ予がひとの親となるには早いと判断なさったのだといえば、世継ぎを望む声は少ぉしは減るだろう。正妃はひどく悋りん気きな女だといえば、娘大事な貴族どもはいじめられてはならぬとしばらくは口をつぐんでいよう」

「…………ちょっと」

　──誰がひどく悋気な女よ！　誰がいじめる、よ!?

　そう咎めようと露露が口を開いた瞬間、志龍が先んじた。

「そして、王の妻である王后は、王にも誰にも、死以外の理由でその地位を剝はく奪だつされることはない。──この場所であの男を待つと約束したのだろう？」

「──！」

　志龍のびっくり発言の真意を知って、露露は息を飲んだ。

　生きていて欲しい、けれど日月湖に落ちては助からない。そう露露ですら、寒月の生存を半分あきらめているのに、志龍は信じてくれているというのだ。そして、

「これは、そなたにとって悪い話ではないと思う。どんなに箝口令を敷いても、ひとの口に戸は立てられぬ。そなたがアタヤ族だという疑いが濃厚である以上、宮女でいるよりも正妃になるほうが、もしものときに追放されずにすむ。そなたの好きな香の勉強も、香班の戴姱人と王おう美び人じんを私室に招いて続けられるよう、計らおう」

　いまは王命によって抑えつけているが、いつ、誰の口から真実が明るみになるかわからない。その場合のことを考えたうえで、話を振ってくれていたのだ。

　うれしかった。ありがたかった。

　しかし露露は、考えさせて欲しいと、即答しなかった。

　寒月を待つのは、なにも後宮でなくても、あの花梅の丘でもいいのだから。

　ただ、後宮生活の中で生まれたいくつものしがらみが、露露を後宮にとどめているのにすぎないのだから。
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　彼女の部屋の前で咳せき払ばらいするのに、かつてこれほどの緊張を強しいられたことなど一度としてなかった。

　そう思った露露は、苦にが笑わらいとともにその考えを打ち消す。

　──あったじゃない、後宮入りしたばかりの夜！

　もっともあの日は、部屋の内側で武術の鍛たん錬れんをしていた彼女の放つ、切れるような緊張感に圧倒されて、どうやって入室したものか、ずっと悶もん々もんとしていたのだけれど。

（──新しいひと？　お入りよ）

　男の子のような低い声に招かれて障子戸に手をかけたら、内側から彼女──虎嬌が開いたほうが若干早くて、無防備な状態で突然目に入ったその木もく蓮れんのような美び貌ぼうに、ひとときのあいだ、呆けていたのを思い出す。

　茶から黒へと移行する途中に金色を混ぜ込んだような不思議な色合いの、無む造ぞう作さに結ばれた長い髪。いつも優しい光を湛たたえている、琥こ珀はく色の瞳。異国の血が混じっているのか、透きとおるような白い肌をしていて、その美少女というよりも美少年と称したほうがふさわしい凜り々りしい容貌は、同性ながら惚ほれ惚ぼれとするほどであった。

　もっとも、すぐさま放たれた彼女の妙みように軟なん派ぱな台詞に、彼女へ抱きかけた幻想はもろくも崩くずれ去ったのだが。

　──一年、か。

　入宮した初夏の頃からひと巡りした次の初夏までのたった一年。泣くときも笑うときも、常にいっしょにいてくれたのは虎嬌だった。

（言わなかったかな？　きみはわたしの好みの女性なんだよ。だから、好きだからきみを信じてるだけ。ほかにどんな理由がいる？）

　宮女殺しの濡ぬれ衣ぎぬを着せられた露露の代わりに独房にみずから進んで入り、露露自身の手で汚名をそそぐ機会を与えてくれた。

（慌てないでいい、だいじょうぶ。きみの想いびとはわたしが助けてあげるから。……ほら、いま、きみがすべきことはなんだい？）

　蓮れん花か正妃として誘ゆう拐かいされた寒月を救い出すために、文字どおりその力をじゅうぶんすぎるほど貸してくれた。

　地震のときには身を挺ていしてかばってくれて。寒月と喧けん嘩かしたときはあいだに立ってくれて。

　後宮を発った寒月から届くはずの手紙が届かなかったとき、率先して彼の行方を捜してくれたのも、また、虎嬌だった。

　そして、

（才人の試験を受けたからって、必ず部屋が別々になるわけじゃなし、たとえ別になったとしても、どちらかが後宮を出るわけじゃない。きみが望むなら、いつまでだって、わたしはそばにいる。きみが呼ぶなら、いつだって、きみの許もとに駆けつける。考えてご覧らん？　わたしはいままで、きみに噓うそをついたことがあった？）

　寒月との想像もしなかった形での別べつ離りに傷ついて、一時的に異常なまでの執しゆう着ちやくを見せた露露を、根気よくそうなだめたのも、唯ゆい一いつ無む二にの親友だった。

　おかげでいま露露はそれなりに立ち直り、半分の希望と半分の絶望の中、なんとか生活できている。いわば、虎嬌は、露露にとって命の恩人なのだ。

　だからこそ、志龍からの申し出をいのいちばんに彼女に打ち明け、どうするべきか相談したかった。

　どういうわけか、露露にはそれができなかった。

　寒月からの性急な求婚にどう応こたえればいいか悩なやんでいたときも、彼女に打ち明けるのはずいぶんとためらった。なぜならあのときは、「恋ぐらいしているよ。毎日、ね」といい切った虎嬌に比べて、恋愛初心者の自分が気き恥はずかしかったからだ。

　結局隠してはいられなくなり、なし崩くずしに愚ぐ痴ちを聞いてもらうことになったけれど、現在は違う。

　なぜか、志龍に正妃になれといわれたと口にしてしまったが最後、後戻りのできないなにかが起こりそうで、その可能性に怯えている自分が存在するのだ。

　おかげで、こんな夕刻になるまで、露露はずいぶん遠回りをした。

　尚功香班の上司ふたりだけでなく、天敵とすら思っている炎えん貴き妃ひ──いまは姜きよう尼にと呼ばれている──にまで、志龍の申し出を受けるか否か訊きいて回ったのだから、どこかトチ狂っていたのだろうと、いまなら思う。

　そしてトチ狂った結果、三人から得た答えは、はからずもみなおなじだった。すなわち、受けよ、と。

（恋だの愛だの、そんなものはとうの昔に放ほう棄きしてきたから、よくわからんよ。けど、ちんまいのにとっても、二年目にとっても、いまお互いが必要なことは、ワタシにだってわかる）

（陛下の、きみへの感情が愛か恋かはわかりません。でも、きみが後宮に残り、香班の仕事を続けていくためには、その話を受けて欲しいと思います）

（あれだけそなたに執着していた男が、丸一年も連絡を寄越さないのは、心変わりしたかもうこの世にはいないか、であろ）




　──三人ともにそういわれたのに、あたしはまだ別の答えを探してる。




　受けるなといって欲しいのか、後宮を出たほうがいいといって欲しいのか、それともじっと待っていろといって欲しいのか。

　正直、露露は自分がどの答えを欲しがっているのかわかっていない──否、わからないふりをしているだけかもしれない。そしてそれを虎嬌に見透かされるのが怖いのかもしれない。

　そのことによって、いつだって、いつまでだってそばにいてくれると誓ってくれた友を失うのに怯えているのかもしれない。

　だから、

「……露露？」

　どうして虎嬌に気づかれるまえにさっさとこの場所から逃げなかったのかと、露露は激しく後悔した。




　同室の才人は湯ゆ浴あみに行っているからしばらく戻らないよ。そう手招かれて部屋に入り、勧められるまま、彼女のものらしい寝台の縁に腰をおろす。

　なにか飲むかと問われても首を振り、なにか食べるかと訊かれても首を振り。

「……どうかした？　なにか話があるんじゃないのかい？」

　露露のすぐ隣となりに座り、心配そうに、心から露露の機き嫌げんをうかがうように虎嬌は尋たずねてくる。

　露露は何度も唾つばを飲み込み、緊張でからからに渇かわいた喉のどを潤うるおそうとする。しかしそれはうまくいくはずがなく、また同時に、炎貴妃たちに告げたときのように明るく勢いのまま打ち明けることもできなかった。




「蓮順に──志龍陛下に、正妃になれ、っていわれたの」




　ひと言ひとこと、喉から押し出すようにそういったとき、虎嬌から漂ただよっていた女性性特有の甘いにおいが急激に酸味を帯びたそれになった。白びやく檀だんと麝じや香こうを混ぜたような男性性の体臭ではない。しいていうなら、白檀ばかりの強いにおい。

　──アアモウアタシアトモドリハデキナインダワ。

　どうしてかおぼろげにそんなふうに思いながら、昼間の志龍とのやりとりを詳しよう細さいに語って聞かせたあとで、露露はつぶやいた。

「……どうすればいいのかわからないの」




「受けるな」




　虎嬌にしては珍めずらしい、怒ったような口ぶりだった。

　露露は我が耳を疑い、目を見開いて親友を見返した。

　親友は露露の顔を見ていなかった。膝の上に肘ひじを乗せ、組んだてのひらで口元を隠し、どこか焦しよう点てんのぼけたような双そう眸ぼうで前方を見つめている。そして、抑よく揚ようのない声で繰り返す。

「受けるな、露露。その話、絶対に受けるな」

　声が、手が、震えている。

「……虎嬌？」

　どうかしたのかと手を伸ばしたとき、露露の視界は一転した。天てん井じょうを見あげていた。

　──アアモウアタシアトモドリハデキナインダワ。

　露露の肩を強く摑つかみ、寝台にぐいぐい押しつけるようにして、虎嬌がいう。

「わたしはっ！　あの男だったから我慢したんだあの男は星辰だからっ！　……でも、陛下は違う!!」

　彼女はそのまま腰をあげると、自分の上半身を、まるで露露に覆いかぶせるようにしてきた。両肩に虎嬌の体重が乗せられ、露露は痛みにちいさく悲鳴をあげた。

「痛っ！」

　彼女の金色の混ざり込んだ不思議な色合いの髪が露露の頰ほおに触れる。いつも穏おだやかな光を浮かべていた琥珀色の瞳が、彼女らしからぬ感情に鈍にぶく光っている。

「……虎嬌、なにを……？」




　　──怒っているの？




　虎嬌は青年のように低い声で、静かに怒りを燃やしている。逃げられないように露露を縫ぬいつけ、その負の感情をぶつけてくる。

「あの男でなくてもいいなら、誰でもいいのなら、どうしてわたしを──おれを選ばない？　陛下でいいのなら、おれでもいいじゃないか」

「なに、いってるの、虎嬌……」

　虎嬌の言葉が理解できなくて──彼女の言葉を理解したくなくて──、露露は硬くこわばった笑みを顔に貼はりつけて問う。「冗じよう談だんだよ」と笑って、「ごめん、悪ふざけがすぎたね」と苦笑して、虎嬌が虎嬌に戻ってくれることを、ただ、願って。

　──アアモウアタシアトモドリハデキナインダワ。

「しらばっくれるな！」

「──あぅっ！」

　肩を押さえる手によりいっそう力を込められた。痛い。関節が外れそう。痛い。あまりの痛さに声が出ない。痛い。呼吸がうまくできない。痛い。涙が滲んでくる。痛い。

　──なのに、なんで？

　ゆがんだ視界のむこう、怒っていたはずの虎嬌が、情けないほど傷ついた顔をしている。露露よりも誰よりも、苦しそうなつらそうな顔をしている。

「きみは知っているはずだ。無意識に気づかないふりをしていたけど、知っているはずだ」

　頰に、ぱたぱたと雫しずくが落ちた。引き攣つれたような声をあげて、虎嬌が訴うつたえた。




「おれが星辰だって」



















　露露の体から、力が抜ける。

　一年前の初夏。はじめて出会った日からずっと彼女から与えられていたのは、好意ではなく恋だったのだ。

　気づきたくなかった。否、心のどこかで気づいていたことを認めたくなかった。なぜならばそれは、ふたりが親友でいられた過去へ戻れなくなる証あかしだから。




　──ああ、もうあたしたち、後戻りはできないんだわ。




「好きだ、露露」

　肩にかけられていた力が緩ゆるくなり、こらえきれないといったふうに虎嬌が囁ささやく。

　その顔を無感動に見あげていたときだった。

「──？」

　露露の顎あごの下を、コツン、とばかりに触れたものがあった。

「……なに？　包み……」

　虎嬌の訝しむ声を聞いた瞬間、露露は我に返った。

　包み。胸元にしのばせていた寒月の笛だ。

　肩を押さえつけられることで引っ張られていた襟えり元もとが、虎嬌の手が離れたと同時に緩んだために、笛が胸元から落ちてきたのだ。

「──ッ!!」

　露露は虎嬌を乱暴に押しのけた。転がり落ちそうになる笛をしっかり摑んで、起きあがると、そのまま部屋を飛び出した。

　虎嬌は追ってこなかった。

　わざと逃がしてくれたのだと、親友だから、わかっていた。





５






　泣き声を聞かれたくなくて、また同室の才人に泣き顔を見られたくなくて、後宮内に張り巡らされた回廊をあてもなくさまよっているうちに、露露の足は、露露をおのずとその場所へと連れてきていた。

　──こないようにしてたのに……。

　夜よ更ふけに寒月が笛を吹いて、よく露露を呼び出したあの中庭だ。

　露露はここで寒月と八年ぶりに再会した。恋人の眦まなじりに唇くちびるを寄せた。二は十た歳ちになったら迎えにきてと約束をした。季節はずれの花梅の精のようだと褒ほめられ、その手で血ち赤あか珊さん瑚ごのかんざしを挿さしてもらった。

　生まれてはじめての口づけに、緊張のあまり気を失うという失しつ態たいをさらしたのもここで、だった。

　それは同時に、虎嬌の複雑な過去を打ち明けられた場所であり、寒月と虎嬌が、露露の転うた寝たねしている隙すきに「男同士の秘密」とやらを語りあっていたところでもある。

「……──ふっ」

　晩夏の夜のかすかな風に頼りなく揺れる角灯に照らされた、優しい思い出に満ちたちいさな空間。

　露露はよろけるようにその場へ座り込むと、両手で笛を握り、胸の前でかかえ込むようにして、背中を丸めてひとりで泣いた。

　──寒月。

　彼が生きてそばにいたら、気づかずにすんだ、虎嬌の恋情。

　──寒月！

　その想いをただの好意だと捉えて、本質をけして理解しようとしなかった自分の愚おろかさ。

　──寒月!!

　そして、ほんとうにそばにいて欲しいいま、ここにいてくれない寒月の非情。

　──逢いたいよ、寒月。逢いたい、死ぬほど逢いたい。




（やっぱり、おれのことを選んでおけばよかった、ってすぐに後悔するかもしれないよ）

（する、寒月のこと好きだから、たぶん、絶対する。けど、約束もらったから）




　一年前の、無邪気な自分に露露はいった。

　──約束なんて、なんの役にも立たないじゃない！




　どれほどのあいだ泣いていたのかわからない。気がつくと、聞き覚えのある上品な白檀の香が、かすかに露露の鼻先をくすぐった。

　──この匂い……。

　尚功香班才人という職業柄、聞き覚えのある香には、どうしても脊せき髄ずい反射してしまう。丸めていた上肢をゆっくりあげて振り返ろうとしたとき、

「なにやら女性のひと恋しげなすすり泣きが聞こえて立ち寄ってみれば、あなたか、露さん」

　心底つまらなそうな男の声が背中越しに投げかけられて、露露はむっとした。

　露露のことをことさらに「露さん」などと慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな呼び方をする、夜も近いこんな時間に、後宮内を平気でうろついているろくでなしには露露も覚えがある。

　泣き腫はらした目は仕方ないにせよ、涙だけは見せてやるものかと制服の袖そで口ぐちで乱暴に顔を拭い、乱れた襟元を簡単に直すと、

「あたしで悪かったですねっ、董侍じ郎ろう虎こ勢せいさ……っ!?」

「──天てん誅ちゆう」

　歯を剝むいて振り返った瞬間、額ひたいのど真ん中を杖つえで小こ突づかれた。かなり痛かった。

「と、突然なにするんですか!?」

　幼い頃に病をえて極端に視力が落ちたのだという虎勢の視界に入るべく立ちあがり、露露は小突かれた理由を問おうと食ってかかる。彼はさらりといった。

「天誅。天に代わり、罰したまで」

「虎勢さんに罰される覚えはありませんけど」

「ほんとうに？　絶対に？　かけらも？」

　男性らしい整った表情に酷こく薄はくそうな笑みを浮かべ甘やかな声で畳たたみかけられると、たとえ心底覚えがなくとも謝らねばという気にさせられる。

　しかし、それに流されてはなるものかと、

「絶対に、ありませんっ」

　と強くいい返したら、




「うちの末を、泣かせたはず」




　これにはまったくいいわけできず、露露は黙って額を差し出した。

　すでに虎振と志龍にはそれ相応の天罰をくだしてきたところだという董家の長男に、二度も小突かれた額を撫なでながら露露は尋ねた。

「以前、虎嬌に、虎嬌が後宮に入ったほんとうの理由は、もともと跡継ぎとして養子に迎えた虎勢さんと虎振さんのどちらかを婿に選ばなくてはならないのが、おふたりに申し訳なかったから、と聞いたことがあります。でも、いまさっき、かの──虎嬌自身に、自分は星辰だといわれたんです。ほんとうなんですか？」

「ほんとう、とは、どちらを指して？　自分と中のを婿にする件？　それとも末が星辰か否かの件？」

「両方、です」

　長くなる、適当に座りなさい。そう促されて、露露は、欄らん干かんの下に敷き詰められた石いし畳だたみに腰をおろす。膝に笛をおいて、その上に両手を重ねる。

　露露から少しだけ離れたところに虎勢も座り、

「もともと董家は、星辰に生まれついたもののみが頭とう目もくになる決まりがある」

　と、露露の知らない、国内随一の武門の一族の話を聞かせてくれた。

　まず「頭目」というのは、董家一門の象しよう徴ちよう的てき存在である、ということだ。

　つまり、いなければいないで不都合のない、お飾りのようなものらしい。だがそれは、頭目に就つけるのが代々戦闘人形と呼ばれるほど先天的に武術に優れている星辰のみと定められているためであって、実際何十年ぶりかに虎嬌が生まれるまで、ずっと空位だったというのだ。

　そして、「頭目」とは異なり、董家一門を掌しよう握あくする事実上の運営者とされているのが「門もん主しゆ」。虎勢と虎振は、その「門主」候補として養子にもらわれていたのだ。

　つまり、虎嬌が生まれようと生まれまいと、女性性を選んだ虎嬌の婿になろうとなるまいと、男性性を選んだ虎嬌が「頭目」になろうとなるまいと、「門主」としての立場は、いずれ虎勢・虎振のあいだで争わねばならないということ。

　そして虎嬌の意思がどうあれ、彼女が「頭目」の立場から逃げられることはまずない、とのこと。

「末は、寒月どのを羨せん望ぼうしていた。おなじ星辰でありながら、寒月どのは自由の身、末は一生逃のがれられない立場にがんじがらめ。だからこそ、寒月どのではなく、陛下の求婚に迷うあなたに、失望や怒りを感じたのだろう」

「──そう、ですね……」




（わたしはっ！　あの男だったから我慢したんだあの男は星辰だからっ！　……でも、陛下は違う!!）




　いつでも飄ひよう々ひようと武人然とした虎嬌が、あれほどまでに取り乱したのを見たのははじめてだった。

　けれど、彼女がらしからぬ醜しゆう態たいをさらしてまで「受けるな」といってくれたから、露露の気持ちは固まったのだ。

「虎勢さん、あたし──」







　別れ際に今度は杖の柄で軽く頭を小突かれた露露は、自分の部屋の前にほっそりとしたひと影を見つけ、一瞬、踵きびすを返して逃げようかと考えた。

　けれど、露露よりもむしろ彼女のほうが顔を合わせづらい中わざわざ足を運んでくれたことを思うと、露露がその気持ちを無む下げにするわけにはいかない。

　視線を泳がせながら、普段よりも少しばかり早歩きで、ぎくしゃくと自室に、虎嬌に歩み寄る。

「やあ」

　先に声をかけてきたのは虎嬌だった。平静を装よそおっているようだったが、声が震えている。体から甘いにおいが強く香っている。

　視線を合わせられなくて、露露はうつむいたまま頷く。

「うん」

「……さっきは、ごめん」

「……うん」

　それきり、会話が続かなかった。

　──でも……。

　露露には、すぐわかった。それだけで、虎嬌の緊張がふっ、と解けたのを。

　いつもの柔やわらかなにおいがそこに戻って、露露の緊張も釣られてほどけていく。出会ってからいままでのあいだ、どれだけ虎嬌の雰ふん囲い気きに包まれていたのか、そんなささやかなことで痛感する。

　言葉もなく立ち尽つくすこの時間が、空間がいとおしい。手放さなければならないことがわかっているから。

　──ごめんね。

　心の中で詫びたのが伝わったのか、虎嬌が意を決したように口を開く。

　別れの言葉を告げる。

「きみが、陛下の求婚を受けるのなら、董家がきみを養女として迎え入れ、後うしろ盾だてになるよ。そうすれば、たとえほかの妾妃たちが揃ったとしても、董家の娘であるきみに意地悪はできないからね」

「……うん」

「……だから、ひとつだけ、お願いがある」

　笛を持っていないほうの腕をそっと引かれて、露露は視線をあげた。木蓮が、熱っぽく請こうた。




「きみに、口づけることを許して欲しい」




「……っ！」

　露露の一瞬の躊ちゆう躇ちよを、虎嬌は拒絶と受け取ったようだった。寂しげな微苦笑を浮かべて、露露の腕に添えていた手を離す。露露は、すかさずその手を強く引いた。

「──虎嬌、」

　一瞬均きん衡こうを崩した虎嬌の顔が、露露のそれとおなじ高さになる。唇が、かすかに虎嬌の頰に触れた。

　琥珀色の瞳がきょとんと見開かれ、ついで、可笑しそうに細められた。

「ありがとう！」

　ぎゅっと抱きしめられて、肩に虎嬌の額が押しつけられる。くぐもった声が、笑いながら尋ねてくる。

「寒月どのより先に出会っていたら、おれにも機会はあったのかな？」

「わからない。でも、あんたはあたしのただひとりの親友よ。それだけはほんとうだから」

「うん」




　翌日、虎嬌は後宮を去った。

　そして露露は、志龍に求婚を承しよう諾だくする旨むねを伝えた。
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　いまの季節は、冬と春の境さかいであると聞いた。

　そのせいだろうか。窓際に座り外を眺ながめていると、頰ほおを撫なで行く夜風の中になにやら不思議な匂いがある。

「……」

　先ほどから部屋中を引っ繰り返しては、あーでもないこーでもないと荷造りをしている少女を見て、その『音』を口の端に乗せた。




「綺き珊さん」




　それは、最初に覚えたいくつかの『音』の連つらなりのうちのひとつだった。そして、少女の『名前』という『意味』を持つ音だった。

　それを口にすると、少女がたくさんの反応を見せるので、ときどき『声』という『音』を出してみるのだ。

　案あんの定じよう、少女は荷を造っているのか散らかしているのかわからない手を休めて見あげてくる。

　手元を照らす程度の乏とぼしい明かりを受けて、少女の薄茶色のおおきな瞳が、ひとりの女の姿を映す。

　──これは、誰だれだ？




「なぁに、月げつ艶えん？」




　そこでようやく思い出す。自分はいま『月艶』という名なのだと。綺珊の瞳に映る女が自分なのだと。

　一瞬反応の遅れた月艶に、綺珊はふわりと笑う。

「やぁね、また自分の名前を忘れてましたの？」

「……そのようだ」

　正直に否定すべきだったのかもしれない。

　なぜなら月艶は、『月艶』という名が、名前がなくては不便だからとかりそめに与えられたものだということをちゃんと知っていたからだ。

　思ったとおり、聡さとい綺珊は、月艶の返事が遅れた理由に、即座に気づいたようだった。白い頰をぷっと膨ふくらませ、半眼に閉じた目で睨にらみつけてくる。

「気に食わないなら正直にそういってくれてもかまわなくてよ？　でも、なんども教えたとおり、あたくしはちゃんとあなたを乗っ取って、あなたの記憶をぜぇんぶさらいましたのよ？」

「わかっている。そうまでしても、私の中に、ただの一いつ片ぺんの記憶もなかったのだろう？」

「そうですわよ。あの藻もばかりの日にち月げつ湖こに落ちて、よく岸に打ちあがっていたものだと感心しましたけど……。みつけたときには、あなた、歩くことはおろか立つこともできない、呼吸しているだけの人形のようだったものね。あたくしだけの、美しいお人形さん？」

　綺珊は、瞳ばかりが目立ついささか幼おさない容よう貌ぼうをしているためか、表情がとても豊かである。このときも童顔を裏切るような艶あでやかな笑みを浮かべ立ちあがると、彼女の所有物でもある月艶の顔に手を伸ばす──伸ばそうとした。

「……あら？」

　ちょうどそのとき、窓からそよそよと入り込んだ風が、またあの不思議な匂いを運んできた。

　綺珊にもそれがわかったのだろう。不意に興味を惹ひかれたように、しばらく深い闇やみのむこうを眺めやり、ぽつりとつぶやいた。




「ハナウメは、ヒャッカにサキガケて春を知らせる、ね」




　それは月艶の知らない音の連なりだった。

「綺珊？」

　月艶は、その連なりの持つ『意味』を知りたくて、綺珊の名を呼ぶ。

　綺珊は月艶をあらためて見返して、歳とし相応の笑みを見せた。

「月艶、あなたひょっとして、この風の中の甘い匂いがなんなのか訊ききたくて、あたくしを呼んだの？　これはハナウメよ。梅」

「梅？　梅は先日……、」

　月艶は首を傾かしげた。

　以前『梅』を見たが、それからはこんな匂いはしなかった。むしろにおいがしたのは、ちいさな丸い茶色のふやけた『梅』が沈んでいた『酒』と呼ばれる液体のほうだ。頭がぼんやりするようなきつい香りは、思い出すだけでくらくらする。

　月艶が思い出した『酒』の匂いを払うように顔を振ったのを見て、綺珊は苦く笑しようした。

「そうね、梅のお酒をいただいたわね。でも、あれは梅の実だから実梅といって、花梅は梅の花のほう」

「花？」

　月艶の記憶は半年前からのものしかない。ゆえに、『花』をまだ見たことがなかった。

　綺珊は月艶の手を引いた。

「見に行きましょ、月艶。夜に見る梅もきっと美しくてよ！」

「夜に外に出てはいけないといわれていたのでは？」

「だいじょうぶよ」

　綺珊は即答した。




「戦闘人形『星せい辰しん』の名まえは、伊だ達てではないでしょう？　ね、月艶？」
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　夏の暑さ対策か、それとも百五十年も昔に亜児美耶ああるすめいや人によって支配されていた時代の名残なごりか。景北の邸もまた、先年地震の被害にあった景南のそれのように、無ぶ粋すいな石造りのものが多いという。

　そんな中、この場所は、硝子ガラスの入ったおおきな窓で三面を飾り、調度品をすべて帝国のものに統一することによって、やわらかい女性らしい雰囲気にしつらえられていた。

　董とう家門もん主しゆ・董建けん軍ぐんの養女として、頭とう目もく・董琥こ珀はくの養妹いもうととして、董家に籍を得た露ろ露ろが、この半年間をすごした部屋だった。

　──ここでの夜も、今晩で最後か……。

　侍女に髪を梳くしけずられながら、鏡を通して室内を眺めていると、なにやら目め頭がしらが熱くなる。

　──半年前に後宮を出たときなんて、慌あわただしすぎて、感慨にふける暇ひまもなかったもんね。

　露ろ露ろが、新国王の正せい妃ひに擁よう立りつされることが内定している事実は、おおやけにはされていないものの内ない侍じ省しようを含ふくめた一部の官僚たちのあいだには、ひそかに告知がされていたのではないだろうか。

　そう当事者である露露が邪じや推すいしてしまうほど、露露が正妃になることを受け入れてから今日までの半年間は、なめらかにすぎた。

　まず、露露と、露露よりわずかに早く後宮を去った虎こ嬌きようの辞表は、思いのほかすんなりと受け入れられた。

　そして露露が後宮を去る日までに、虎嬌は自分が董とう家け頭とう目もくであることを大々的に公表し──星せい辰しんしか頭目を継つげないというのは一門の中でも一部のものにしか知らされていない事柄だったらしく、虎嬌の、星辰であることを明らかにしての頭目就任は、後宮内でもひと騒動となった──露露を現門主の養女として引き取ることも隠さなかった。

　それが国内に、いったいどういう影響を与えるのか、田舎いなか娘である露露には皆かい目もく見当がつかなかったので、

（やったなぁ、二年目の元相部屋は）

　戴たい姱か人じんが感心したようにそういったとき、ふと尋たずねてみたのだ。

（なにが、やったなぁ、なんですか？）

と。

（決まってるじゃないですか！　あの董家ですよ!?　貴族でこそないけど、国内でも有力な一族なんですよ!?　そこへ養女に行くなんて、すごい出世ですよ!!）

　まるで自分こそが董家の養女に入るかのように嬉き々きとして琳りん琳りんはいったが、戴姱人の見解はもちろん違っていた。

（ついに董家も国政に関わるつもりかと、貴族たちへいらない疑念を持たせるつもりだぜい？）

（いらない、疑念……？）

（そうさね。もともと董家は、門下生を武官にしたり、養子のふたりのように兵ひよう部ぶと太たい子し府ふ……ああ、いまは羽う林りん軍ぐんか。羽林軍や十じゆう六ろく衛えいに送り込んだりはするが、国政とはまったくの距離を置いていたのさね。それなのに、二年目を養女として引き取って、選秀女に送り出す）

（しかも、陛下がきみと懇こん意いにしているのは、知る人ぞ知る事実ですしね）

　ここで琳琳がなにやらわめいたが、露露の記憶には残っていない。それほどまでに、戴姱人の言葉に驚かされたのだ。




（宮城で働く武官はひとり残らず董家の門下生といってもいいし、一門の絆きずなは親子のそれより固い。つまり、いわゆる軍閥という国内最大勢力を、元相部屋は二年目の味方につけた、というわけだ）




　それを、秀女候補として、明日には選秀女を受けに宮城へむかう露露のために用意してくれた親友は、窓の横の壁に背中を預けて、鏡越しに笑いかけてくる。

「相部屋のときですら、おなじ寝台で寝ることなんてなかったのに。どういう風の吹き回しかな？」

　訝いぶかしむような言葉のわりに、現状を面おも白しろがっているような声だ。

　露露とて、この親友が星辰の生まれであると聞かされて、以前のように気やすく同性に対するような態度で接しにくくなったのは事実だ。

　しかも、この半年ものあいだ、露露の前に立つときも、『頭目』として門人の指導にあたるときも、虎嬌は常に琥こ珀はくという男性性であり続け、露露を近づけまいとするところがあったのだ。

　けれど、露露の緊張をほぐすためにか、今日一日を女性性でいてくれた彼女とすごしていると、やはり半年前までの後宮生活がどうしても懐なつかしく思い出されて、つい、

「夜通しおしゃべりしない？」

　と誘ってしまったのだ。

　──おかしなものね。

　二年前まではこれがあたりまえだったのだ。

　虎嬌がどこかしらから仕入れてきたお菓子を摘つまみながらふたりで、あるいは内ない人じん見習いを装よそおった志し龍りゆうと三人で、飽あきもせず幾いく度ども夜よ更ふかしした。あの楽しかった日々が、まさかこんなふうに変わってしまうなんて、ちらりとも想像しなかったのに。

　露露は苦笑した。

「特に理由はないけど……。かりそめの結婚とはいっても、独身最後の夜だもん。前みたいにおしゃべりしてすごすのもよくはない？」

「なんだ、残念。やっと陛下からおれに乗り換える気になったのかと思ったのに」

「──いますぐ出ていけっ！」

　部屋の出入り口を隠す衝つい立たてのむこうを指差して怒ど鳴なると、虎嬌はげらげら笑いながら先に広々とした寝台の上に飛び乗る。

「せっかくのお誘いを、無む駄だにするような性格はしていないよ。ほら、露露、早くおいで」

「……」

　じっとねめつけてやったが、虎嬌はにこにこ笑ったままで手招きさえする。

　──血ね。

　実際は血の繫つながりはないのだが、虎嬌のその姿に「たいへんひと好きのする」董家の長男を思い出し、露露は、軽くため息をついた。

　そして、鏡台の前に座った露露の寝ね支じ度たくをゆっくりと整えていた侍女の手を急がせ、終わらせると、侍女に退出を命じる。侍女が衝立のむこうに姿を消したのちに、露露はようやく虎嬌の隣に潜り込んだ。

「お菓子とお茶の用意をさせればよかったかな？」

「肌が荒れる、って持ってきてくれないわ。虎嬌の前だから静かにしてたけど、秦しんさん、結構厳しいのよ」

　露露が董家に養女として入って以来、露露の身の回りの世話をしてくれていたのは、秦という先ほどの侍女だった。

　年の頃は二十代半ばの、美人ではないが、理知的な顔立ちの上品な女性で、彼女の立ち居振ふる舞まいを見ていると、なるほど董家が用意しただけの女性であると頷うなずくばかりであった。

　それだけではない。

　彼女は南なん陽よう王国の共通語を訛なまりなく優ゆう雅がに操あやつり、帝国語・亜児美耶ああるすめいや語はもちろんのこと、青せい龍りゆう諸島語にも堪たん能のうだった。ゆえに、露露のかすかなイネ族訛りは徹底的に直され、「せめて聞くぐらいはできるようになりましょう」と帝国語を毎日聞かされる破は目めに陥おちいった。

　また、詩や文学を楽しめなければほかの妾しよう妃ひたちに遅れを取るからと、古典から現代文学までひととおりの知識を叩たたき込まれ、ついでに露露自身が詩作を命じられたときのためにと、それなりのものを作れる要点を指し南なんしてくれていた。無む論ろん、作った詩をうつくしく書けるよう、字の練習もさせられた。

　そのあいだを縫ぬって、絵筆を使って風景画を描かされたり、手巾ハンカチに豪ごう奢しやな花や鳥の刺し繡しゆうをさせられたりと、ほかにもありとあらゆることをこの短期間の中で仕込まれて、正直露露の頭は破裂しそうだった。

　それらのことをまくし立てるように虎嬌に愚ぐ痴ちったあと、今度は盛大なため息をつく。

「……人間って、やればつけ焼やき刃ばでも結構な知識が身につくのね……。転んだ拍ひよう子しに覚えたことが耳から全部出てしまいそうだけど、とりあえず、選秀女のとき、陛下に恥はじをかかせないですみそうよ」

「そうだね。わたしたちは、陛下が露露以外の妃きさきを娶めとられないことを知っているから、きみがきみのままであればそれでいいけれど、ほかの秀女候補たちの手前、とりあえず文もん句くはいわせない程度の教養と品位くらいは必要だからね」

　虎嬌が苦笑しながら露露の頭を撫なでてくれる。

　思わず見返した瞳の優しさに、頭に添えられたてのひらのあたたかさに、露露は胸が詰まる。

　──たった、半年前のことなのに。




（あの男でなくてもいいなら、誰だれでもいいのなら、どうしてわたしを──おれを選ばない？　陛下でいいのなら、おれでもいいじゃないか）




　いつも穏おだやかだった虎嬌が、はじめてあらわにした激しい感情を、露露はまだ覚えている。そのため、董家に引き取られて生活していく中で、虎嬌とすれ違うたび、気まずさやとまどいを隠しきれなかった。

　当の虎嬌はまるでなにごともなかったように振舞ってくれていたけれど、ときどき背中に恋こうような視線を感じていたのは、露露の思いすごしではないだろう。

「……どうかした？」

　自分の顔を見返したままぴたりと動かなくなった露露の目の前で、虎嬌がひらひらと手を振る。

「苦しそうな顔をして、どうした？　見つめられるのも悪くないけど、どうせなら笑顔でのほうが……」




「──夢をあきらめさせてごめんなさい」




　虎嬌の言葉を遮さえぎって、露露は謝った。

（たいした理由じゃないんだ。わたしはチュウジョウになりたいんだ）

　露露の耳には夢を語る虎嬌のいきいきとした声が、

（厨ちゆう娘じよう。帝国にある女の職業でね、読んで字のごとく、厨房で働く娘のことさ。魚をさばいたり、鳥をさばくのはあたりまえ。必要とあらば、豚や海亀ですら女手ひとつでさばいてみせる、究極の料理人のこと。一流の素材で、一流の料理を作り、一流の食器に盛りつけ、一流のひとに召しあがっていただく！　これぞ厨娘の本ほん懐かい!!）

　露露のまなうらには夢を語っていた虎嬌のきらきらとした姿が、いまだ強く残っている。それなのに、露露を正妃とさせるために、虎嬌はそれを途中で断念したのだ。

　また言葉どおりの意味だけではなく、彼女の気持ちに応こたえられなかったことを申し訳なく思う気持ちも含んでいたことは、虎嬌もわかっていたのだろう。

　一瞬、虚きよをつかれたような表情をしたが、すぐに微び苦く笑しようを浮かべてみせた。

「夢をあきらめたというより、現実を受け入れたというほうが正しいのかもしれない」

　そして、露露の頭に置いたままだった手を輪りん郭かくに沿わせるようにさげて、頰ほおに触れる。やわらかく、優しく、愛いとおしげに。と、ぺちり。と軽く叩かれた。

「ほんとうはね、どんなに逃げ回っても、わたしが星辰という生まれである以上、董家の頭目であることからは逃のがれられなかったんだ」

　琥珀色の双そう眸ぼうに映る自分の顔は、情けないぐらい泣き出しそうだ。

「……あたしに、気を遣ってそういってる？」

　問いかける声が震えている。視界がゆがんでいるのもわかる。

　おのれの言葉が傲ごう慢まんなそれであるとわかっていたけれど、

「ああ、そうか。正直に教えないで、きみのために夢をあきらめた、といっておけば、きみは一生わたしに負い目を感じ続けることになるんだね」

　虎嬌は笑って受け流してくれた。

「きみのために、厨娘をあきらめたんだよ、露露」

「もーっ！」

　だから露露も笑って抗議の声をあげた。





２






　選宮女は、「宮女を選ぶ」と名づけている割に、実際のところたいした篩ふるいにかけることはない。

　しかし選秀女は、まさしく「秀女」を「選ぶ」ためのものだったのだと露露が理解したのは、その輿こしの中に入れられて、鳳ほう凰おう門もんの外に放置されてからだった。




「なんですと!?」




　思わず発した口くち癖ぐせは奇き妙みように裏返り、闇やみ夜よにずいぶん響いたことだろう。

　慌あわてて口を両手で覆おおう露露に対し、ですからね、と頭が痛そうな顔をして、侍女として輿に同乗する秦が繰り返す。

「今晩はこのまま輿の中ですごすことが決まりなのです。お食事も、お休みになることもいっさい禁止されておりまして、もちろんご不ふ浄じように出られることも禁じられております」

「いや無理。絶対に無理！　だって、今日は明け方まで虎嬌とおしゃべりしてたし、お昼からなにも食べてないのよ？　ご不浄だって、行くなっていわれたら余計意識しちゃうし、それにすごい蒸むすじゃない、この中！　汗あせでもうぐしょぐしょ……！」

「頭目とおしゃべりしていたのはあなたの勝手。お昼からなにもお食事していただかなかったのは、あなたがご不浄に行かなくてもいいようにとの計らいからです。意識なさらないでください。輿が蒸すのはみなおなじ条件。陛下へのお目通りの前に、湯ゆ浴あみをさせていただく機会がございます。ほかのお嬢さま方がおとなしくなさっていらっしゃるのに、どうしてあなたはそんなにはしたなくわめくんですか」

「……」

　声を荒らげるわけでなく、感情をあらわにするわけでなく、ただ淡たん々たんと言葉を重ねられて、露露は黙り込む。あの虎こ勢せいですら彼女には頭があがらないというのだから、露露ごときが敵かなうはずがないのだ。

　針はりの筵むしろに座らされているような気分で、露露はひたすら夜明けがくるのを待ち望んだ。




　夜明けとともに睡すい魔まとの闘たたかいになんとか勝利した露露は、内侍省の吏りに導かれて勝手知ったる内宮へと通される。

　そこで湯浴みをさせられ、用意されていた衣服を、尚しよう宮きゆうの宮女たちの手を借りて身に纏まとう。

　ずいぶん簡素なもので、これから選秀女を受ける娘が身につけるには地味すぎないだろうかと思ったが、

「おのおので用意なされたお召しものですと、皆さま、華美に装られますので」

　と、顔見知りの尚宮美び人じんに注意され、露露はなるほどと頷く。

　そして、それは衣服だけでなく、化粧や髪型もまた統一されていたことに驚かざるをえない。

　許される化粧は、白おし粉ろいと頰ほお紅べにと口紅だけ。髪は、香こう油ゆで丁てい寧ねいに撫でつけられ、ちいさな髷まげをひとつ作り、残りの髪は背中に流すのみ。髷にはかんざしを挿さすことを許されたが、それも後宮で用意された、ほかの秀女候補とよく似た意い匠しようのものだという。

　──徹てつ底ていしてるなぁ……。

　輿の中でひと晩過ごしていたあいだに引かされた籤くじで、志龍に面会する順番は決まっていたが、外見をこれほどまでに揃そろえると、入室時の第一印象で優劣をつけられることはない。最初に入る娘も最後に入る娘も、勝負するところは純粋にその人柄や教養の深さといった部分になる。

　ひとまず志龍は露露以外の妾妃を娶るつもりはないといっていたが、そうでもなければ最初からこの話に乗り、この場に足を踏み入れることはなかっただろうと、本気で思う露露だった。




「董露、十六歳、景けい北ほく出身」




　董家に養女に入ったので、柳りゆう姓ではなく董姓。そして、董家のある場所が出身地とされるので、生まれた青せい桐どう村ではなく景北出身と呼ばれる。

　理り屈くつではわかっていても、それは自分のことではないような気がして、露露の返事は一いつ拍ぱく遅れた。おまけに形だけの選秀女だとわかっていても体が竦すくみあがりそうなほど緊張しているのか、踏み出す足に力が入らない。手が、体中が、まるで瘧おこりのように震えている。

　しかし、それも、




「露」




　気遣うようにかけられた声変わりによる違和感と懐なつかしさが入り混じる志龍の声に、宵よいの明みよう星じようを思わせる清せい涼りよう感かんのある凜りんとした志龍の放つにおいに、どこかしらに消え去った。

　──陛下……。

　ほう、と安あん堵どの息をつくと、作法どおりに正面へ膝ひざをつき、伏ふく礼れいを取る。

　許可を得て顔をあげると、なにやら面白そうな表情を浮かべている志龍と目が合う。ほんの少し前までは美少女といっても差し支えのない面立ちだったのに、そこにいるのはもう凜然とした少年だった。

　少年王は問うてくる。

「そなたは、武門の誉ほまれ高い董家の娘だと聞いた。やはり、武芸一般は仕込まれておるのか？」

「……」

　面白がっているような表情の理由がわかり、露露はむっとした。

　──予定してない質問しないでよ、意地悪!!

　だからといって、それをそのまま口にしていいはずがない。露露と志龍はともかく、この室内にいるほかの秀女候補たちは、これが体面を取り繕つくろうためだけの選秀女であると知らされてはいないのだから。

　露露は引き攣つった笑みを無理やり顔に浮かべて答えた。

「残念ではございますが、わたくしは、兄たちに比べて、武芸にはむいておりませんでした」

「ほう。董家の娘むすめ御ごともあろうものがそれは残念だ。ほかに、なにか長たけたものは？」

「香を少々嗜たしなみます」

「香か。では、尋ねよう。いま、この場で焚たかれている香の種類は？」

「樹じゆ脂しを中心としたものかと……。安あん息そく香こうと香こう菜さいが少し強く香り、乳にゆう香こうと蘆ろ薈かいも聞こえます」

　露露の答えに、志龍は満足そうに頷いた。

　すると、先に面談をすませ、部屋の隅すみで待機している秀女候補たちから感かん嘆たんの息が漏もれた。露露が即答し、なおかつ正解したので、感心したらしい。

　素直な少女たちの反応に、露露は良心が咎とがめる。

　──ごめん、これ、あたしが作ったんだ……。

　秦の教育はあくまでつけ焼刃。その自覚があるため事前に何度か質疑応答を練習してみると、どういうことかかなりの確率で誤解答。「頭は悪くないはずなのですが……」と秦にため息をつかれ、この半年間を無駄にさせたのだ。

　背中いっぱいに嫌な汗をかいている露露をよそに、この一年でしっかり腹芸を学んだらしい志龍は、そしらぬ顔で続ける。

「……花がいまを盛りと咲く時分にはいささかうるさく感じようが、夏の蒸すような長雨の夜には、香で涼を味わってみたいもの。そなたが入宮した暁あかつきには、なにかひとつ、予よのために香を作ってみよ」

「畏かしこまりまして」

　露露の返事がこの面談の終わりとなり、露露は、すでに七人の秀女候補たちが並ぶ部屋の隅に行き、あくびを嚙み殺し、空腹をなだめつつ、残り六人の秀女候補たちが面談を終えるのを待った。

　まず先に志龍が退出し、内侍省の官が、入宮が許されたものには近日中に勅ちよく旨しが届くことを説明し、解散が告げられる。

　それを頭をさげておとなしく聞いていた秀女候補たちは、さすがに生まれがほんとうによいのだろう。しずしずと順に部屋をすべり出て、控ひかえの間で待機していたおのおのの侍女を呼び、引きあげはじめる。




　そして、そのとき、露露は、我が目を疑うことになる。




　志龍に、董家に恥をかかせてはならない。ただそれだけの思いで、露露はしとやかな秀女候補を傍わき目めもふらず演じていたが、露露のすぐあとに志龍と面談を行った蔡さい綺き珊さんという少女がその侍女の名を呼んだとき、なぜかふと振り返ってしまったのだ。

「──月げつ艶えん」

　知らない、聞き覚えのない名前だった。なのに、なぜ気になってしまったのだろう。

　不思議に思って蔡綺珊の視線を追うと、控えの間の隅に座り、窓の外を眺ながめていた女がすっと立ちあがった。露露の息が止まる。その姿態に、見覚えがあったのだ。




「……寒かん、月げつ……？」




　思わず口をついてこぼれる、愛しい男の名前。しかし、寒月そっくりのその侍女は、露露の前を素通りして、蔡綺珊の許もとへ行った。その人物から放たれるにおいが寒月のそれとおなじ白びやく檀だんなのに、侍女は露露を振り返りもしない。

「──寒月っ！」

　そばにいた秦がお静かになさいませと小声で露露を諫いさめてくるが、それを受け入れることはできなかった。

「寒月！　ねえ、寒月!?」

「お嬢さま！　おやめなさいませ、内宮内ですよ!?」

　慌てて止めようとする秦の腕を振り切って、露露は蔡綺珊と侍女へ手を伸ばす。

　その騒動になにごとかと思ったのだろう。蔡綺珊とともに、侍女が振り返った。

　──気づいてくれた！

「寒……」

　が、それも一瞬のこと。

　侍女は、奇妙なものを見るような顔をして露露を一いち瞥べつ後、蔡綺珊を伴ともなってその場から立ち去ったのだ。

「……なんで、寒月……？」

　ふたりが歩み去る背中に、露露は信じられない思いで問いかける。しかし答えを得られるはずもなく、露露は、秦に促うながされるまで、その場から動くことができなかった。
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　露露は、おおやけにはまだ、志龍の後宮に入ることは決まっていない。だから、本来ならば、ほかの秀女候補たちとおなじように、宮城を辞し実家へ戻るべきなのだ。

　だが、露露は、後宮を宿としていた。そのようにせよと、志龍からお達しが出たからだ。

　──……ど、どんな嫌がらせよ、これ……。

　志龍がまだ王子であった頃、露露（と虎嬌）が志龍と親しい仲であるという噂うわさが後宮内を駆け巡めぐったことがある。おかげで、三さん妃ひ六ろつ嬪ぴん入りを願う宮女たちに追い回され、文字どおり走り回る破目に陥ったのだ。そしてそのことは、二年以上前から働いている宮女であれば、記憶に新しいはずだ。

　そこへ露露が尚しよう功こう香こう班はん才さい人じんを辞職し、董家に養女として入った。おまけにこのたびの選秀女で、その露露が秀女候補として入宮し、異例のことながら後宮を宿としているのはどういうことか。それらのことを結びつけて考えられずに後宮で働いている宮女など、ひとりもいるはずがなく。

　露露は、顔見知りの宮女たちに傅かしずかれ、落ちつかない夜をすごすこととなった。

「まさか、借金奴ど隷れいなどをなさっていらした方が秀女候補に選ばれるなんてぇ」

「ほんとうに。董家の養女に入られたときは、虎嬌さまとのご縁で、虎勢さまか虎こ振しんさまの奥方になるのかと思っておりましたわぁ」

「以前から陛下より露露と愛称で呼ばれていたのでしょう？　案外選秀女などしなくても、あなたが正妃確定なのかもしれなくてね」

「うらやましいわあ、借金奴隷から一転秀女候補だなんて。露露さま、とお呼びいたしましょうか？」

　いざ露露が正妃になってしまえば、口を利きいてはいけない雲うん上じよう人びととなるが、いまは単なる秀女候補でしかない。聞こえよがしにちくりちくりと嫌味を投げかけられたり、あからさまなおべんちゃらを聞かされたりと、落ちついてへこませてはもらえない。

　正直、ずいぶん助かっていた。

　振り返った寒月のまなざしの冷たさは、思い返すだけで悲しくなるのだ。

　──あれは絶対寒月よ……！

　たとえ似た人間が世に何人もいたとしても、露露が寒月を見間違えるはずがないのだ。

　──生きていた。生きていてくれた。

　物もの盗とりに追われ、傷を負ったまま日にち月げつ湖こに落ちたという話を聞かされたのが一年半前。

（生きていて欲しい、死ぬはずがない、なぜ連絡をくれないのだろう、生きているの？）

　頭がおかしくなりそうなほど、毎日寒月のことを考えていた。その無事を祈っていた。

　それでも一年という歳月は、少しずつ、現実を受け入れる覚悟を頭に、心に植えつけていく。絶対に生きていると信じたくて──信じて、ではなく信じたくて──自身の不吉な考えを追い払おうとしたけれど、一滴の水が巨大な湖におおきな波は紋もんを生むように、一度根づいた不安は徐々に広がっていき、もうその生存を、露露にあきらめさせていたのだ。

　だから、どういう事情があるにせよ、生きて、ふたたび露露の前に現れてくれただけでも、震えるほどうれしい。うれしいけれど、

　──あんなふうに蔑さげすむような視線……。

　まるで知らない人間を見るかのような、親しみのかけらもないまなざし。それが、生きていたことを喜ぶ露露の気持ちを粉ふん砕さいし、苦しめる。

　──って、ひょっとして！

　露露が選秀女を受けたのは、露露がアタヤ族だと周囲に明らかになったときに、後宮を追放されずにすむようにだ。寒月が、露露が二は十た歳ちになる三年後に迎えにこられるように、居場所を確保しただけだ。

　そのことを、寒月は、露露の裏切りだと思ったのではないだろうか。

　八年ぶりに再会して、偽蓮れん花か正妃と尚功香班内人として密会を繰り返していたとき、寒月はやたらと嫉しつ妬と深かった。

　鈍感だった露露はずっと気づいていなかったけれど、星辰でありながら宮女として露露の相部屋に収まっていた虎嬌と、王子でありながら女装して露露と行動をともにしていた志龍を、彼は強く意識していたのだろう。それなのに露露は、よりによってそのうちのひとりの妻になろうとしている。嫉妬のあまり、露露の不実を責めていたのかもしれない。

　露露は、気持ちが急速に浮上するのを感じた。

　──どうしよう、どうやって寒月の誤解を解とこう。

　寒月が迎えにくるまでと期限つきで正妃になることを受け入れたが、彼は思いがけず早くやってきてしまった。今度は志龍との約束を破ってしまうようで心苦しいが、事情を伝えて、露露を正妃候補からはずしてもらわなければ。

「露露お嬢さま」

　結婚の約束手形というべき笛ふえを眺ながめながらつらつら考えていたとき、部屋の外から、やはり露露について後宮を宿とすることになった秦に呼びかけられた。

　露露はそちらにいらえを返す。

　音もなく障しよう子じ戸どをあけた秦が、頭をさげたままてのひらで、外を指し示す。

「？」

　──誰かきたのかな……？

　笛を卓たくに置き、歩み寄って外を覗のぞく。すると、見慣れた顔が悪いた戯ずら小こ僧ぞうのような表情を浮かべて、立っていた。露露は、志龍に申し出る機会が、都合よくむこうのほうから出むいてきたことにほんの少し、驚いた。

「ご機き嫌げんいかがかな？　妹よ」

「虎振さん」

「陛下がお呼びなんだ。いっしょにきてくれないかな？」

　拒こばむ理由などどこにもない。妹と呼ばれることに慣れていない露露は、くすぐったさを感じながら、虎振のあとを追いかけた。

　召しよう見けんのような正式なものではなく、ほんとうに私的な理由での呼び出しだったのだろう。格式ばったやりとりもなく、露露は志龍の私室のひとつに通された。

「急に呼び出して悪かった。輿の中では寝ずだったのだろう？」

「う、ううん──じゃない、いいえ、ちょっと寝つけそうになかったからちょうどよかったわ……、です」

　即位した志龍と間近で顔を合わせるのは、これで三度目だ。面影は残すものの急激に成長した志龍を前にすると、とまどいが隠せない。様式がまず表立つ選秀女のような場であればそれなりに対応できるが、砕くだけた場所だと困こん惑わくのあまり珍妙な言葉遣いになってしまう。

　案あんの定じよう、その言葉遣いを、主従に笑われる。

「そう堅くなるな。予よが蓮れん順じゆんを名乗っていた頃のままでかまわぬ」

「でも……、」

「俺もすぐはずすし、ひとも払ってる。妹がちょっとやそっとの無礼を働いたところで、誰も咎めはしないよ」

　ふたりがかりでそういわれると、かたくなな態度を取り続けるわけにはいかない。しぶしぶ頷くと、虎振が「すぐはずす」の言葉どおり、そのあるじに部屋を辞す許可を願い出た。許しを得て、いい添える。

「陛下。式の前なのをお忘れなく」

「──だっ、黙れ！　とっとと出て行け！」

　顔を真っ赤にして怒鳴る志龍に、虎振はげらげら笑って部屋を出て行く。

　──ここはあいかわらずだなあ……。

　気心の知れた主従の気負いのないやりとりに、露露はどこかほっとする。

　露露が志龍の申し出を受け入れて以来、周囲が激的に変わりすぎた。

　露露は柳露ではなく、董家の養女・董露となった。幼おさない弟妹ばかりだった兄弟は、虎勢、虎振、そして虎嬌の三人の兄ばかりになってしまった。身分は尚功香班才人から秀女候補になり、先輩・同輩の宮女から傅かれる。もう香班に、露露の居場所はなかった。そして、

　──寒月の、あの目……。

　それゆえに、変わらないものを見ると、安心するのだ。

「……どうした？」

　露露が緊張を解いたのを雰ふん囲い気きで察したのだろう、気遣うように声をかけられて、露露は思わず微笑ほほえんだ。

「なんでもない。陛下と虎振さんがいつもどおりで、なんかうれしかっただけ」

「……そんなことがうれしいのか？」

「うん、そんなことがうれしいの。……そんなことがうれしいくらい、この半年でずいぶん変わっちゃったから……」

「……そうか」

　どこか申し訳なさそうな顔をして、志龍が視線をそらせる。露露は慌てていい繕つくろった。

「あ！　でも、違うよ！　陛下がどうこうってわけじゃないし、陛下のかりそめの正妃になるって話が嫌だってことでもないから！」

「……そうか」

「そうよっ」

　おとなびた雰囲気を醸かもし出す志龍に気おくれするのは否いなめないけれど、露露の志龍に対する気持ちは一いつ貫かんしている。志龍は弟のようなものだ。姉として、この意地っ張りで傲ごう慢まんで頑がん固こな弟分を、できる限り守ってやらねばならないと思っているのだ──思っていたのだ、寒月が生きていたとわかるまで。

「……あの、」

「……ところで、」

　寒月が戻ってきた旨むねを伝えようと口を開いたと同時に、志龍も露露を呼び出した理由を告げようとしたらしい。おなじ間合いで話し出したため、露露は、志龍に先を譲った。

　志龍は、表情をあらためて尋ねてきた。




「そなた、蔡綺珊という娘の侍女を見たか？」




「──っ!?」

　まさしくそれは、露露が志龍にいおうとしていたことだった。

　おおきく目を見開いたことで、露露が件くだんの侍女の顔を見知っていると判断したのだろう。志龍は、ひとつ頷くと、

「内侍省のものが何人も、蓮花正妃にそっくりな侍女がいたと予に報しらせにきたのだ。予自身は見ていないゆえわからぬのだが……。そなたのそのようすからすると、よほど似ていたのだろ……」

「──寒月、だったの」

「なに？」

「寒月だったのよ、蓮順！　生きていたのっ!!」

　口にしてしまえば、我慢などできるはずもなかった。

　露露はその場にくずおれると、声をあげて泣き出した。




　志龍が、露露しか後宮に入れないといっていたのを取り消して、蔡綺珊ともうひとりの秀女候補の入宮を許可したのは、ひとえに露露のためだった。
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　予測できていたことではあったが、王おう后こう正妃の座に露露が座ることは、ずいぶん反対意見が出たようだ。

　まず、宮女から後宮入りを果たす娘はけして少なくなく、そのこと自体にはなんの咎め立てもなかったが、あたえた位が高すぎるという点。

　志龍の実母である蓮花正妃も、もともと宮女として後宮入りした娘のひとりだった。王女ばかりが四人続いたのちに世継ぎを産んだことで、その功績を認められて正妃に擁立されたが、秀女としての最初の位階は脩しゆう媛えんでしかなかった。

　そのため、男児を産んでのことなら、いずれは正妃の座に就かせてもよいが、蓮花正妃の例に倣ならい、はじめは脩媛あたりに据すえるのが妥だ当とうという意見が多く出たのを、志龍は黙もく殺さつしたらしい。

　そして、宮女であれば深く問われなかった露露の生おい立たち。王后ともあろうものが、元借金奴隷で、しかもその借金は現在進行形で返済しきれていないどころか加算中であるという点。

　この件に関しては、入宮の際に支払われる支し度たく金きんで手を打つよう、青桐村の村長であり債さい権けん者の柳厚こう東とうに申し入れればよいと判断され、さほど重要視されなかった。

　最後に、露露に忌いまわしきアタヤ族の血が流れている点。

　いくら箝口令が敷かれているとはいえ、後宮人事を司る内侍省のものには周知の事実。信心深い彼ら南陽王国の民は、アタヤ族がかけた南陽人の滅亡の呪のろいを怖れているのだ。

　──やっぱりね。

　わかっていたことだから、いまさら傷ついたりはしない。

　たとえ志龍が官僚たちを説得できず、露露を正妃どころか妾妃のひとりにすら迎えられなくても、それはそれでいいと思っていた。なぜならば、露露が志龍の后きさきとして後宮に残ることを選んだのは、后こう妃ひを置け、世継ぎをもうけよという周囲の雑音を、志龍から遠ざけ、彼に仕事に集中してもらうため。そして、必ず迎えにくるといった寒月が、その約束を果たしに戻ってくるまでの限られた期間でのことだったからだ。

　しかし、いよいよ選秀女の日になって、露露は希望と絶望を半分半分で待ち続けていた寒月と再会した。

　ほかのものが「あれは寒月だ」と主張していたなら、「他人の空そら似に」ですまされたことだろう。

　だが、露露の嗅きゆう覚かくは特別に鋭えい敏びんだ。楊よう寒月という個体が持つ個体臭を嗅かぎわけられないことはない。

　──あれは寒月。

　露露はそう確信していた。

　──生きていたなら、そう連絡してくれてもよかったのに。

　一年半、ずっと苦しんできたのだ。寒月側にどのような事情があったとしても、なんとか知らせて欲しかった。蔡綺珊とかいう名前の秀女の侍女として後宮に戻ってくるのなら、なおさらだ。

　──しかも、そっちがあたしを放っていたのが悪いのに、あの態度！

　呼びかけた露露を無視したどころか、冷ややかな目で見返してきた。嫉妬深い寒月のことだ、露露が志龍の求婚を受け入れたことが腹に据すえかねたのだろう。

　──こっちの事情も知らないくせにーっ！

　話せば理解してもらえたはずだ。露露と志龍のあいだに恋愛感情は──少なくとも露露のほうには──ない。これはただのかりそめの結婚でしかないのだから。

　──早いうちに誤解を解いておかなくちゃ。

　露露がそう決意したとき、袖そでをちいさく引かれた。なんだろうと思ってそちらに目をやると、侍女の秦が手招いている。同時に口をおおきく動かして、なにか訴うつたえている。

「？」

　なにをいっているのか読み取ろうとその唇くちびるの動きをじっと見つめていたら、背後で低い声が告げた。

「知ち香こうが宴に最後までつき合う必要はない。先に戻っておれ」

　振り返ると志龍が、広間で繰り広げられている歌か舞ぶ音おん曲ぎよくの類たぐいを、さして面白くもなさそうな顔で眺めている。その妙に着飾った姿。

　広間を見れば、百は軽く超えているであろう貴族や官僚たちが酒で顔を赤くして、談笑したり、尚しよう儀ぎの披ひ露ろうする舞や歌をはやし立てたり、こちらへむいて杯さかずきを掲かかげたりしている。その賑やかしい無ぶ礼れい講こうぶり。

　ふたたび見返した秦が眉まゆを怒らせて、ついには声を発していったその台詞せりふ。

「おいそぎくださいませ、知香正妃！」

「…………」

　知香正妃。

　露露は、ようやくそれが、先ほど志龍より授かったばかりの自分自身の徽き号ごうであることを思い出したのだ。




　南陽王国の中ちゆう枢すうを担になう王の居城・赤せき紫し城じようは、前宮、内宮、後宮のみっつの宮城によって構成されている。

　つい半年ほど前まで露露が生活していたのは後宮で、美び景けい山脈の山肌に沿って築かれた、もっとも奥まった場所にある。三妃六嬪や宮女たち、いわゆる女官が寝起きする場所である。

　一方、鳳凰門と呼ばれる大門から道なりに歩けば辿りつく、民間にむかって門戸が開かれているのは前宮。宮城で働く官吏以外に市し井せいの民が出入りすることも多いため、王后の披露も兼ねて、婚こん儀ぎが執とり行われていた。

　そして、いま露露が前宮を離れむかっているのは、中央に存在する内宮と呼ばれる宮城だった。そこには、王族の私室が設もうけられる決まりがあり、いつわりの結婚とはいえ、本日をもって王の唯ゆい一いつの妻となった露露は、ここに私室と寝室を用意されたのだ。

　その寝室までの道行きを秦にこってり絞しぼられながら歩いた露露は、湯浴みを終えて、尚しよう服ふく宮女にきつく締められた帯を恨うらめしげな目で見つめながら、深くため息をついた。

　──息苦しいな、これ……。

（王后陛下のこの帯は、今きん上じよう陛下に寛くつろがせていただくためのもの。苦しくていらしても、けして王后陛下がおんみずからほどかれてはなりませんよ）

　そういっていた秦も、露露に夜着を着つけた宮女たちも、いまはもうこの部屋にはいない。すぐに今上陛下のお運びがあるからと、さっさと出て行ってしまったのだ。

　──お運びがあるからっていってもねえ。

　露露と志龍は、互いの利害が一致したがゆえにこのかりそめの結婚に踏みきったわけで、だからといって事実上の婚姻を今晩行うわけではないのだ。

　──秦さんてば、知ってるはずなのに。

　志龍が宴うたげを抜けてこの寝室にやってくるまでいて欲しいとは思わないが、それでも早々に引きあげられてしまうと、残った露露は落ちつかない。あまりにも落ちつかなさすぎて、先ほどから嗅覚を刺激する香の匂いにすら苛いら立だちが募つのる。

　露露の足元付近で、香こう炉ろからひと筋の紫し煙えんを立ちのぼらせているのは麝じや香こうだった。

　麝香は、露露が尚功香班内人として最初に学んだ香であった。

（さて、新人よ。ひとつ、訊きこうか）

　尚功香班の控えの間に、女装して正体を偽いつわった志龍と赴おもむいたその日、そういって戴姱人が差し出したのは、麝香の元となる麝香鹿じかの香こう囊のうだった。父親がくれた書かき付つけ上の知識しか持たなかった露露に、現物を見せ、触れさせ、頭でなく嗅覚そのもので『香』を身につけさせようとしてくれたのだ。

（どれ、貸してご覧らん。薬としても重ちよう宝ほうされているからな、少しずつ、口にしてみよう）

　香囊のにおいを嗅ぎ、中から取り出した黒こつ褐かつ色しよくの顆か粒りゆう状のものを、勧められるまま口に含んだそのとき訪れた変化──体がかっかかっかと熱くなり、心臓の鼓こ動どうが速くなった。

　当時の露露は、それを発熱だと勘かん違ちがいした。

　だが実際は熱が出たわけではなく、姱人が「したくなるだろう？」と楽しそうに笑い、志龍が盛大に照れて「あ、あ、ああああとで教えてやるっ！」というほど、後宮に、そして男女がともに眠る寝室に必要な効能がなした業わざだったのだ。

　──しきたりだっていうのはわかってるんだけどな……。

　ふたたびため息をついて、真正面に鎮ちん座ざます寝台を見やった。寝台といっても、部屋の中に部屋を作ったようなおおきな箱型のそれだけれど。

　立派な飾り彫ぼりのなされた柱が支える天てん井じようからは、薄絹の帳とばりが何枚もかかっている。いまはその帳が左右にわけられているため見られる寝台の奥のほうには、壁沿いに大小いくつもの腰掛布団クツシヨンが置かれているのが確認できる。きっとその上には寝るのに邪じや魔まにならない位置に、蝙こう蝠もりや梟ふくろうといった夜に現れる縁えん起ぎのいい動物の紙細工が飾られているはずだ。

「……」

　このまま志龍がやってくるまでつっ立っているのもなんだし、と、露露は寝台に歩み寄ると、そっと奥の壁を覗き込む。案の定そこにはきらびやかな紙細工が飾られていて、露露はなんとなくほっとした。そのまま、衝立の置かれたこの部屋自体の出入り口にむかって、寝台に腰をおろした。

　そして、ようやく気がついた。

　──あのときの夢に似てるんだ……。

　一年半前、志龍の父である前国王が逝せい去きよした朝に見た夢。

　──ずっと忘れていたのに。なんでいまごろ……。

　思えば、その夢の中でも、露露は志龍の正妃になっていた。現状の露露とおなじように、志龍がこの部屋にやってくるのを待っていたはずだ。

　そこへ地震が起こったかのように床が揺れた。

　その揺れを引き起こしているのが、ひとびとがたくさん集まり、いっせいに呪じゆ詛そを放ったようなものであるのに気づいたとき、露露はとっさに叫さけんだのだ。




（陛下、早く来て陛下！　助けて──寒月っ）




　夢の中では寒月は六年前に死んでいたことになっていた。それでも、露露は、寒月に救いを求めたのだ。途端、呪詛の声と地震の揺れは止まり、と同時に帳がおりきったむこう側にひとの存在があることに気がついた。

　志龍がようやく現れたのかと帳を開くために手を伸ばした瞬間──、




「──まだ起きていたのか？」




「──うわっ!?」

　記憶の中の夢を辿たどっているさなかに、突然質量を伴った声が耳を打ち、露露は飛びあがるほど驚いた。

　我に返った露露を不思議そうに見おろしているのは、やはり夜着に着つけられた志龍であった。露露がぼんやりしているあいだにやってきていたのだ。

「れ、れれれれ蓮順！　驚いた、びっくりさせないでよっ」

　夢の中で呼んだ名まえが志龍でなかったことにほんの少し後ろめたさを感じて、それをごまかすようにあげた声が必要以上にきつくなる。

　志龍が目に見えてむっとした。

「びっくりさせたつもりはない。そなたがぼんやりしていただけだ。それともなにか別なことでも考えていたのか？」

　ぎくり。

　かすかに肩が揺れたようだ。見咎めた志龍の目が半眼に閉じられる。露露は視線をそらす。

「……」

「……」

「……」

「……まあ、よい」

　先に折れてくれたのは志龍のほうだった。

「知香正妃などと大おお仰ぎような徽号を授けはしたが、そなたは予のかりそめの后。ほかに心寄せる男の存在があったとて、咎めはせぬ」

　そういいながら、露露の横に腰をおろすと、そのままばたりと後ろに倒れ込む。そのとき、

　──あれ？

　露露の鼻先を、どこか嗅ぎ覚えのある臭いがかすめていった。志龍の、涼しげなそれではない。

　──もっと濃こく、深く丸みがあって、土のような……。

　たとえばそれは、山の中を駆け回っていた幼い頃や尚功香班として菜園を歩いていたときに、ずいぶんと慣れ親しんでいたそんな臭い。

　──堆たい肥ひ？

「陛下、」

　ここにくる前に菜園に立ち寄ったか。そう尋ねようとした露露の機先を制して、志龍が口を開いた。

「蔡昭しよう儀ぎの侍女……、月艶といったか」

　蔡昭儀というのは、蔡綺珊のことである。彼女は六嬪のうち、昭儀の位を与えられていたのだ。

　ちなみに徽号を与えられるのは王后と三妃までで、六嬪は、宮女たちのように、その姓と位階名で呼ばれるのが習いである。

「虎振にいま、昭儀ともども、その出しゆつ自じを調べさせている」

「……調べさせてる、って……。蔡昭儀に、なにかおかしな点があったの？」

　宮女に比べて秀女の出自は、微びにいり細に渡り、事前に探られることになっている。それを通り抜けてきたのだから、蔡綺珊に再調査などする必要はないと思っていたが、違うのだろうか。

　志龍は、疲れたようにこめかみを揉もみほぐしながら教えてくれた。

「内侍省のものとて人間だ。金の厚み次第で、黒とて白と口添えしよう」

「……お金を、握らせてたの？」

「わからぬ。その可能性もなきにしもあらず、といったところか。……完全すぎるのだ、昭儀の調査書は」

「完全すぎる？」

「うむ。たとえば、そなたは、そなたの調査書に青桐村の借金奴隷であったこと、父親はアタヤ族の疑いを持ったまま失しつ踪そう中であること、選秀女を受けるにあたって董家の養女となったことが記載されている。これは、もうひとりの秀女もおなじよ」

「もうひとりの、って、程てい脩しゆう容ようのこと？」

　志龍は頷いた。

　露露と蔡昭儀のあいだに置くのにちょうどよかったからと選ばれた彼女は、景北生まれの年頃の娘にしては、どこか野や暮ぼったかった。それもそのはずで、脩容は、

「程家の、血の繫がりがかろうじてある程度の傍ぼう流りゆうから選秀女のためだけに養女として引き取ってきた、そなたと同様の田舎娘にすぎぬ」

　そうなのだ。

　さりげなく、しかしはっきりと田舎もの呼ばわりされて、露露はむっとする。

「悪かったわね」

「事実を述べただけだ、そう怒るな。……だが、昭儀は違う。蔡家は曾そう祖そ父ふの代まで光こう南なん通りに邸やしきを構えていた貴族だ。しかし、祖父に代替わりをしたと同時に、しきたりどおり貴族の地位を返上し、日月湖の畔ほとりの町に居を移している」

　南陽王国では、貴族は世襲制ではない。国王の兄弟姉妹として貴族の位と上級職をあたえられたとしても、代替わりのたびに位階はさがり、と同時に本人が努力しなければその職さえ取りあげられることになる。

　蔡綺珊の一族も、もともとは志龍の先祖のうちの誰かの兄弟として景北に住んでいたのだろうが、その蓄たくわえが尽つきぬうちに、日月湖に舟を走らせる商売人に転じたのだという。

「……それだけで、完全？」

「いや。曾祖母は当時の王の姉姫。その子である祖父が娶ったのは景北の豪商のひとり娘。その子である父親が嫁にもらったのは、景南の豪農の娘。奇妙に思わないか？」

「全然」

　即答すると、実に情けなさそうに深々とため息をつかれた。

「予には四人の姉がいる。そなたにも四人の弟妹がいるだろう」

「……？」

「蔡家は男おとこ腹ばらの家系だろう。戸籍を確認させたが、男の血筋には、女は昭儀以外ここ何代も出ていない。そのうえ、昭儀には兄弟がいない、もちろん姉妹もだ」

「……」

　さすがの露露にも、志龍のいわんとすることが理解できた。

　完全すぎる調査書。それは、完全になるよう、調査書を作る役人を買収したか。戸籍に細工をしたか。そもそもの出生自体に手を加えられているのか。あるいはそのすべてか。

　腕を振って上半身を起こした志龍が、露露の顔を見て告げる。

「そなたがあの侍女を寒月というのなら、それはまごう方なき事実なのだろう。そこから昭儀の出自もあらわになるやもしれぬ。そなた、探ってみるか？」

　露露は、いまは茶色に輝くかりそめの夫の瞳を見つめ、こくりと頷いた。




　このとき露露は、志龍から漂ただよった堆肥に似た異い臭しゆうの原因を問うことを忘れ去っていた。のちに、このことを後悔するようになるとは、いまの彼女は想像もしていなかったのだ。





５






　探ってみるかと問われ、勢いのまま頷いてみたけれど、露露がみずからの恃たのみとするのはその嗅覚ばかり。

　もし寒月が意地悪をして露露のことを知らないふりをしているというのなら、話は簡単だ。そこから寒月を突き崩くずせばいい。

　しかし、

　──もし、そうじゃなかったら？

　想像したくない。信じたくはない。けれど、万が一、あの月艶という侍女が、寒月ににおいも容姿も酷こく似じしただけの赤の他人であったならと思うとぞっとする。

　──ありえない！　絶対に他人なんかじゃないわ！

　露露は首を振って思いついた不安を追い払う。

　一年半ものあいだ離れていたけれど、寒月は露露の恋人だ。彼が男性性であっても女性性を取っていても、露露にはちゃんとわかるのだ。

　衝立のむこうで咳せき払ばらいが聞こえた。露露は椅い子すに腰をかけたまま、すっと背筋を伸ばす。

　──気弱になるな、あたし！

　心の中でおのれを叱しつ咤たすると、秦に、蔡昭儀綺珊、程脩容静せいの入室の許可をあたえた。これから露露の私室で、お茶会を執り行うのだ。




　蔡昭儀とその侍女である月艶のふたりの出自を探ってみようと考えたものの、露露はいまいち自分がどうすべきなのかわかっていなかった。

　そこで、天敵は天敵だが、秀女としてははるかに頼りになる炎えん貴き妃ひこと姜きよう尼にと、賢けん媛えん麗れい妃ひこと趙ちよう尼にの住む寡か婦ふ院いんを訪れ相談してみたところ、ふたりから得たのは、王后主催の茶会を催もよおせ、とのことだった。

　姜尼はいった。

（蔡昭儀も程脩容も、王后であるそなたには逆らえぬ。そなたが茶菓子でもいただこうとひとこと告げれば、むこうは六嬪。なにをおいてもやってこよう）

　正妃も三妃六嬪も秀女と呼ばれる王の妃に変わりないが、正妃と六嬪のあいだには位階だけではなく事実上のおおきな隔へだたりが存在する。これは後宮内外に、露露がそれだけ志龍にとっては特別な存在であると知らしめるためにあえて作られた差であったが、それを利用しない手はない、と。

　趙尼はそれを補う。

（すぐに真相を確かめようとしてはなりませんよ。お若い方は結果を焦あせりがちですからね。何度も何度もお話しをする機会を作って、ゆっくりと打ち解けていかなくては）

　──何度も何度も話をする機会を作る、か……。

　そういえば、虎嬌と志龍とは、そうやってどんどん仲良くなっていった。ふたりとも肝かん心じんなこと──虎嬌は星辰であること、志龍は王子であったこと──は最後まで教えてくれなかったが、あのときにはぐくんだ絆きずなは、いま確かに露露の背中を押してくれている。

　──よし！

　私室に取って返し、秦に遣いを出させて、すぐさま茶菓子の用意をする。茶はもちろん、露露が香班で学んできた薫かおり高いものだ。

　案にたがわず、急な誘いにもかかわらず、蔡昭儀、程脩容のふたりから折り返し出席するとの返事があり、現在の流れになった。

「露姐姐おねえさまには、ご健勝のほど、お喜び申しあげます」

　さらさらと流れるような絹の音を立てて入室してきたふたりのうら若き女性が、露露の前で伏礼を取る。

　椅子に座ったままそれを迎えた露露は、ふたりが顔をあげる前にちらりと衝立のむこうに目をやり、きっとそこに秦や程脩容の侍女とともに控えているであろう寒月を思う。

　かつて侍女は、秀女として後宮に入った娘が王の子を懐かい妊にんできなかったとき、その代役を務め、子を産むために娘の姉妹や従い姉と妹こが選ばれることが多かった。だが、いまはもっぱら教育係や話し相手としての要素が強く、寒月もまたそのあたりの理由で後宮に舞い戻ったのだろう。

　露露は、目の前で傅くふたりの妾妃に視線を移すと、立ちあがり、席に着くことを許可した。

「ありがとうございます、露姐姐」

　あらためて顔を合わせた蔡昭儀綺珊と程脩容静は、まるで正反対の容貌をしていた。

　蔡昭儀は薄茶色のおおきな瞳をした、愛らしい顔立ちの娘だった。歳は露露よりふたつ下らしく、頰のあたりに幼さが仄ほの見みえる。まだ女らしい丸みを帯びていないほっそりとした四肢を、派手さはないものの上等な拵こしらえの衣服で包んだ姿は、どこか危なっかしさを見るものに感じさせる。

　一方程脩容は、一ひと重え瞼まぶたの細い目が艶つやっぽい、ふっくらとした体つきの少女で、三人の中では最年長の十九歳だという。垢あか抜ぬけない雰囲気とおっとりとした話口調が、露露と蔡昭儀のあいだに置くのにちょうどよかった、とは彼女を選んだ志龍の言葉だ。

　新国王の選秀女において周辺の思おも惑わくが反映されるのは、娘たちを国王の前に並べるまでだといわれている。

　王にはとにもかくにも世継ぎを残してもらわなくてはならないため、貴族や官僚の都合のいい娘ばかりを揃えて、万が一どれも王の興味を引くことなく素通りされてしまっては困るからだという。

　ゆえに、王と姻いん戚せきになりたいものは、家系図をひっくり返して、どんな傍流からでも娘であるならほかのことはさておいて養女にし、陳ちん列れつさせるのだ。

「……」

　それを思うと、露露はほんの少し、複雑な気分になる。

　露露が正妃になったのは、露露が志龍の友人だからであって、好みだったというわけではないはずだ。

　それは蔡昭儀もおなじで、彼女が選ばれたのは、彼女の連れた侍女の正体を露露が探り出したいがためである。

　おまけに、程脩容に関しては、このたびの選秀女では、特に置く必要のない存在だった。ただ露露と蔡昭儀の家柄が、秀女を輩はい出しゆつするのにふさわしいとはいいがたかったので、周辺を黙らせるのに据えただけなのだ。

　つまり、志龍が、表裏なくおのれの好みで選んだ秀女は、ひとりもいないということだ。

　──秀女って、こんな感じでいいのかしら……。

　そう考えながらも、蔡昭儀と程脩容が、交互にお茶会に招かれたことをうれしく思うだの、薫かれた香が素晴らしいだの、露露の身につけた衣服がとても似合っているだの、つらつら述べるのを笑顔で聞き流しながら、露露は、控えの間にいる寒月が気になって仕方がない。

　──どうやって寒月をこの場に呼ぼうかな。

　選秀女のときに、あんなふうにあからさまに無視をしたのだ。まさか露露を目の前にして、二度までも、しらを切り通しはしないだろう。それに、

　──蔡昭儀のことも探らなくちゃいけないわけだし。

　そもそも鼻ではなく頭を使うことや腹芸は苦手なのだ。気をつけていたつもりでも、視線がちらちらと衝立のむこうに行きすぎていたようだ。

「あちらが──侍女が、なにか気になりまして？」

「──っ!?」

　蔡昭儀にそう問われ、飛びあがらんばかりに露露は驚く。

「あ、あの、あた──わたくし、そんなにむこうばかり見て……？」

「ええ。あたくしどもがお話ししても、どこか上うわの空でいらして……」

「ご存知のとおり、わたくしも綺珊姐姐も都からは遠く離れた街で暮らしておりましたゆえ、どうにも洗練された会話というものが苦手で……」

「それで、露姐姐には、退たい屈くつな思いをさせてしまったのでは、と……」

　ふたりが揃って申し訳なさそうに眉をさげるので、露露は慌てていい繕った。

「た、たいしたことではないのです。ただ、あなたの、綺珊妹妹いもうとがお連れになった侍女が、わたくしの昔馴な染じみにそっくりで。それで気になって……」

　まあ、と蔡昭儀が顔を輝かせた。

「それがあたくしたちをお招きくださった真意ですのね！」

「ごめんなさい、気分を害されたでしょう？」

「いいえ、いいえ！　正直におっしゃってくださって、ほっといたしましたわ。ね、静妹妹」

　程脩容が同意とばかりにおっとりと微笑む。

　するとすぐさま蔡昭儀が、露露さえ許可をするなら侍女を呼ぶというので、露露はそれに許可を出した。




「──お許しを得て、御ご前ぜん、失礼いたします」




　少し低い、硬質な声だった。

　しかし露露は、その声を聞く前に──侍女の入室とともにかすかに起こった空気の揺れが伝えた新しいにおいに、即座に理解していた。その侍女は、間違いなく一年半前に日月湖に落ちて行方ゆくえ不明になった寒月である、と。

　衝撃に、息が止まる。体が震える。声をかけたい、寒月とその名を呼びたいのに、露露の体すべてが動くことを拒絶している。

　──寒月！

　声にならない声を胸中で叫ぶ露露に、蔡昭儀綺珊は告げる。

「これはあたくしの遠縁の、魏ぎ月艶と申します」




　──げつ、えん……？




　知らない名前だ。露露は思わず昭儀を見返す。声が転がり落ちた。

「……月艶……？　寒月、ではないの……？」

　露露の眼前で伏礼をしたままの寒月の肩が、ぴくりと震えた。

　その反応こそがまさしく寒月が月艶という偽りの名を名乗っている証拠だと感じて、さらにいい募ろうとしたとき、

「寒月？　いいえ、月艶ですわ、正妃さま」

　不思議そうに、ほんとうにとまどったように蔡昭儀が断言する。

「でも……！」

　──いま肩が揺れたじゃない。

　露露がよほど切せつ羽ぱ詰つまった顔をしていたのだろう。事態が把は握あくできず困惑する程脩容のむこうで、昭儀がついと寒月を見やる。

「……ねえ、月艶。王后陛下は、あなたが昔馴染みにそっくりだとおっしゃるの。顔をあげて──ああ、お許しいただけまして？　ありがとう存じます、姐姐──あなた、陛下を知っていて？」

　いえ。即答だった。

「ご尊そん顔がんを拝はいし奉たてまつりましたのは、本日で二度目にございます」

「二度目？　ああ、選秀女の場でのこと？　確かあのときも陛下はあなたのことを寒月と呼ばれたわね。ほんとうに覚えはなくて？」

「御ぎよ意い」

「──やめて、寒月！」

　表情もなく応える寒月に、露露は思わず声を荒らげた。

「あたしよ、覚えてないの？　約束したじゃない、あたしが二十歳になったら迎えにくる、って！　なんで覚えてな……」

　立ちあがり、卓を回って寒月の許に駆け寄る。その胸元に手を伸ばす──伸ばそうとした瞬間、ぴしゃりと払いのけられた。寒月の、手に。

「──!?」

　弾はじかれた右手を左手でかばったが、痛みは感じなかった。否、感じていたのかもしれない。しかし、手よりも心が感じた痛みのほうが、露露にはつらかった。

　寒月は、その闇やみ色の瞳に嫌けん悪おに近いものを浮かべて、冷え冷えとした声でいう。

「──申し訳ございませぬが、どなたかとお間違えでいらっしゃいませんか？」

「寒、月……？」

「仮にも王后陛下というお立場。国王陛下を裏切るような発言はお慎つつしみになられては？」

「……！」
















　寒月の「裏切り」という言葉の重さに、露露は息を飲む。

　露露は寒月への想いに誠実であろうとするために、正妃となったおのれの言動が他人にどう見られてしまうかを失しつ念ねんしていたのだ。

　寒月は、続く言葉を持たない露露を見切り、怪け訝げんな表情を浮かべるふたりの秀女を促した。

「綺珊お嬢さま、程脩容さま。王后陛下はなにやらお心の調子が優すぐれぬようす。せっかくの歓かん談だんの場でありましたが、ここあたりで、お開きになさいましては？」

　これが宮女の発言であればでしゃばるなと一いつ喝かつされるところだが、侍女は宮女とも秀女とも違う、別格の存在だ。

　寒月の言葉は正しいとばかりに、ふたりは頷き、早々にその場を引きあげた。

「……」

　ひとり部屋に残された露露は、払われた手をかばったまま、ずるずるとその場に頽くずおれた。

「……寒月？」

　十年前も、一年半前も、あんな目で見られたことはなかったのに。

　心が深く傷つきすぎて、秦に促されるまで、露露は呆ぼう然ぜんと座り込んでいた。




（それなら、両方捧ささげよう。おれは、ちいさな頃からきみに恋をしていて、死ぬまできみを愛している）




　──あの約束は、噓うそだったの……？
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　南なん陽よう人は、南陽王国に住んでいるのは南陽人しかいないと思っている。

　国内最多数の民族であるイネ族や他の少数民族など美び景けい島土ど着ちやくの民もたくさんいるのだが、南陽人にいわせると、その少数民族もひっくるめて南陽人と呼ぶのだそうだ。

　しかし、土着の民は、みずからを南陽人とはいわない。

　南陽人とは、帝国から海を渡ってきたものやその子孫をいい、土着の民は、それぞれの民族名が彼らをあらわす名詞だからだ。

　ゆえに、南陽人とは使用する言語が違う民族もいる。文化が異なるものもいる。民族衣装はその土地によってまるで変わり、ともすれば顔立ちや体格すら異国人を思わせる民もいる。

　そしてその隔へだたりは、確実に南陽人と少数民族のあいだに溝を生んでいた。




　綺き珊さんはほくそえむ。

「王おう后こう正せい妃ひになれなかったのは残念だけれど、あたくしを後宮に入れるなんて、南陽人の目って、見たいものしか見ない都合のいい目ですのね」

　綺珊は、どこをどう見ても南陽人の姿をしている。髪の色も瞳の色も、肌の色も。訛なまりのない綺き麗れいな共通語を遣い、宮城で働くものが身につける帝国風の衣装を誰だれよりもうつくしく着こなし、家系図に裏打ちされた血統の正しさを持っていた。

　けれど、月げつ艶えんは教えられている。




　蔡さい綺珊は、長い時間をかけて南陽人に同化してきた、アタヤ族という漂ひよう泊はくの民であることを。




　アタヤ族は、その昔、美景島を支配していた亜児美耶ああるすめいや人を駆く逐ちくするために戦っていた少数民族だ。そして、現王朝の始し祖そである蘇そ衛えい強きようが、亜児美耶人を追い出し帝国から移り住んでからは、彼らを相手に戦っている。

　なぜならば、アタヤ族の先祖の眠る土地の上に、亜児美耶人も蘇王朝も、その居城を築いたからである。

（美景島に最初から住んでいたのはあたくしたち先住の民でしてよ？　それなのに、なぜ、あとから入ってきたものに、我がもの顔で振ふる舞まわれなくてはならないの？）

　綺珊の言葉に、賛同する先住民族は、けして少なくはない。それどころか、南陽人と同化することによって快適な身分を手にいれてきたはずの一部の少数民族さえも、アタヤ族に肩入れをするようになってきていたのだ。

（同化したといっても、よくよく見れば、区別という名の差別があちこちにある。住む場所や就つける仕事、受けられる教育……。俺たちは、この島に住む住民として、差別からも区別からも自由になりたい！）

　そういって。

　アタヤ族と先住民たちの期待を背負って後宮入りを果たした蔡綺珊という少女は、その完璧な家系図や戸籍がほのめかすように、作られた存在だった。

　アタヤ族は、志し龍りゆう誕生の報を受けてから生まれたアタヤの女児を、いくつかの協力者の家で生まれた男児と入れ替え、選せん秀しゆう女じよにむけて育てさせていた。つまり綺珊以外にも彼女とおなじ綻ほころびのない戸籍を持つ娘はまだ何人も控ひかえているのだ。南陽人を先祖の眠る土地より追い出し滅ぼすとの呪のろいを発動させるために。

　そんなふうにして育てられた綺珊は、誰よりも純粋なアタヤ族の娘だった。ゆえに、知ち香こう正妃の、月艶に対しての態度は、このうえもなく楽しいものであったようだ。




「陛下の寵ちよう愛あいの厚い正妃と記憶を失う前のあなたが知り合いだったなんて、すごい偶ぐう然ぜんですわね。董とう姓を名乗っているけれど、もともとは宮女だったというじゃない？　いつあなたと出で逢あっていたのかしら。後宮に入る前？　それともあと？　おまけに、あの調子だと、恋仲だったように見えなくて？　もしそうだとしたら、どうして秀女になったのかしら。もうあなたに心がない、とか？　……そんなわけないわね。あんなに取り乱していたのだし。……ねえ、月艶、あなた、正妃を籠ろう絡らくしてみない？」




　歳とし不相応な凄すごみのある笑みを浮かべて、綺珊が持ちかける。

　月艶は、ちらりと少女へ視線をやると、ふたたび窓の外へ目をむけた。

「断る」

「どうして？」

　月艶の答えは、彼女の予想を裏切るものであったのだろう。笑みは一瞬で引き、きょとんと幼おさない表情が顔を覗のぞかせる。

「いい？　わかってる？　あなたを侍女として連れてきたのは、あなたが星せい辰しんだからよ？　あたくしが南陽人の王に取り入るために邪じや魔まな存在を、あなたは取り除かなくてはならないのよ？」

「いわれずともわかっている」

「ほんとうに？　邪魔な存在を取り除く、この意味、ちゃんと理解していて？」

「殺せ、ということだろう？」

「あら、おりこうだこと。そのぶんなら、あたくしが乗っ取らなくても、働いてもらえそうね」

　綺珊はにっこり笑う。

　月艶は、綺珊がいうように、日にち月げつ湖この畔ほとりで倒れているのを彼女に拾われ救われる以前の記憶がない。それどころか、しゃべることはおろか日常の生活能力のすべてが欠けつ如じよしていた。

　それをアタヤ族である綺珊が体を乗っ取り、文字どおり手取り足取り教授することによって、人間として不都合のない程度に動けるようになったのが、現在の月艶だった。しかし、感情だけはどうしても教えられて身につくものではない。

　だからだろうか。

　表情豊かな綺珊が、それでもけしてあらわにしないある感情がその腹の内に滾たぎっているのを、月艶は肌で感じていた。すなわちそれは、




（あたくしは、タンロウおじさまとは違うわ。王に期待して、のんびり構えてなんていられない。南陽人の国を滅ぼしてだって、聖地を取り戻すのよ）




　怒り、だ。

　純度の高いその怒りに取り込まれないよう、月艶は綺珊の笑顔から視線をそらす。

「命令よ、月艶。知香正妃を籠絡なさい。あちらがあれだけあなたにとらわれているのだから、話は早いでしょ？」

「繰り返すが、断る」

「あら、あたくしにとって邪魔な存在を取り除く約束でしょう？」

「それは殺せという意味だろう。籠絡するとは違う」

「結果として正妃を排はい除じよできるなら、殺すのもあなたが惑まどわすのもおなじよ。知っていて？　あの正妃は、志龍みずからが強く望んで、多くの反対を振り切ってまで擁よう立りつさせた王后なのですって！　それなのに、そこまでして手元に置いておきたかった最愛の女が、すでに別の男に心奪われているなんて、志龍もよくよく不幸だこと！」

　楽しそうな笑声が部屋中に響く。

　両頰に手が添えられ、急に顔を真正面に──綺き珊さんのほうにむけられる。薄茶色の、おおきな瞳がらんらんと輝いている。

「でも、そのおかげで志龍はあたくしに惹ひかれるようになるのよ。あたくしは誰よりも志龍を愛し、誰よりも志龍に誠実に仕える女になるのだから。……だからね、月艶。あなたが気がすすまないというのなら、あたくしが乗っ取って、寒かん月げつとやらを演じてもよくってよ？　そうね、もしそうするのなら、正妃を乗っ取って、寒月の記憶を読んでからのほうが確実かもしれないわね」

（……月艶……？　寒月、ではないの……？）

　突如として、知香正妃の声が蘇よみがえる。

　──あの頼りなげな声。

（あたしよ、覚えてないの？　約束したじゃない、あたしが二は十た歳ちになったら迎えにくる、って！　なんで覚えてな……）

　いまにも泣き出しそうな顔をして駆け寄ってきた彼女の勢いに飲まれ、伸ばされた手をとっさに払いのけた。

　──あのときの、傷ついた顔。

　思い出すと、胸部の奥のほうを締めつけるような痛みが襲おそう。名まえを知らない感情が、月艶の精神を波立てているのがわかる。

　月艶は、あるじにいった。

「……よくそんな非人道的なことができるな」

　月艶の言葉は、綺珊の顔から穏おだやかな仮面を拭ぬぐい去る。

　綺珊は眉まゆを吊つりあげ、眦まなじりを怒らせて、めったにあらわにしないその負の感情をぶつけてくる。

「非人道的？　笑わせる。先にそれを仕掛けてきたのはどっち？　あなた方南陽人でしょう？　アタヤの始祖の眠る土地に城を築き、後宮を起こし、死者の上で子を成しているのよ？　どっちが人にん非ぴ人にんだか！　恥はじを知りなさい、南陽人め!!」

「綺珊、声がおおきい」

　六ろつ嬪ぴんのひとりとして後宮内に部屋をあたえられているが、いつなんどきひとがこの部屋を訪れるかわからない。あれだけの大だい音おん声じようでは、外の回廊を歩くものの耳にも、綺珊がアタヤ族であることは届いてしまいかねない。

　そう思って注意したのだが、怒りに我を忘れている綺珊には伝わらない。

「おまえのような腑ふ抜ぬけの顔など、しばらく見たくない！　知香正妃を籠絡すると決めるまで、あたくしの前には顔を見せるなっ!!」

　ごてごてとした装飾のあるつけ爪づめをつけたまま月艶の顔を平手打ちすると、部屋の奥にある寝室のほうへ、足音高く消えていった。

　その背を見送りながら、月艶はため息をつく。




（寒月！　ねえ、寒月!?）




　考えてみれば、選秀女のとき、ほんの一瞬すれ違っただけの自分を、知香正妃は『寒月』と呼んだ。先頃の茶席でも、月艶のことを『寒月』と繰り返した。

　──『寒月』というのが、わたしの、ほんとうの名まえ、か……？

　どことなく綺珊に似た面おも差ざしを悲しげにゆがめ、おおきな茶色の瞳に涙を浮かべて取り乱した知香正妃。

　綺珊がいうには、普通ひとが記憶を失ったとしても、乗っ取りの能力を持つアタヤ族によって失われた記憶を掘り起こすことは可能なのだそうだ。しかし、月艶の場合、頭部に受けた刀傷のためか、掘り起こせるだけの形になった記憶が残っていなかったのだ。

　だからだろうか。その『寒月』の記憶を持っているらしい知香正妃が気になる。自分を見て、泣いて取り乱した彼女のことを考えると、胸の奥のほうが妙みようにざわつく。

　選秀女のときには景けい北ほく出身だといわれていたが、もともと正妃は日月湖の近くの田舎いなかから二年まえに後宮入りし、そのまま正妃になったと聞いた。

　いったいいつ『寒月』は正妃と出会っていたのだろうか。綺珊のいうように、そして知香正妃がいいかけたように、二十歳になったら迎えに行くと約束するような恋仲だったのだろうか。

「……まさか」

　ふと思いついて、月艶はおのれのふところを探った。そして、ちいさな布で包んだそれを取り出す。布を開くと、かんざしと呼ばれる、女の装身具が姿をあらわした。なにかの花を模もしていたのか、いまでは珊さん瑚ごの欠片かけらが花か弁べんのような形でひとつふたつ残っているばかり。

　──これは、あの女のものなのか……？

　知りたいと思ったが、命の恩人である綺珊を裏切ることはできない。

　月艶は脳のう裏りに残る知香正妃の泣き顔を振り払った。
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　いまごろになって、露ろ露ろは会いたいひとがいた。

　叶かなうことなら、会って、訊きいてみたかった。

　あたしのこの想いは愛ですか？　それとも、あなたを死に追いやった、恋、ですか？　と。







　露露の心と体に異変が起こったのは、寒かん月げつに手を払われたのがきっかけだったのだろう。

　幾日もしないうちに、秦しんや志し龍りゆうが用意した教師陣から刺し繡しゆうや異国の情勢までを学んでいる時間に、ぼーっとすることが多くなった。いくつもため息をつきはじめ、「なにか質問は？」と問うたところで首を振るだけ。

　王おう后こうの仕事として貴族の奥方たちと歓談の場を設もうけていたときには、彼女たちと笑顔で会話をしていたさいちゅうに突然涙が溢あふれ出し、とまどわせることになった。

　また、内宮・後宮内を歩く際、すれ違う官僚や宮女たちが伏ふく礼れいを取るのに、本来ならば全員に対してではないにしても、ひと言ふた言声をかけていくのが王后の振ふる舞まいというものである。

　しかし、露露はそれをしなくなった。

　声をかけるのが億おつ劫くうで、顔見知りだった宮女たちの名まえを思い出すのが面倒で。最終的には、私室から出歩かなくなっていったのだ。

　体の関係こそないもののおなじ寝台で休むことが多い志龍は、夜中にふと目を覚ますと、露露が天てん井じようをむいたまま暗くら闇やみの中で目をあけているのを何度も見かけたという。「眠れないのか」と尋たずねると、最初のうちこそ「うん」と返事をしていたが、いまではそれもなくなっていた。




「心の病やまいさね、三年目」




　まだ王子と呼ばれていた時代に、怠たい惰だな医師、医女に暇ひまをあたえ、かわりに燻くすぶっていた若手の医師たちに働く場所を提供したことから、志龍は現在の医師たちより絶大な信頼を得ている。

　だから志龍がひと言「内ない密みつに王妃を診みよ」と命じれば、彼らはその忠誠心からたとえ拷ごう問もんを受けようと、露露の病状どころか露露を診察したことさえ口にすることはないだろう。

　けれど、噂うわさ話はなにがきっかけで生まれ、どのように広がっていくのかは誰にも予測できない。

　ただでさえいくつかの奇妙な態度を、何人もに見られているのだ。

　懐かい妊にん以外の理由で医師にかかっていることが知られたら、露露を正妃と認めたくない貴族たちから、規則を捻ねじ曲げてでも、正妃を廃はい位いせよとの声はあがるだろう。

　また、寒月そっくりの侍女を連れた、完全すぎる調査書を持つ蔡さい綺珊の目的がわからないいま、つけ込まれる、余計な隙すきを作りたくない。

　それらの事情を考こう慮りよしたうえで、「医女になるには知識が足りず、趣味で終わらせるには知恵が豊富」と皮ひ肉にくられる、露露の宮女時代の上司、尚しよう功こう姱か人じん戴たい怡い静せいが、香の教授を名めい目もくに露露の私室に召しよう喚かんされ、病状を見立てることとなった。

　その結果が、「心の病」、ということだった。

「心の、病……？」

　それがどういう病気なのか、露露にも、そばにいた志龍や虎こ嬌きようにもわからない。首を傾げると、戴姱人は教えてくれた。

「ちょっとばかり、過度に落ち込んでる、って考えりゃいいさね。ここ一年半、三年目の感情は落ちつく暇がなかっただろう？　それでずいぶん心が疲れていたところに、追い討ちをかけるようなつらい出来事があって、心が熱を出したのさね」

「……心が、熱を出した？　どういう意味ですか？」

　戴姱人の比ひ喩ゆ表現が想像しがたかったのか、今度は虎嬌が重ねて問うた。

　虎嬌と戴姱人の面識は、虎嬌の宮女時代に数回あるかないかだったが、戴姱人には尋ねてきた相手が誰でなにものなのかはすぐにわかったらしい。眼鏡めがねの奥の細い目をちらりと虎嬌にむけて、おかっぱ頭をがりがりと搔かく。

「尚しよう食しよくにいたんならわかるだろうけどね。ほんのちょっとだけ傷いたんだ食材があるだろう？　それを調理して食べるとき、健康体ならさしたる影響はないが、ちょっと疲れがたまっていたり病気をしていたりすると、覿てき面めん、戻したりくだしたりしないかい？　それといっしょさね」

「……なるほど」

「熱が出たならさませばよい、か。その心の熱さましの方法はわかっているのか、姱人？」

　姱人は、露露の顔をしばらく眺ながめたあとで頷うなずいた。

「症状がそんなに重いわけじゃないようだしねぇ。死にたくなったり、誰かを傷つけたくなったりはしないだろう？　だったら、体の熱とおんなじさね。栄養のあるものを食べて、空気のいいところで体を動かし、よく眠る。それでもしんどいならしんどいといえばいい。しんどいといえないから病気になるんだぜい。病人は甘やかされてなんぼ、元気になったときに、迷惑かけた相手に詫わびをいれて回りゃあいいのさね。わかったかい？」

　拍ひよう子し抜けするほどあっさりとそういわれ、露露は首を振る──振ろうとして、訴うつたえた。

「でも……、眠れないんです」

　戴姱人が細い目をさらに細めてやわらかく微笑ほほえんだ。すう、と伸ばしてきた手でぺちぺちと、軽く露露の頰ほおを叩たたく。

「三年目は、ワタシが誰だか、忘れてしまったのかい？　尚功香こう班はん姱人・戴怡静だぜい？」

　彼女は立ちあがりざま後ろを振りむき、衝つい立たてのむこうへむかって、

「方ほう傑けつ、おいで」

　と、露露のもうひとりの上司である、王おう美び人じんを呼んだ。

　露露が正せい妃ひになってから顔を合わせるのははじめてだったので、王美人は少し緊張した面おも持もちで、手にした盆ぼんを高々と掲かかげ入室してくる。そして、それを戴姱人に預けると、その場に膝ひざをつき、彼女らしい丁てい寧ねいな伏礼をしてみせた。

「王后さまにはご健けん勝しようのこと、お喜び申しあげ……」

「──堅いことは抜きだ、方傑。ほら、浸しん剤ざいの準備」

「は、はいっ！」

　盆で運んできたのは、香と浸剤の材料となる生しよう薬やく、それにちいさな火ひ鉢ばちと鉄てつ瓶びんだったようだ。

　戴姱人は、小ぶりの炭をひとつ、火鉢から寝台の足元に置かれたまま使われずにいた香炉に移し、その上に微量の香を載せた。

「香は、香草の莢さやを刻んだのと肉にく桂けい、蘇そ合ごう香こうをまぜたものに、粉末状の白びやく檀だんを加えてる。ゆっくりと燃やして、香りを楽しむこと。甘ぁい香りが立つからな、負の感情を押し流してくれるだろうよ」

　ほかの誰でもない上司の言葉に慌あわてて立ちあがった王美人は、姱人がそばの卓たく子しに置いた盆の上で、鉄瓶を火鉢にかけ、湯を沸かしはじめる。

「こちらには、菩ぼ提だい樹じゆの花か弁べんと黄おう苓ごんを同量用意してます。これで浸剤を作ります。浸剤は、細かく砕くだいた材料を温めておいた茶碗に入れ、熱湯を注そそぎ、成分を染み出させて作るというのは覚えてますね？　それができたら、この纈けつ草そう根こんの丁幾チンキ剤を十五滴入れます」

　──纈草根？

　はじめて聞く名前だった。尚功香班に属していた職業病か、最近怠なまけがちだった好こう奇き心しんが疼うずき出す。差し出された丁幾剤の入った小瓶を受け取り、においを確認しようと蓋ふたをあけたら、

「──うっ！」

　想像もしなかった悪臭が鼻び腔こうを侵おかし、露露はたまらず顔をのけぞらせた。むせながら蓋をしめる。

　それが、夫と親友の興味を引いたのだろう。露露の左右から顔を覗かせ残り香を嗅かいだ瞬間、彼らは顔をそむけて軽く咳せき込こんだ。

「な、なんだ、この臭いは！　こんな臭いでは、知ち香こうの気が休まらぬではないか！」

「これ、嗅ぎ覚えがあるんだけど……。姱人、ひょっとして……、」

　虎嬌が考えるだけでも嫌だといわんばかりの顔をして戴姱人に問う。姱人はにんまりとした。

「その、ひょっとしてのひょっとして、さ。三年目、おまえさんはわかったかい？」

　露露もどこかで嗅いだことがある臭いなのはわかったが、急には思い出せない。ちいさく首を振ると、志龍がかわりに答えを請こうた。

「……予よには覚えがない。予も知る臭いか？」

「あー、ちんまいのは知らないかもしれないねぇ。これはね──」

　と戴姱人が披ひ露ろうしたその臭いの名前に、ふたりはいっせいに露露の手の中にある小瓶を見、露露は声のない悲鳴をあげてそれを放り投げた。

「──っっ!?」

「なんてことを！　割れたらどうするんだい!?　たいへんなことになるじゃないか!?」

　床に叩きつけられる寸前にその小瓶を拾いあげた姱人は、眼鏡の奥の細い目をいっぱいに開いて声を荒らげる。

　とはいえ、たいへんなことになると口走る以上彼女も小瓶の中身にいい印象はないのだろう。中身がこぼれていないかと蓋に鼻を寄せて渋じゆう面めんを作ると、それを王美人に手渡し、露露にむかっていった。

「しっかし、あいかわらず想像を絶する臭いだね。……でも、この纈草根は昔からひとに深い眠りをもたらすと高名な生薬でね。慣れるまで鼻をつまんで飲むといい」

「……はい」
















　返事をしながらも、露露はぼんやりと奇き妙みように思った。

　露露のようすがおかしいのは、噂話にでも聞いていたのかもしれない。しかし、姱人のこの用意周到さはどうだろう。まるで、露露が心の病気に罹かかっていて眠れないことまでわかっていたようではないか。

　それは、志龍と虎嬌も同時に抱いた疑問のようだった。王美人が手早く淹いれてくれた浸剤を、鼻をつまんで飲む露露に同情するような目をむけつつ尋ねる。

「……姱人は、知香が眠れないことを知っていたのか？」

「いいや、いま聞いたばかりだぜい」

「それなら、この準備は？　知らなければできないように思われるのですが」

　姱人は露露から顔をそむけ、黙考した。口にするのがためらわれるような理由なのだろうか。

　一同が不安な思いで彼女の答えを待っていると、ややあって、




「親友もね、おなじ病に罹っていたんだよ」




　戴姱人の言葉に、誰かが、はっ、と息を飲む音が聞えた。

　──親友……？　戴姱人の親友って確か……。

（蓮れん順じゆんだ。才さい蓮順……、異国風の、綺き麗れいな名まえだろう？）

　──蓮れん花か正妃！

　志龍の実の母親のことだ。

　後宮内最高権力者でありながら、かつての想いびとの姿を見かけて以降、叶わぬ恋に疲れ果て、自害してしまった前正妃。

　──蓮花正妃さまも、心の病気に……？




　恋と愛とは違う。




　蓮花正妃が残したというその言葉に反発し、露露は彼女のことが許せなかった。

　しかし、はからずもみずからが蓮花正妃とおなじ立場になったいま、はじめてその意味が、その気持ちが理解できた。

　かりそめの夫である志龍のことを愛いとしいとは思う。愛しいから、大切だから、幸せであって欲しいと願う。ゆえに、彼がほかの妾しよう妃ひたちとすごしていても、それで志龍が幸せであるのなら、露露の心は乱れない。

　虎嬌もそうだ。彼女は親友として、誰よりも大事だ。だから傷つけたことも、その夢をあきらめさせたことも、申し訳なく思う。彼女が、傷つかず、夢をあきらめずいられた道はなかったものかと、いまなお悩む。彼女が、愛しいからだ。

　でも、寒かん月げつは違う。

　寒月は、恋しい。恋しいから、欲しい。寒月の幸せなどどうでもいい。彼を手に入れて、自分が幸せになりたい。寒月の視線の先にいるのは自分でなくては嫌だ。その声を耳元で囁ささやかれるのは自分でなくては嫌だ。その手で髪を撫なでられ、頰に触れられ、その腕で抱きしめられるのは露露でなくては嫌なのだ！

　──ああ……。

　そう考えついたとき、露露は以前、蓮花正妃もいまの自分とおなじ想いを抱えていたことを知らされていたのを思い出した。

（でも、生きてまた逢えると思っていなかった幼おさな馴な染じみをひと目見た瞬間、涙があふれて止まらなかった。目を合わせたかった、声が聞きたかった、その手に触れたかった、抱かれたかった。なぜ、彼の求婚を受け入れなかったのだろう、なぜいま彼のそばに自分はいないのだろうと思ったら、手に、短刀を握っていたと、死のうとしていたのだと、わたくしに泣いてすがりました）

　──ああ、蓮花正妃さま……。あなたはこんなわがままな苦しみに疲れてしまわれたんですね。

「ワタシは一度手て酷ひどい過あやまちを犯おかしてしまったからね、もう二度とそれを繰り返すつもりはない。三年目のようすは噂で聞いていたから、召喚されたとき、なんとなくこの香と浸剤がいるような気がしていたんだよ」

　後宮内で罪を犯し、宮刑をあたえられた宮女たちが眠る、石を積みあげただけの粗そ末まつな墓が窮きゆう屈くつそうに並ぶ墓地の一画で浮かべた、泣き出しそうな顔をして戴姱人がいう。

「よかったね、三年──知香正妃さま。その苦しみを、ちゃんと理解してくれる友だちが、あなたにはいらした」

　彼女は、そのままその場にゆっくりと跪ひざまずき、伏礼を取る。

「尚功香班姱人として、王后陛下に伏してお願い申しあげまする。なにとぞ、お心のままにおすごしくださいませ！　国王陛下に伏してお願い申しあげまする。王后陛下がお心のままにお動きになられた際には、どうぞそのお手をお離しくださいますよう！」

「わかった」

　志龍が、ためらいなく即答した。

　思わず見返した少年王の顔に表情はなく、いまは緑色に見える瞳も、その感情を隠している。

　どれほどの思いを抑え込んで戴姱人の言葉を受け入れたのか露露には想像だにできなかったけれど、大事なひとを失ったことがあるもの同士、通じるところがあったようだ。

　戴姱人が顔をあげて、ほっとしたように微笑んだ。
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　王后正妃は、国王の唯ゆい一いつの妻である。

　要するに、ほかの秀しゆう女じよたちが、妾妃という王の女である一方で後宮に勤める宮女たちとおなじ女官でしかないのとは異なり、王になんらかのことがあればその代役を務められるただひとりの存在なのだ。

　ゆえに、とにかく勉強することが多い。ひとと会うことが多い。仕事が多い。

「……あたし、正妃の仕事って、ほかの妃きさきたちとおしゃべりすることだけだと思ってた。こんなにすることがあるってわかってたら、絶対正妃になんかならなかったのに」

　時は初夏。この頃後宮は、一年でいちばん忙しい時期を迎える。さまざまな事情や希望を胸に抱き、島中から年頃の少女たちが群むれをなしてやってくるからだ。

　──早いものね……。

　いつの間にか、選宮女の季節になっていたのだ。

　つまりいま彼女の目の前にある紙の束たばは、そのすべてが、今年入宮した宮女たちの推すい薦せん文であり、調査書であり、自己申しん告こく票であった。

　後宮人事は尚宮と内ない侍じ省しようのものが担当するが、最終的な決定権は王后正妃が持つことになっている。ゆえに露露はこのすべてに目をとおし、採用・不採用を決めていかなければならないのだ。

　──これを十三歳のときからやっていたなんて、素直に尊敬するわ、寒月……。

　露露は、机に積みあげられた山のような書類を見て、遠慮なく、本日何度目かのため息をついた。

　露露が心の病気だとわかって以来ため息をつくと、侍女の秦が過か剰じような心配をしてくるのだが、彼女は今日は控ひかえの間でおとなしくしている。なぜなら、

「予は、かりそめの王后のそなたに、そこまで望んではいないのだがな」

　そういって苦笑する露露の夫たる国王陛下と、

「とはいえ、かりそめの話はうちうちのこと。無学のままでいて、面談を申し込んでくる貴族の奥方たちの前で、無ぶ様ざまな真ま似ねはできますまい？」

「だから、おれの妻になっておけばよかったんだよ、露露。陛下、いまからでも、おれに下か賜しされませんか？」

「あきらめが悪いな、嬌は。露露さんは最初から陛下が本命だったっていっただろーが」

　すべてを把は握あくしている董とう三兄弟が居座っているからだ。

　彼らは、蔡さい昭しよう儀ぎ綺き珊さんの連れた侍女が露露の恋人である楊よう寒月にそっくりだと知っている。

　おまけに、その侍女の正体を探ろうと催もよおした茶会で、露露が侍女自身に厳しい言葉を投げつけられたことも、秦より聞かされていたようなのだ。

　そして、それがきっかけで、露露の心が熱を出したことも、うすうす気がついていたらしい。

　戴姱人に「できる限り目を離さないように」と忠告を受けたこともあって、彼らは、一日に最低一回は顔を覗のぞかせる。そのとき露露の病状がよければ今日のように長居することもあるし、悪ければようすだけを見て帰ることがある。

　なぜそこまでしてくれるのか、露露には理由がわからなかった。病気の人間を放ってはおけない性た質ちなのだろうが、それにしても露露は偽いつわりの正妃でしかなく、心を配ってくれたところで、なんの益もないのに。

　いまでこそ香や浸剤でだいぶん落ちつきを取り戻したが、そうなるまで、露露は、自分の感情を制御することができなかった。

　なにしろ、気分の落ち込みは、唐突に、急激にやってくるのだ。

　それゆえに、ままならない感情の起き伏ふくに苛いら立だち、自じ傷しよう行為に走ったり、誰かを傷つけたい衝しよう動どうに駆られたり、ひとの心を気遣えなくなり、大切なひとたちを罵ののしることもたびたびだった。

（なんであたしなんかをかまうの。放っておけばいいじゃない。あたしはアタヤ族なのよ？　南なん陽よう人を滅ぼす、忌いまわしきアタヤ族なのよ？　……お願いだから、かまわないでよ放っておいてよ無視してよ声かけないでよ殺してよ！　もう生きていたくない!!）

　泣きわめくようにして勢いのまま投げつけた暴ぼう言げんに、志龍はいった。

（妻であるそなたをかまうのは、夫である予の務めだ。気にするな）

　虎こ勢せいと虎こ振しんはいった。

（妹暦が短いから知らないだろうが、昔から、妹の嫌がることをするのが兄なんだ。残念だったな）

　虎嬌はいった。

（きみが疲れているときぐらい、そばにいさせてくれないか？）

　露露の負担にならないように、わざとそっけなく、茶ちや化かして、懇こん願がんする彼らの言葉に、どれだけ救われたことだろう。彼らは言葉どおり、務めを果たし、兄の役目を堪たん能のうし、そばにいてくれたのだ。

　けれどそれは、香などの効果が出、露露が自身の感情の揺れを把は握あくしはじめたときに、よりいっそうの後悔を覚えさせた。なぜ、あんなことを口にしたのだろう。なぜ、傷つけることに暗い悦びを見出していたのだろう、と。だから──、

（心配かけて、ごめんね）

　症状が落ちついてきた頃に、露露は、噓うそをついたのだ。




（蔡昭儀の侍女、寒月にそっくりだったけど、別人だったみたい！　すごいよね、星辰でもないのに、あんなに綺麗なんだって）




　なにが、寒月をあんなふうに変えてしまったのかわからない。

　もし仮に、露露が寒月を待たずに志龍と結婚したことを怒っているのだとしたら、以前の寒月であれば、笛ふえを吹いて露露を呼び出し、直接その不満を口にしたことだろう。

　でも、寒月はそうしなかった。それどころか、露露を知らない人間を見るように扱った。

　──知らない人間を、見るように……？

　自分の考えにぞっとする。

　──ほんとうに、寒月にとって、あたしは知らない人間になった……？

「──！　露露!!」

　虎嬌が突然露露を呼んだ。

　その声に我に返った露露が目をしばたたいた瞬間、ぱたぱたとなにかが衣服の袖そで口ぐちを叩いた。見れば、薄紫の布が二箇所ばかり濃こい紫に変色していた。しかも、

「あ」

　袖口を打つ音は続けざまに鳴り、濃い紫の染みは徐々におおきくなっていく。

「……──秦！　きてくれ！　知香がまた……」

　志龍が控えの間へ声を放つ。それに反応した秦が露露の許もとに駆け寄ってくるまで、露露の涙は、とどまることを知らないかのように袖口を濡ぬらし続ける。

　露露の心の病は、けして癒いえたわけではなかったのだ。

　むしろ、志龍や虎嬌たちを心配させまいとする気持ちからついた噓が、よりいっそう症状を悪化させていた。

　色を変えていく袖口を呆ぼう然ぜんと眺ながめる露露の肩を、虎嬌が摑つかみ、揺さぶる。

「正直にいいなよ、露露。蔡昭儀の侍女、あれは寒月どのだったんだろう？」

「……」

「どうして隠す？　どうして正直にいわない！　おれは──おれたちは、そんなにきみに対して無力なのか!?」

「……」

　虎嬌の、少し涙の滲にじんだ声が、どこか遠くのほうで聞こえる。志龍もなにかいっていたようだが、露露には聞き取れなかった。

　だから露露は、心の中で、寒月に問いかけた。

　──寒月があたしのことを忘れてしまった世界で、あたし、どうやって生きていけばいいの……？




　翌日の朝、志龍が露露の容態をうかがいに現れたときだった。

「知香、そなた、宮城の外へ出てみぬか？」

　思考に靄もやがかかったかのような頭にはなかなかその提案の意味がわからず、ただ中空を見つめていると、志龍は寝台に腰をおろし、露露の手を軽く握った。その思いがけない熱さに、露露ははじめて志龍を視界に入れる。

　彼はふたつも年下のはずなのに、ずいぶんおとなびた顔をしていた。

「ここ最近、そなたが出歩いているのは園林や中庭ばかりだと聞いている。毎日宮城の中では息も詰まろう。今日はさいわい天気がよい。おしのびで、外へ行くがいい。どこか行きたい場所はないか？」

　露露は首を振る──振ろうとして、思いつく。一箇所だけ、行ってみたい場所があることに。

「……ち」

「ち？」

「……蓮花正妃さまのお墓に……」

「母上の？　……ああ、そうか、墓地のほうか」

　蓮花正妃の墓は、一年半前に、島を四分割するように横たわる美び景けい山脈の中腹に、前国王の墓と並べて作られていた。そこには歴代の国王・王后が眠る陵りよう墓ぼが築かれていて、建国祭の折などは陵墓全体をぐるりと取り囲む柵さくの一部が開放され、景けい北ほくの民が、こぞって墓参りできるようになっている。

　しかし、蓮花正妃の骨は、そこにはない。郊外の、ちいさな墓地に、後宮で死んだ、ほかに身寄りのない宮女や罪を犯して宮刑を受けた宮女たちとともに、埋められたままなのだ。

　事情を知るものの中から遺骨を移すべきだと話が出たようだが、志龍はそれを拒んだ。そして、ひそかに、彼の母親が想いを寄せていた相手にだけ、ほんとうの墓を知らせたのだという。

　陵墓に骨を移しておけば、志龍は堂々と母親の墓参りができたはずだ。しかし、そうするよりも、母の想いびとが参りやすい墓地に置いておくほうが、母も喜ぶだろうからそのままにしておいたのだと、彼は空から元気に笑ってみせた。

　つまりそれは自分自身は空っぽの墓に伏礼を取るということなのだが、彼は、蘇志龍という新しい王は、おのれのことよりも他者の幸せを願ってしまう、損な性分なのだ。

　損だが、ひとの痛みがわかる王はいう。

「すぐに、高こう尼にへ報しらせをやろう。あれも母上の友のひとりであった。そなたのよい話し相手になるだろう」

　高尼とは、露露が宮女として後宮入りをした当時、尚しよう宮きゆうの姱人であった女である。彼女と蓮花正妃、戴姱人の三人は宮女時代、『カタブツの尚宮、見栄っ張りの尚しよう儀ぎ、変人の尚功』というふたつ名をほかの宮女たちよりあたえられた、仲のよい三人組だったのだ。

　すぐさま露露の外出の準備は整えられた。

　気晴らしをかねての墓参りであるからと、輿こしも大おお仰ぎような供回りも用意しなかった。露露は十七歳の少女らしい出で立ちに姿をあらため、護衛兼話し相手に虎嬌と虎振を借り受けて、後宮の通用門より宮城の外に出た。

　宮女時代は、買いものだ尚功揃そろっての小旅行だとなにかと外出することがあったけれど、正妃になってから壁の外に出るのははじめてだ。懐なつかしさを覚えてあたりを見回す。

　炎えん貴き妃ひの手のものに命を狙ねらわれた裏路地。寒月に服を買ってもらった店。彼の監禁された場所を探して虎嬌と走り抜けた大路。そこで結婚の約束として手渡された血ち赤あかの珊さん瑚ごのかんざし……。

　露露の記憶のとおりすべてはそこにあるのに、まるで露露の記憶こそが幻まぼろしのようにあやふやだ。

　──変なの。いままでが全部夢だった、っていわれても、納得しそうだわ。

　城中に漂ただよう、雨あがりのぼやけたようなにおいも、風に乗って届く潮のにおいも、屋台から競うように立ちのぼる食欲をそそるようなにおいも、行き交うひとびとの汗の臭いも、堆たい肥ひのような悪臭もすべて、以前の記憶を呼び起こすのに。

「……？」

　ふと露露は立ち止まった。

「どうした？　露露」

　おのれの嗅きゆう覚かくを刺激するにおいの中に、いままで大路を歩いたときには嗅いだことのないものがあったことに気づいたのだ。

　露露は、露露を気遣うように声をかけてきた虎嬌を見あげる。心配そうな光を浮かべる琥こ珀はく色の瞳に、どこかうつろな表情の自分が映っている。

　露露はまるで、虎嬌の目の中の自分に話しかけるように、ゆっくりと口を開く。

「虎嬌……あのね……」

「うん？」

　心の病の熱がさがりきっていないとき、露露は普段のように話すことができない。ゆっくり、ゆっくり、言葉を単語で区切るようにして、声を押し出しているのだ。

　虎嬌は、それを、ここ一カ月ほどのあいだで学んでいた。だから、焦あせらすこともなく、露露が自分自身の意志で言葉を繫げられるよう、歩くのをやめて、穏おだやかに微笑む。

　虎振も、頭とう目もくに倣ならい、少し離れたところで、露露を見守っていた。

「……ううん、……なんでもない……」

　自分が墓地に行きたいといい出したのに、こんな路みちの真ん中で立ち止まって、忙しい彼らの時間を浪費していることが申し訳なく思われて、露露は首を振って、言葉を飲み込んだ。

　それに伝えてそしてどうなる、という思いがまるでなかったわけではない。彼女は星辰ではあっても、アタヤ族、ましてや凌リヨウ犬ケン鼻ビなどではないのだ。街のにおいに違和感を覚えると伝えたところで、判断のしようがない。

　だが、露露は前ぜん科か持ちだった。

　露露の気持ちはどうあれ、口をつぐむことを、昨日の今日で虎嬌が許すはずがなかった。

「ほら、また」

　虎嬌が、あきれたようにため息をついた。少し怒ったような目で、露露の顔を覗き込んでくる。

「そうやって溜ため込もうとするから、昨日みたいなことになるんだろう？」

「……」

「急がないから、話してご覧らん。なにかあった？　誰かいた？」

「……臭いが……」

「臭いが？」

「堆肥の、臭いがしたの……」

「堆肥の臭い？」

　露露の言葉を繰り返した虎嬌は不意にその兄を振り返る。手招きして呼び寄せると、露露の言葉を繰り返した。

「露露が、いま、堆肥の臭いがしたというんだけど、虎振も臭った？」

　虎振は少し悩むような素振りを見せたあと、否定した。

「いいや。第一、こんな街中に、堆肥なんぞあるわけないだろう」

「だよな。……露露、その臭い、まだこのあたりでする？」

　いわれて、少し鼻をうごめかせる。

　雨あがりの匂い。潮の香り。食べもの──魚の焼ける匂い、肉を炒いためる匂い、柑かん橘きつの香り……。

　鼻び腔こうをくすぐるにおいに、ひとつずつ名まえをつけていく。だが、堆肥らしき臭いは、その中には現れなかった。

「……」

「……わからなかった？」

　露露が少し顔をうつむけ悩むような仕し草ぐさをしたから、虎嬌が首を上下か左右に振るだけでいいような質問をしてくる。

　露露は素直に頷いた。そして、いい添える。

「でも……、さっきは、確かに……」

「露露の嗅覚を疑ったりはしないよ。ひょっとすると、堆肥を買ったかどうかしたひとが、通りすぎたばかりだったのかもしれないね」

「……」

　──違う、そうじゃない。

　なぜか、露露の嗅覚がそう強く訴うつたえる。

　──堆肥の臭いがした。でも、堆肥そのものの臭いじゃなかった。ああ！　おなじような臭いを、つい最近、どこかで嗅いだのに……！

　なんとか思い出そうと記憶を手た繰ぐるが、なかなか『つい最近の事例』に結びつかない。

　あきらめて首を振ると、虎嬌が軽く背中を叩いた。

「いますぐ思い出さなくても不都合はないよ、きっとね。もしまた堆肥の臭いがしたら、すぐに教えておくれ」

「……うん……」

　そうして三人は墓地にむかってふたたび歩きはじめたのだが、このときに悪臭の原因をつきとめられていたとしても、露露たちはもうどうすることもできなかっただろう。

　この時点ですでに、城中も宮城内も、取り返しのつかない事態に陥おちいっていたのだから。





３






「柳りゆう内ない人じん──では、もう、なかったのでしたね。知香正妃さまには、ご健勝のこと、お喜び申しあげます」

　そういって、穏やかに微笑むのは、露露がまだ内人見習いであったときに、ずいぶん迷惑をかけた覚えのある高こう姱人であった。最後に顔を見たのは、彼女が後宮を去る直前であったから、二年以上前のことである。

　ひさしぶりに見る彼女は、『カタブツの尚宮』というあだ名をつけられていたのがまるで噓のように、やわらかい雰ふん囲い気きを帯びた尼僧となっていた。

「こちらこそ、ご無ぶ沙さ汰たをいたしております。お忙しい中お呼びたてしてしまって、申し訳ございません」

　蓮花正妃の眠る墓地を管理する寺で宮女たちの菩ぼ提だいを弔とむらっている高尼は、志龍の連絡を受けて、墓地まで足を運んでくれていたのだ。

　そのことを心苦しく思い素直に詫びると、一瞬、高尼が不思議そうな顔をして、それから微笑んだ。

「わたくしめが存じあげていた方とは、別人のようですね。炎貴妃さま相手に怒ど鳴なりあげていたのが、噓のよう」

「……」

　後宮に入ったばかりで怖いものなどなく、幼い正義を振りかざしていた自分は、ちょっと隠しておきたい苦い過去だ。露露は気まずくなって視線をそらす。

　高尼は露露の態度にくすくすと笑って、そっと手を伸ばし、二の腕に触れてきた。いたわるように、撫でてくれる。

「ずいぶんおつらい思いをされていると怡静からうかがっておりました。苦しかったでしょう？」

　首を横に振りたかった。その言葉を否定したかった。露露は、幼かったとはいえ、彼女と戴姱人の親友の死にざまを否定したのだ。こんなふうに理解され、許されてはいけないと思っている──思っていたのに、我が慢まんが、できなかった。

「……っ」

　ぽろぽろ、ぽろぽろと涙がこぼれる。引き攣つれたような声が、喉のどから漏もれる。

「あたし……、あたしは……！」

　高尼はなにもいわず露露を引き寄せ、なだめるように背を撫ではじめる。彼女の肩に顔をうずめて、露露は泣いた。

　高尼がかつて姱人だったとき、露露は彼女にこう問われたことがある。

（恋が、どれほど罪深いものであるのか、柳内人、あなたにはわかりませんか？）

　と。それに対して露露は怯おびえつつも答えたのだ。高尼だけでなく、炎貴妃に志龍、そして寒月がいる前で。

（……わかりません！　あたしは恋が罪深いなんて、そんなこと、思ったことないです！　あたしにとって、誰かを強く想う気持ちはつらい毎日を耐えるための希望です。罪なんかじゃない！）

　──それがどう？

　寒月を強く想う気持ちこそが、露露をいま追い詰めている。露露につらい日々を招いている。希望どころか、絶望ではないか。

　恋は苦しい。恋はつらい。

「あたしは、恋をしています。……助けてください。教えてください。蓮花正妃さまは、こんな苦しい日々を、どのようにおすごしだったのですか？」

　ようやく泣きやむと、洟はなをすすりながら高尼に預けていた上肢を起こし、彼女に問う。

　高尼は慈じ愛あいに満ちた双そう眸ぼうで露露を見つめ、

「蓮順のお話が少しでもあなたの慰なぐさめや励はげみになるのなら、いくらでもお話しします。さ、蓮順の許へ行きましょう。見み栄えっ張ぱりのあの子のことだから、お墓の下できっと渋しぶい顔をしているでしょうけどね」

　と、露露を促うながして墓地の中へと歩き出した。

　露露の視界の隅すみで、虎嬌がついてこようとしているのが見えたが、虎振に制され、思いとどまったようだった。




（好きだ、露露）




　どんな想いで、彼女はそれを告げたのだろうか。ほんとうに、恋は罪深い。




　景北市民の墓をすぎ、墓地の、もっとも奥まった区画に辿たどりつく。

　露露の記憶では石を積んだだけの粗末で惨みじめなそれだったけれど、現在では、ほかのものと比べても遜そん色しよくない墓が整然と並んでいる。即位前の志龍が、身寄りのないものでも罪を犯したものでも死者は敬意を持って葬ほうむられるべきであると、窮屈な区画のすべてに手を入れさせた結果だった。もちろんそれは建たて前まえで、本音は実母の眠る場所であったから、だが。

　蓮花正妃の月命日にここを訪れる戴姱人がずいぶん喜んでいたのを思い出し、露露はちいさく微笑む。

　蓮順の新しい墓はこれだと高尼に手で示された。

　線香に火をつけ、両手で掲げ持ち、三回お辞じ儀ぎをして墓に供える。そのあと、高尼とともに並んでその場で伏礼を行った。

「蓮順、あなたの義理の娘よ」

　先に立ちあがった高尼がいとおしそうに、その親友に呼びかける。

「もっとも、あなたの息子むすこじゃなくて別の男性に恋をしている愚おろかな子だけれど。……あなたといっしょね」

「……」

「ねえ、蓮順。あなたはあなたを救えなかったけれど、この子は救えるわよね？　どうか、この子にとってよい道を示してあげて頂ちよう戴だい」




　それは、ただの断りのはずだった。

　蓮花正妃が恋に苦しみ、みずから命を絶ったその日々のことを露露に聞かせる旨むねを、墓の下の親友に報告していただけのはずだった。

　おなじような境遇に置かれ、似た苦しみを持つ露露の心が少しでも楽になるよう、その最さい期ごの日々を話す許可を得ただけのはずだった。




　ふいに、白檀の匂いがした。




　──虎嬌？

　と露露が風上に目をむけようとした瞬間、突き刺すような光が視界をかすめた。

「──ッ!?」

　とっさに防衛本能が働く。

　高尼を突き飛ばし、その場に倒れ込んだ露露の頭上高く、その光が弧こを描いた。剣光だ。

「正妃!!」

　高尼が悲鳴をあげる。露露は瞬時に上半身を起こすと、剣影の行方ゆくえを見た。

　すらりとした長身の男が、剣を構え直したところだった。覆ふく面めんをしているので、その顔はわからない。しかし、問答無用で露露に斬きりかかってきた以上、むこうは露露の正体を知っているのだろう。

　──まさか……。

　露露は体中から血の気がいっせいに引くのを感じた。

　露露は、嗅覚以外の五感──聴覚、視覚、味覚、触覚を、さほど信頼していない。いいかえれば、こと嗅覚に関しては、絶大な信頼を置いている、ということだ。

　その絶大な信頼を置く嗅覚が、不安を、不審を、貫つらぬいて告げる。

　刺し客かくからけして視線をそらさないまま、露露はゆっくりと立ちあがる。そして、そばで立ち竦すくむ高尼へいった。

「高尼……、逃げてください」

「ですが」

「蓮花正妃のお話を、聞かせていただく手間が省はぶけたようです」

「──!?」

　それがなにを意味するのか、高尼はすぐに理解してくれた。

「董兄弟を呼んでまいります！」

　と身を翻ひるがえし、墓地の出入り口にむかって走り出す。

　刺客は、それを止めようとはしなかった。

　狙いは純粋に露露ひとりであり、また、虎嬌たちがくる前に、露露を殺す自信があるからだろう。

　そう考えた途端、心に重く淀よどんでいたものがぱっと姿を消した。そして露露は──腹を立てた。

「……なんで……？」

　刺客に問う声が低くなる。

「なんで、あたしを助けてくれたあんたが、あたしを殺しにくるのよ、」

　立ちあがりざまてのひらに握り込んでいた砂を投げつける。それを顔をそむけてやりすごそうとする刺客との間合いを一気に詰める。彼の手に、剣があることなど、まったく気にならなかった。

　片方の手で胸倉を摑む。覆面を剝はぎ取り、力任せに引きおろす。

「──寒月の、ばか!!」




　怒鳴りながら、口づけた。



















「……」

「……」

「……──っ！」

　先に正気に返ったのは刺客──寒月のほうだった。露露の華きや奢しやな体を突き飛ばし、よろけてその場にしりもちをついた露露に剣をむけてくる。とても──そう、とても不思議そうな顔をして。

「……寒、月……？」

　一いち縷るの望みを抱いて、恋人の名を呼ぶ。

　しかし、寒月はすぐさま戦闘人形の顔を取り戻し、露露の期待を打ち砕く。

「私は月艶だ、正妃。寒月ではない」

「寒月の顔してっ！　寒月の匂いをさせてっ！　寒月の声でなにいってるのよ、寒月!?　……ねえ、ほんとうのことを教えてよ。あたしのことがわからないの!?」

「わからない」

　寒月は即答した。手の中の剣が、ふたたび剣けん吞のんな光を纏まとう。

「わかる必要はない。おまえは──綺珊の敵だから」

　剣が振りかざされる。脅おどしではなく、本気で露露を斬るつもりだ。

　露露は後ろに身を引く。寒月に殺されるのはある意味本ほん望もうかもしれない。けれど、それなら、

　──ちゃんと、寒月がいいっ!!

　風が鳴る。恐怖に目を閉じて顔をそむける。襲いくる痛みに歯を食いしばった。が。




「悪いが、一いち日じつの長ちようは、我にある」




　ガッキ！　と耳に痛い音が、きな臭い臭いを連れて、露露に届く。

　──え？

　顔をあげると、露露と寒月が作るわずかな隙すき間まに、別のひと影が入り込んでいた。その人物もやはり剣を掲げ、振りおろされた寒月の剣を防いでいたのだ。

「誰だ？」

　寒月の表情のない声に、かすかなとまどいがある。戦闘人形である星辰の剣を受け止めたことに、少なからず驚きよう愕がくを覚えたらしい。砂が鳴った。後あと退ずさったようだ。

　ひと影は、露露に背をむけたまま、寒月の問いに応じた。

「きみと同属だよ、星辰っ！」

　打って出たのは、人影──虎嬌が一瞬早かった。

「──！」

　とっさに寒月は身を反らして紙かみ一ひと重えで剣けん戟げきをかわすが、戦闘の場において、一瞬の遅れは致命的。寒月が体勢を立て直す間もなく、虎嬌は容赦なく打ち込んでいく。

「不思議なものだな。前は協力して戦ったというのに、今日は敵か？」

　星辰の血が騒ぐのか、それとも董家頭目の血が躍るのか、虎嬌の声には悦よろこびが宿っている。そこへなんとか体勢を立て直した寒月が応戦するも、虎嬌優勢の図は崩れない。崩くずしようがない。

　荒い息の中、寒月が訊く。

「前は……、協力して……？」

　瞬間、刃は金がねが打ち合う音が消えた。突然虎嬌が手を止めたのだ。

「……？」

　訝いぶかしみ目を軽く見開く寒月と、驚いておおきく目を見開いた露露のあいだで、虎嬌はふん、と興味が失せたように鼻を鳴らした。

「なんだ、覚えていないのか。つまらないな、記憶のないもの相手に、本気にはなれない」

　嘲ちよう笑しよう混じりの虎嬌の言葉に、露露は──ものすごくいまさらなことに、はじめて気がついた。

「──寒月、あんた、記憶が……」

　ないの、と露露が尋ねようとしたときだ。

「知香正妃！　虎嬌！」

　墓地の出入り口のほうから、虎振が大声をあげて走ってくるのがわかった。

　このままでは完全に形勢不利だと判断した寒月は、そのまま墓地の奥へと逃げていく。

「──寒月！　待って!!」

「露露！」

　露露は必死に呼び止めようとしたが、虎嬌に阻はばまれる。

「離して、虎嬌！　寒月、記憶がないのよ。記憶がないだけなの!!」

「わかってる！　でも、いまは……」

　虎嬌が言葉を途中で打ち切ったのが奇妙だった。

　寒月が気になって仕方ないけれど、彼女を見やると、彼女は駆けつけた虎振のほうを見ている。

「きみを助けにくる前、宮城から、遣いがきていたんだ」

「え……？」

　露露は視線を虎嬌から虎振に転じた。虎振の顔が、走ってきたにもかかわらず青ざめているのが気にかかる。

「虎振さん、あの、なにか……」

「王后陛下、お気を確かにお聞きください」

　なぜか、街に出たときに嗅いだ悪臭が、鼻の奥に蘇よみがえった。

　虎振はいった。




「──志龍陛下が、お倒れになりました」





４






　──なんで気づかなかったのよ。

　露露は、自分の愚かさに悔くやしくて泣き出しそうだった。

　──陛下！

　大切な弟分だった。自分が守らないと、と思っていた。

　彼が急におとなびて困こん惑わくしたりしたけれど、それでも我わが儘ままで短気で傲ごう慢まんなところはあいかわらずで、優しいところもそのままで。呪のろわれたアタヤ族の露露を友だちと呼び、『いい国』を作ると約束してくれたのに。

　──あたしは、あたしのことばっかりになってて……!!

　よくよく思い返せば、露露は、志龍が倒れることを、かなり以前からわかっていたのだ。結婚式の夜、おなじ寝台で休んだそのときに。

　──あのときにはもう変な臭いがしてたもの！

　尚功香班で長く仕事をしていたせいか、露露はその臭いを堆肥の臭いだと思い込んでいた。だから問いかけようとしていたのだ、「この部屋にくる前に、菜園に立ち寄りましたか？」と。

　──宴うたげを抜けて、湯浴みをしてから部屋にきたのに、なんで菜園に寄った、なんて思ったのよ！　ありえないじゃない!!

　知っている臭いだった。嗅いだことのある臭いだった。生まれ故郷で借金奴ど隷れいとして働いていたときも、後宮に入ってからも、この臭いには何度となく接していたのだから。

　──もうあのときには病気に感染してたんだ！




　志龍の体から臭った堆肥のような悪臭。そして大路を歩いたときに嗅いだ、堆肥に酷こく似じした臭い。

　それが死臭であることを、露露は失念していたのだ。




　宮城に戻ると、遣いが引いてきた馬から飛び降り、内宮に急ぐ。

　待っていた侍女の秦に志龍の眠る部屋まで案内させ、その中に入ろうとした瞬間、

「──お入りになりませんように！」

　内側から大だい喝かつされて、露露は身を竦ませた。

　だが、虎嬌と目を合わせ頷き合うと、いつもは解放されている閉ざされた格こう子し戸どを叩いて、自身の訪れを伝える。

「わたくしです、知香です！　なぜ止めるのですか!?」

　その場で身を揉もむように地じ団だん太だを踏んでいると、部屋の中から若手の医師が、堆肥の臭いにも似た死臭を漂わせて顔を出した。

　──もしかして、このひとも……。

　病への恐れが顔に出たのだろう。医師は青ざめた顔に、微び苦く笑しようを浮かべてみせた。

「陛下のご病気は、疱ほう瘡そうでございます」

「……疱瘡？」

　露露の知らない病名だった。

　医師が疲れを吐はき出すように深い息をついたあと説明しようと口を開いたのを制して、虎嬌が教えてくれた。

「きみはいい、わたしが説明しておく。持ち場に戻りなさい。あのね、露露、疱瘡というのは、高い熱と全身に豆粒ぐらいのおおきさの発ほつ疹しんが出る病気なんだ」

「熱と発疹、って。でも、陛下はずっとお元気そうで……」

「──口止めをされていらっしゃったのよ！　姐姐おねえさまがずっと塞ふさぎこんでいらしたから!!」

「──！」

　甲かん高だかいその声は、部屋の内側から聞こえた。すでに疱瘡に感染していた医師と入れ替わるように、ひとりの宮女が飛び出してきた。否いな、宮女ではない。

「綺珊、妹いも妹うと……！」

　宝石や生花で豪ごう奢しやに飾り立てていた黒髪を宮女のように簡素に纏め、衣服も時代がかった帝国風のものではなく、内人が着るような七分丈の筒袖の上着に色のない腰衣スカートだったが、それは間違いなく志龍の後宮の花のひとり、蔡昭儀であった。

（わかる必要はない。おまえは──綺珊の敵だから）

　化粧気のない彼女の顔を見ると、寒月の言葉が思い出されて胸がずきりと痛む。しかし、いまはそれに刺激されて過度に落ち込んでいる場合ではない。

　──しっかりしろ、あたし！

　スパン！　と両手で頰をひっぱたく。胸の痛みを頰の痛みで消し去って、正妃の顔を取り戻す。

「説明なさい、どういうことですか？」

「陛下はここ二、三日、ずいぶんな高熱を出されていらっしゃったのに、おそばにありながら、そんなことさえお気づきにならなかったのですか!?」

「……二、三日も……？　高熱を？」

　昭儀の言葉に噓偽りがないか、露露は背後に控える虎嬌を振り返る。問いかけると、虎嬌は短い葛かつ藤とうの末、頷いた。

「頭痛もひどく、腰もかなり痛まれるようだったのに、きみを心配させまいと、ずっと気き丈じように振ふる舞まわれていらっしゃったんだ」

　──なんてこと。

　露露は愕がく然ぜんとする。

　いくら心の病で塞ぎ込んでいたとはいえ、志龍とは、毎晩、おなじ寝台で眠っていたのだ。なぜいまのいままで気がつかずにいられたのだろう。

（知香、そなた、宮城の外に出てみぬか？）

　──朝、あたしの手を握った陛下の手、あんなに熱かったのに……！

　守られていたのは露露だった。かばわれていたのも、露露のほうだった。

　──陛下！

「ようやくその熱も引いて、平へい癒ゆなさったのだと胸を撫でおろした瞬間お倒れになり、お顔や頭に、豆粒ほどの発疹が……！」

「なん……!?　綺珊妹妹、それは治るの？　陛下は、無事快癒なさるの!?」

「五分五分だよ、露露」

　虎嬌が、苦しそうに疱瘡の生存確率を述べた。

「──え？」

「あと三、四日後に、ふたたび高熱が出るんだ。そのとき、その発疹が体の内側にもできることがあって、それで呼吸困難になって死ぬものも多い」

「噓……」

「噓なものですか！　ご存知ありませんの、知香正妃！　二年前、景けい南なんが海に沈んだ大地震のあと、島南一帯に疱瘡が流は行やって、ずいぶんひとが亡くなったのよ!?」

　露露は首を振った。そんなこと、知らない。

「蔡昭儀！　それはもう一年も前に終息を迎えたはず。その頃はまだ王后陛下は一いつ介かいの宮女でいらした。そのようなこと、知りようがない」

「知りようがない？　おかしなことをおっしゃいますのね、董頭目。一年も前に終息を迎えたからといって、油断ならないのを、あなた方はご存知でいらっしゃるはずでしょう？」

「……」

　虎嬌が露露をかばおうとしてくれたが、蔡昭儀はそれすら阻はばむ。ぐっと喉を詰まらせた虎嬌に、露露はふたたび目をむける。虎嬌は告白した。

「虎勢の弱視の原因は、疱瘡なんだ。わたしたちは子どもの頃、三人とも疱瘡をやっている。そのとき、わたしと虎振はほぼ同時期に発症したのに、虎勢は一年後に感染したんだ。わたしたちが悪いた戯ずらに取っておいたかさぶたに触ったせいで」

「なんてこと……」

　想像を絶する感染力の強さに、露露はふらりと志龍の私室に足をむけた。そばで励ましたかったからだ。もし露露にうつすことで病状が少しでもやわらぐというのなら、いくらでもうつして欲しかったからだ。なにせ、

　──寒月はもう、あたしのことを忘れてしまってる……、あたしとの約束を完全に忘れてしまってる。

　ゆえに、




（おとなになったら、必ず迎えに来るから。そのときは、ぼくのお嫁さんになってくれる？）




　その約束は、もう無効なのだから。

　だが、露露の行き先を、蔡昭儀が遮さえぎる。両手を広げ、格子戸の奥に通すまいとする。

「綺珊妹妹？」

「知香正妃は疱瘡に罹かかったことがおありですか？」

「……ありません。ですが、」

「あたくしは疱瘡に罹ったことがあります。一度罹れば感染することはありませんから、あたくしが陛下を看病いたします」

　いうなりその右腕の袖を捲まくりあげ、二の腕にかすかに点在する痕あとを見せつける。

「……」

　なにもいえなくなった露露に慇いん懃ぎんな礼をひとつしてみせて、彼女は志龍の許へと帰っていった。

「……露露」

　気遣うような、虎嬌の声がする。露露の心がまた病をこじらせたかと不安になったのだろう。

　しかし、露露は振り返り、親友に薄い笑みを浮かべてみせた。

「だいじょうぶよ、虎嬌」

　墓地で寒月に斬りかかられたとき、憤ふん慨がいして口づけたとき、重く心を包んでいた膜まくのようなものがぱっとはじけたような気がして、なぜか心身がすっと楽になったのだ。

　ずっと我慢し耐えてきたことを、露露にそれを強しいていた寒月に思い切りぶつけられたから、香と浸剤のおかげで軽度に保たれていた心の熱が、一気に冷めてしまったに違いない。

「あたしが陛下に対してなにもできないことがわかった以上、ここにいても仕方がないわよね。ええと、伝染病に対応している省はどこだっけ？」

「露露？」

「朝、宮城を出たときにも、いま思えばずいぶん死臭が強く臭ってたの。疱瘡のかさぶたが一年経っても感染源になるのなら、疱瘡が治ったあと、景南に見切りをつけて景北まで働きにきたひとたちが、知らないあいだにうつしてる可能性があるわよね？　そのひとたちを一刻でも早く見つけ出さなきゃ。それから、内侍省内侍と尚宮姱人を部屋に呼んで。選宮女で後宮に入ったばかりの見習いたちの中にも、必ずいるはずだから」

「見つけ出して、どうするつもりだ？」

「すでに罹ったあとなら、疱瘡患者の看護をさせるの。罹ってないひとが看病をしても、感染を繰り返すだけでしょ？　それに、見つけ出して集めておけば、疱瘡の拡かく散さんを食い止めることができるし、まだ発病していないだけで疱瘡に罹っているひとを隔かく離りできるわ」

　訝しげだった虎嬌の表情が、不ふ謹きん慎しんにもうれしそうなものになる。露露の心の病が癒いえたことに気づいたようだ。

　彼女はすぐに駆け出した。

「わかった、兄貴たちに伝えてくる！」

「いそいで。いそいで、虎嬌。──じゃなきゃ、なにか、恐ろしいことが起こりそうな気がするの」




　しかし、時にはすでに遅く、露露のその不安は、残念ながらもっとも悲ひ惨さんなかたちで的中した。

　露露がアタヤ族の血を引いていると確信しているすべてのものが危き惧ぐしていた噂が囁ささやかれはじめたのだ。

　疱瘡を流行らせたのは、アタヤの仕し業わざ。土地を奪い返さんがために呪いを発動させ、南陽人を殺しだしたのだ、と。
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（……なんで……？）

　問うてくる声が低くなった。どこかうつろだった表情や瞳に、急激に生気が蘇よみがえるさまは、一瞬見み惚とれてしまうほどだった。ゆえに、

（なんで、あたしを助けてくれたあんたが、あたしを殺しにくるのよ、）

　投げつけられた砂を避よけきれなかった。間合いを詰められたのに、反応できなかった。胸倉を摑つかまれ、覆ふく面めんを剝はぎ取られ、力任せに引きおろされ、

（──寒かん月げつの、ばか!!）

　そのやわらかく、甘い口づけを、拒こばむことができなかった。




「……」

　月げつ艶えんは、いまだ自身のそれに残る知ち香こう正せい妃ひの唇くちびるの感触に、とまどいを隠しきれなかった。

　──なぜだ？

　もう何度となく自身に繰り返した答えの出ない問いをまたしても重ねる。

　──なぜ、正妃は、私にあのようなことをした？

　綺き珊さんに救われ、彼女に乗っ取られることで日常に差し支えないほどの言動を得た月艶だったが、その知識の中に、『口づけ』という愛を交わす行為はなかった。

　だからこそ正妃の行動の真意がわからず困こん惑わくしているというのに、あの一瞬、なにか表現しがたい感情が全身を貫つらぬいたのが、ますます月艶に混乱をもたらしているのだ。

　──なんだったのだ、あれは……。

　唐とう突とつな接吻に『驚きよう愕がく』した。そのあと『表現しがたい感情』が訪れ、月艶は思った。




　もう少し、この行為に甘んじていたい、と。




　瞬間、我に返った月艶は、その思いを振り切るように知香正妃の体を突き飛ばし、砂地に倒れ込んだ彼女に刃をむけた。

（……寒、月……？）

　そして、かすかな微び笑しようさえ浮かべて月艶を知らない名で呼ぶ正妃に、内心の動揺を悟さとられないように冷たくいい放った。

（私は月艶だ、正妃。寒月ではない）

　そのひと言に、微笑を浮かべていた正妃の表情が一転する。顔を紅こう潮ちようさせ、目を見開き、怒りをあらわにすることをためらわない。




（寒月の顔してっ！　寒月の匂いをさせてっ！　寒月の声でなにいってるのよ、寒月!?　……ねえ、ほんとうのことを教えてよ。あたしのことがわからないの!?）




　──わかりたい……。

　それが、いまの月艶の本音だった。

（わかる必要はない。おまえは──綺珊の敵だから）

　正妃の存在は、生きつ粋すいのアタヤ族である綺珊の野望を妨さまたげる。あの日、日にち月げつ湖この畔ほとりで綺珊に命を拾われた日から、月艶の命は彼女にある。ゆえに正妃の言葉を拒絶したが、

　──思い出したい……。

『寒月』という誰だれかの記憶のすべてでなくていい。あの生命力にあふれた正妃に関わる部分だけでいい。

『寒月』は、正妃と恋仲だったらしい。

　恋とはなんだ？　恋仲とはどういうことだ？　それは、あの唇を触れ合わせる行為に繫つながるのだろうか？

『寒月』は、彼女が二は十た歳ちになったら迎えに行くと約束したらしい。

　いつ？　どうやって？　どんなふうに？　その約束を交わしたとき、あの正妃はどんな顔をしたのだろう？　あのちいさな愛らしい顔いっぱいに、花開くような笑みを浮かべたのだろうか？

　そして、




（不思議なものだな。前は協力して戦ったというのに、今日は敵か？）




　──彼は、誰だ？

　月艶が知香正妃に斬りかかったとき、神しん速そくで間合いに入り込んできた、不思議な色合いの髪をした、琥こ珀はく色の双そう眸ぼうの武人。

　月艶のことを星せい辰しんと呼び、同属だと声をあげた以上、かの武人もまた星辰なのだろう。

　──彼は、私のことを知っていた。

　協力して戦ったというのだから、彼ともまた、面識があったのだろう。

　知香正妃のそばにあり、『寒月』を知る星辰。

　──彼は、誰だ？




　胸の奥のほうで、熱いものが蛇へびのようにゆっくりととぐろを巻く感覚がある。

　以前、月艶の体を乗っ取った綺珊が、体内で気まぐれに見せてくれた感情のあらわれ方にそっくりだった。

（いいこと、月艶。これはね──）

　月艶は、気がついた。




　──私は、あの男に『嫉しつ妬と』しているのか。




　あたりまえのように正妃のそばにいて、正妃の盾たてとなりうるあの武人をねたましく感じていたのだ。
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　後宮に入ったばかりの頃、続けざまに突っ込まれたのは反省房だった。

　山の斜面を刳くり貫ぬいて作ったそれは、剝むき出しの土の温かさとやわらかい匂いに満ち、適当な湿度の保たれた、慣れれば快適な場所だった。

　──とはいえ、こう何日も突っ込まれちゃね……。

　ため息が口をついて出るが、虎こ勢せいと内ない侍じ省しよう、そして検察と裁判の実務を担当する大だい理り寺じが、露ろ露ろをここに入れざるをえなかった理由もわからないではない。

　志し龍りゆうが病床に伏しているいま、彼に代わって国を動かさなければならないのは王おう后こうである露露だ。王のただひとりの妻であるその位は、たとえ王自身の意向であっても、死以外のなにものも剝はく奪だつすることは許されていない。

　つまり、志龍が万が一死去してしまった場合、次の国王を即位させるまでのあいだ、お飾りとはいえ、実権を握るのは露露しかいないのだ。

　そんな至高の存在を、ほかの罪人同様に牢ろうに入れるのも忍びなく、また、内宮の私室に閉じ込めておくのも危険というなら、後宮の警備を担当する宮きゆう正せいが常にそばにあり、また気心の知れたものがそばに来やすい宮女を入れる反省房に入れるしか、選択肢がなかったというのだ。

　──私室に閉じ込めておくのも危険、か……。

　持ち込んだ粗そ末まつな布を肩にかけて、立てた膝ひざごとちいさくなって我が身を包む──包もうとして、胸のあたりに物理的な痛みを覚えた。

「あ」

　慌あわてて懐ふところから細長い布包みを引っ張り出す。次に再会したときは二度と離れないからと約束して、露露の宝物である血ち赤あかの珊さん瑚ごのかんざしと交換した、寒かん月げつの笛ふえだ。布以外私物を持ち込むことを許されなかったのを、せめてこれだけは、と隠して持ってきていたのだ。

　立ちあがって木戸の小窓から外を覗のぞき、見張りの宮正が露露を注視していないのを確認すると、ふたたび地面に腰をおろし、包みをあけて、笛を取り出した。その繊せん細さいな全ぜん貌ぼうを、外から差し込む夕日にかざす。

「月げつ艶えんじゃなくて、あんたに殺されるなら、本ほん望もうなのよ、寒月」

『惜せき春しゆん』、『寒かん中ちゆう之の梅うめ』、『花祭りの朝』、『夜の声を聞け』、『風伯かぜのかみ』、『暮ぼ雲うん春しゆん樹じゆ』……。

　ちいさい頃はあの花梅の丘で。再会してからは、後宮のちいさな中庭で。露露は、たくさんの曲を、寒月に聴かせてもらった。笛の柔やわらかな音色が好きなのもあるが、笛を吹いている寒月の、一幅の絵のようなさまを独り占めできるのが、なによりもうれしかったからだ。

　──でも、もうこれを吹くことはないんだろうな……。

　そう思うだけで、涙が滲にじんでくる。

　寒月なら、露露が望む限り奏かなでてくれただろう。だが、『月艶』は、きっと笛を吹くことさえ忘れてしまっている。

　それだけではない。

（次逢あうときは、死ぬまでそばにいるからね、寒月）

　寒月が蓮れん花か正せい妃ひの身代わりを務めていた役目を終えて後宮を発つその前夜、眠った彼にこっそりと誓ちかったそれ。もし仮に寒月が記憶を取り戻したとしても、露露のほうに叶かなえられない可能性が出てきた。

　露露にアタヤ族の血が流れていると、なにものかの口から漏れたのだ。




（──もう何年も、景けい北ほくで疱ほう瘡そうが流は行やったことなんてないんだ！　聞けば、王さまのお后きさきのひとりがアタヤ族の血を引いてるっていうじゃねえか！）

（そうなんだよ！　それも、後ろ盾だてになったのはあの董とう家！　しかも、アタヤの娘だとわかって入れさせたのは、王さまご自身だっていうから、もう、あきれてなにもいえやしない！）

（英えい邁まいな方だって聞いていたんだけどねえ……。結局、王さまといっても、ただの視野の狭い我わが儘ままな子どもでしかないんだ。それで自分も疱瘡に罹っちゃってるんだから、お笑い種だよ！）

　厳重な箝かん口こう令れいが敷かれていたはずだった。露露本人や志龍、董兄弟はともかく、内心はどうあれ、事情を知る内侍省のものたちも、この件に関しては慎しん重ちようだったのだ。

　──それなのに、ばれた。




　なぜその隠していた真実が、宮城内より先に城中で蔓まん延えんしはじめたのかわからない。

　だがそれが、家族の看病に疲れていた景けい北ほくの民を、ひどく刺激したのも事実だった。

　彼らは終わらない介護に辟へき易えきしていた。一生懸命看病しても、突然呼吸困難に陥おちいり苦しんで苦しんで死んでしまう家族を看み取とるのに、感覚が麻ま痺ひしていた。発病して二週間をすぎれば快かい癒ゆする、その言葉を信じて看病している途中で自分自身までも感染して、もう疲ひ弊へいしきっていた。

　だから、生いけ贄にえが欲しかった。

　積もりに積もった苦しみの捌はけ口を探していた。苦しみをぶつけて、ぐちゃぐちゃにして、ささくれ立つ感情を鎮めるなにかが欲しかった。

（責められるべきは王さまだ！　けどよ、なによりもまず奴らを排除すべきだろ？　奴ら──アタヤ族が土地を取り返したいためだけに、疱瘡を広めて、俺たちの虐殺をはじめやがったんだからな!!）

　そこで、アタヤ族に目をつけた。

　生きつ粋すいのアタヤ族は幻まぼろしの民、漂ひよう泊はくの民と呼ばれるように、どこかに定住することはまずない。

　だが、流浪の生活に飽あいて南陽人と家庭を持ち、都の片かた隅すみでひっそりと生活しているアタヤ族はいるのだ。何代も何代も前からそのようにして、南陽人に完全に溶け込んでいるものもいるのだ。

　アタヤ族にとっては皮肉なことに、南陽人にとってはさいわいなことに、露露がよかれと思ってはじめた疱瘡患者の隔離は、アタヤの血を引いているものを炙あぶり出すのに、たいへん役に立ってしまった。




　アタヤ族は、疱瘡に罹り病びようしないのだ。




　もともと疱瘡は美び景けい島古来の風土病である。ゆえに、大陸渡りの南陽人や亜児美耶ああるすめいや人には、それに対する耐性がないから罹かかりやすい。

　しかしアタヤ族を含ふくめたイネ族や他の少数民族は、耐性がついているからのひと言で片づけるには奇妙なほど、疱瘡に罹らない。南陽人がこれほどまでに罹患し倒れていく中、ほんの少し少数民族の──特にアタヤ族の血を引いているだけで、発熱すらしないそうなのだ。

　そのため、南陽人のあいだでは、アタヤ族がなにかしらの特効薬を持っているのでは？　と噂されるようになった。

　そうでなければ、いくらあとから渡ってきたとはいえ、もう百五十年もこの島に暮らしてきた南陽人ばかりが罹病する意味がわからないからだ。

　疱瘡の脅きよう威いに脅おびやかされたものは、すでに南陽人に溶け込んで生活するアタヤ族を捜し出し、おもねり、その特効薬を得ようとする。

（ちょっと聞いたんだけどさ、疱瘡の特効薬？　あんたんところ、そんなものがあるんだろう？　あるならわけて欲しいんだがねえ。うちの子さ、もう喉のどに疱瘡ができちゃって……）

（……うちがアタヤの血を引いてるってなんで知って……！　ああ、もう、特効薬があるっていうならさ、アタシもわけてあげたいよ。でもね、もう罹っちまってるんだろう？　それじゃもうだめなんだよ）

（だめって！　だめって、どういうことだい!?　そりゃうちの子に死ねっていってんのかい!?）

（違う、違うよ！　落ちつきなよ！　だからさ、薬はないんだよ、信じてよ!!）

　すでに罹病済みで、今回の騒ぎを高みの見物しているものは、無責任な噂を流しはじめる。

（見たことはないけど、すごい医者がいるっていうのは聞いたことがある。その医者に診てもらうと、ちょっと熱は出るけど、疱瘡に罹らなくなるらしいよ）

（それがよ、その医者ってのが、どうもこれ、アタヤ族らしいんだ。顔にひどい火傷やけどの跡あとがあるらしくてさ。それ、刺いれ青ずみを消した痕あとだって！）

（アタヤ族だろうがイネ族だろうが、その医者ってのが特効薬を持ってるなら、さっさと差し出させろよ！　どうせ金かね儲もうけに使うつもりなんだろうけどよ、この非常時に！）

（いや、それがさ、薬、出したいんだけど、難しいらしいよ？）

（難しい？　なんで？　アタヤ族の血を引いてるだけで、疱瘡に罹ってない奴いっぱいいるじゃん！　そいつらに飲ませる薬があるんなら、少しぐらいわけろって……）

（──血、なんだって！）

（はい？）

（だから、血。アタヤ族の血！　薬じゃないんだよ、血を飲ませてるんだ。だから、オレたち南陽人にはわけられないんだよ！）

（まさか、そんな……）

（あ、でも、あたし聞いたことがある！　怪け我がしたアタヤの子の手当てしたおばちゃん、そのときちょっと血をなめたから、疱瘡にならなかったんだって！）

（そういえば、このあいだぁ、どこかの通りで、刃にん傷じよう沙ざ汰たがあったじゃなぁい？　あれ、斬きられたほうがアタヤだったらしくてぇ、そこにいたみんな、血をわけて持って帰ったみたいよぉ）

　どんなに頭をさげて回っても、薬をわけてくれない元アタヤ族に対し、家族に患者を抱えるものは、逆上して暴力を振るった。子どもや赤子を誘ゆう拐かいし、脅おどし取ろうとまでした。ついには、持っていた包丁でめった刺しにしたものまであらわれた。

　そういった事件が城中で頻発していくうちに、やがて、アタヤ族の血を飲むと疱瘡が治るなどと恐ろしい流説が流れはじめたのだ。

　そしてその噂はなにも城の外で流れていただけではない。宮城内でも、前宮で、内宮で、そして後宮で、まことしやかに囁ささやかれていた……。




「──どうしてくれるのよ!?」




　志龍の見舞いに訪れたものの、彼の高熱はいっこうに引かないからと蔡さい昭しよう儀ぎによって入室を拒こばまれた露露が、仕方なしに引きあげようとしたときだった。

　突然露露の目の前に転がり出てそう叫さけんだ宮女の手には、鈍い光を放つ刃物が握られていたのだ。

「宮正、宮正！　どなたか、早く宮正を呼んでまいれ！」

　侍女の秦しんがそう叫び、露露の取り巻きとしてつき従う宮女たちとともに、職務をまっとうすべく露露の周囲にひと垣がきを築く。

　そのため視界はすぐに塞ふさがれてしまったし、刃物を持った宮女自身も、以前はきっちり編んでいた髪を振り乱し顔を覆おおい隠すようにしていたから、露露は一瞬、それが誰なのかわからなかった。

「……琳りん琳りん……？」

　聞き覚えのある声と、尚しょう功こうの所属を明らかとする黄色い上着。そのふたつから、自分に刃物をむけてきた人物がかつての後輩だと気づいた露露に、宮女──琳琳はいっそう甲かん高だかい声をあげて、けらけら笑う。

　騒ぎを聞きつけてやってきた宮正たちが、足元のおぼつかない琳琳から刃物を奪い、羽は交がい締じめにして捕らえた。

「きさま、王后陛下に、なんてことを……！」

「なんてことを、ですって？　決まってるじゃない、血をもらうのよ！　アタヤ族の血を飲むと疱瘡が治るんでしょう？　いるのよ、ちょうだいよ、黙って斬られなさいよ!!」

「きさま、逮たい捕ほされたいのか!?」

「ああ、上等じゃない！　どうぞご自由にどうせわたしなんてねえ、もう一生ここから出られないんだから！　ここでどんな罪を犯おかしたって、痛くも痒かゆくもないんだから!!」

　ひと垣の隙すき間まからでははっきりとわからなかったが、荒れたようにわめく琳琳の顔が、記憶とどこか違っているように思われた。なにが違うのかと、宮女たちの体を押しのけつつようよう目を凝こらしてみると、ほんの一瞬、それが見えた。

「──っ!?」

「顔中にできたこの疱瘡の痕あとのせいで、今度こそ完全に破談になったわ！　親にも、もう二度と帰ってくるなっていわれたじゃない!!　あんたのせいよっ、どうしてくれるのよぉおっっ!!」

　泣き叫びながら、琳琳はその場にくずおれた。悔くやしげに、地面にこぶしを叩きつけている。

「……琳琳……」

　かける言葉が、見つからなかった。

　その全容を見たわけではない。ほんの一瞬、帳とばりのように顔にかかる髪のあいだから見えただけだ。けれど、それでも息を飲むほどひどいものだったのだ。

　彼女はまだ若い。これからの人生、ずっとその痕とつき合っていかねばならないのだ。いくら五分五分で拾った命とはいえ、女としての人生は終わったと考えても仕方のないことかもしれない。

　呪いの発動を防ぐために、ほんとうなら露露は、後宮に足を踏み入れてはいけなかったのだ。なのに志龍の優しさ甘え、虎こ嬌きようとの絆きずなにすがり、後宮に居残ってしまった。

　そのことが景けい南なんの地震を引き起こし、この疱瘡の流行を生んだとは思いたくなかったが、露露が王后正妃として擁よう立りつされてすぐの騒動だ。元げん凶きようではないとしても、一いち因いんであることは否いなめない。

　ゆえに不満や恨うらみ言をぶつけるだけで少しでも気が晴れるなら、いくらでもそれにつき合おう、いくらでも罵ば詈り雑ぞう言ごんを受け止めよう。

　露露が、そう思って、宮女たちが作る垣根を崩くずすよう合図を送ろうとしたときだった。

「陛下のお休みになっている部屋の前で、賑にぎやかしい。なにごとか」

　冬の肌寒さを思い出させるような表情のない冷ややかな声が、その場を一瞬にして鎮しずめたのは。

　宮女たちから、感かん嘆たんにも似た声があがった。

「魏ぎ大だい姉し！」

　見れば、蔡昭儀の侍女、魏月艶こと寒月が、後宮のほうから歩いてくるところだった。

　寒月は、きらびやかさはないものの品のよい衣服に身を包み、艶つややかな黒髪を清潔に纏まとめただけの侍女らしい姿だったが、その星せい辰しん独特の美貌は隠しようもない。記憶喪失も手伝ってかどことなく人間離れした凄すごみが加わり、彼のうつくしい顔を見慣れた露露ですら、思わず呼吸を忘れるほどであった。

　寒月は、床に座り込んだ琳琳を見、その背後に所在なく立ち尽くす宮正に視線をやり、ひと垣を築く宮女と自身の同僚を眺ながめ、最後に露露に軽く目をむけると声をかけてきた。つい先日、露露が感情に任せて口づけたことなど、まるでなかったかのように。

「おおかた、その尚功内ない人じんが、アタヤ族の血を飲むと疱瘡が治るといった流りゆう言げん蜚ひ語ごに踊らされたかどうかしたのでしょう。災難でしたね、王后陛下」

「かん──……魏大姉、言葉を控ひかえなさい。彼女はそれほど追い詰められているのです」

　むこうは動揺や気まずさのかけらも見せていないのに、問われた露露ばかりがたじろぐのも悔しい。なんとか平常心を取り戻し、かつての後輩を擁よう護ごしようと試みるが、肝かん心じんのその後輩は寒月を見るのがはじめてだったのだろう。その絶世の美貌に驚き、さっきまでのほとばしるような感情のすべてを忘れ、ほうけたように寒月を見あげていた。

　そこへ寒月は、琳琳が手にしていた刃物よりも鋭利な言葉を、琳琳に投げ与える。

「愚ぐにもつかない流言に惑まどわされて……。愚かものが」

「──！」

「アタヤ族の血を引いているとわかって王后陛下を後宮に入れたのは、董家であり、国王陛下です。正妃の後宮入りがこの疱瘡の伝染の原因だというのなら、そうしむけた人間にこそ、刃物をむけるべきでは？」

「あ……、あ……あたし、」

「それに、わかっているでしょうが、陛下がまだ病床から抜け出せないいま、王后陛下はこの国を動かすことができる唯ゆい一いつの存在です。もし彼女の身になにかあってみなさい。罪をかぶるのは、おまえだけではすみませんよ」

　暗に、琳琳の家族だけでなく、彼女が恋している婚約者の家にも害が及ぶ可能性を、寒月は示し唆さする。

　そこでようやく正気を取り戻したのだろう。琳琳は恐怖に怯おびえた顔をして、慌ててその場を逃げ出した。

　それを、露露と寒月に一礼をした宮正たちが追いかけていく。

「……」

　感情の見えない闇やみ色の双そう眸ぼうをそちらにむけた寒月に、露露はとまどいを隠せなかった。

「……かばって、くれたの……？」

　露露の言葉に宮女のひと垣がさあっと左右にわかれた。

　思いがけず真正面から対たい峙じする形になって、一瞬どきっとする露露に、寒月は琳琳へかけた声の冷たさそのままに告げた。

「誤解なさいませんよう。私はただ、綺き珊さんお嬢さまのそばに参りますのに邪じや魔まだったものを追い払っただけのこと。あなたをかばったつもりは毛もう頭とうない」

　でも、理由はどうあれ、かばってくれたのは事実だ。露露は、それがたとえようもなく、うれしかった。




「とりあえず、露さんは、反省房に入ってなさい」

　幼い頃に疱瘡によって視力を奪われた虎勢は、秦と弟妹からの報告を受けて、あっさりとそういった。

　今回のような事件が遅かれ早かれ発生することを、虎勢は予測していたらしい。そのため、内侍省と大理寺の官かん吏りたちと話しあい、早々の内に露露を反省房に入れておくと決めていた、というのだ。

「それなのに、対応が遅れて申し訳ない」

　謝罪する虎こ勢せいに「いいえ」と首を振りながら、露露は気になっていたことを尋たずねた。

「でも箝口令を敷いていたのになぜですか？　それも、噂が立ったのは、城中からだなんて……」

　簡単なことです。虎勢はいった。

「あなたの秘密を知るものにも、城中に家族を持つものが大勢いる。家族が疱瘡に罹って苦しむさまを黙だまって見ていることしかできない自分が悔くやしくて、なにかに責せき任にん転てん嫁かしたくなった、というところでしょう。まあ、犯人捜しはするだけ無駄ですな」

　ゆえに露露は、いまここにいる。

　見張りにつけられている宮正は、二十代前半の素直そうな青年だった。董家の息がかかっているのもあるだろうが、不思議と露露やアタヤ族に偏見を持っていないようで、虎勢を通じて、必要な情報を逐ちく一いち露露に流してくれていた。

「知ち香こう正妃さま、お喜びください。国王陛下は熱がさがられて、あとはかさぶたがすっかり取れるのを待つだけでよいそうですよ」

「知香正妃さま、残念なお知らせです。程てい脩しゆう容ようさまがお亡くなりになりました。呼吸不全だそうです」

「知香正妃さま、よかったですね。景南からきた、すでに疱瘡に罹っていた見習いたち、後宮内で疱瘡に罹った宮女の看病をよくしてくれているようですよ」

「知香正妃さま、信じられません。感染の疑いのある宮女を隔離したのが功こうを奏そうしたのか、後宮内での疱瘡は、縮しゆく小しよう傾けい向こうにあるようですよ」

「知香正妃さま、どうぞ、お気を確かにお持ちください」

　信じられない、信じたくない情報ですら。




「姜きよう尼にさま──炎えん貴き妃ひさまが、お隠れあそばされました」




「──炎貴妃が!?」

　絶対に、なにがあっても死なないような女性だったのに。

「お年がお年でしたから……、看み取とってくださっていた趙ちよう尼にさまがおっしゃるには、あまり苦しまず、逝いかれたとのことです」

「……そう、ですか……」

　確か、もう六十を超えていたはずだ。高熱に次ぐ高熱では、体も保たなかったのだろう。

　宮女でいたときは、炎貴妃の考え方を理解できなかったし、したくはなかった。

　けれど、かりそめとはいえ、志龍の后きさきを務めるようになって、なんとなく、彼女がなぜ寒月を蓮れん花か正妃の身代わりに立て、井せい姱か人じんに自死を頼み、志龍と敵対する存在であった嫩どん緑りよく愛あい妃ひを炙あぶり出すために幾重にも罠を張り巡めぐらせたのか、その意味がわかりかけてきたのに。

　──結局、最さい期ごまでちゃんと話をすることができなかったな……。

　なんだかここ最近、こんな後悔をしてばかりだ。

「寒月」

　笛を握った手ごと、顔に添える。

「死ぬときまでそばにいるって約束したけど、死ぬときはそばにいてね、って変えてもいい？」

　そのときにはきっと、彼がいてもいなくても、気づかずにすむだろう。そのくらいの約束なら、自分勝手に結んでおきたい。

　露露は布を背中から前に回すと、土が剝き出しの壁に寄りかかって、少し、泣いた。





２






　以前、反省房に入れられたときは、一晩ですんだのと、虎嬌と寒月がそれぞれむすびを差し入れてくれたので、食事はまかなえた。

　しかし、今回のように、長期に渡って入っていなければならなかったときはどうなるのかと不安に思っていたら、どうやら手の空いている尚しよう食しよく内人が、届けてくれることになっていたらしい。

　とはいえ、彼女たちのほとんどが、現在疱瘡の被害にあっている南陽人である。宮正に渡すだけ渡してさっさと踵きびすを返すものや、回廊の途中で膳ぜんの中のものをすべて捨てて反省房まで届けないものもいないわけではなかった。

　そして、今日もその手の内人にひっかかり、食事抜きになったのかと、宮正と談笑していたときだった。

　空腹を刺激する香辛料の匂いがしたので、露露は、宮正から、後宮より反省房まで続いている道の奥へ視線を転じた。すると、思いがけない人物が、両手に膳を掲かかげるようにして、こちらに歩いてくるのが目に入った。

　驚きよう愕がくのあまり、声がおおきくなる。

「──綺珊妹妹いもうと!?　なんで？　なんで、あんたが……!?」

　疱瘡に罹った志龍を看病するのはあたくしだと追い払われて以来、ずっと顔を合わせる機会もなくすごしてきた、蔡昭儀綺珊だった。

　露露がかなり初期に内侍省内侍に忠告されたとおり、後宮は互いの仕事の領域を侵おかすことは厳禁である。なので宮女どころか秀しゆう女じよが夕食を運んでくるなんて、もしほかの人間にばれたりなどしたら、蔡昭儀だけでなく、昭儀にこの係を譲った宮女も、ともに罰を受けることになる。

　露露は、露露があげた大声につられて、訝いぶかしげにそちらを見ている宮正に、慌てて告げた。

「……あ、あの子、昭儀──六ろつ嬪ぴんのひとりなの。見逃してくれませんか？」

　六嬪ですか、と驚いていた宮正だったが、すぐに仕方ないですね、とちいさく笑って、膳を受け取るために蔡昭儀にむかって歩き出す。しかし、

「わざわざのお運び、ありがとうございます……」

　と宮正が礼を述べるやいないや、

「え？　こら、待ちなさい！　それはあなたがすることでは……！」

　すぐさまその声が焦あせったような響きを帯びる。

　なにごとかとそちらを見続けていると、蔡昭儀が、宮正の横をすり抜けて露露のいる反省房に歩み寄ってきているのだ。

　──なんですと？

　宮正は昭儀を引きとめようとした。しかし、昭儀が露露と対峙するほうが、若じやつ干かん早かった。

「……」

「……」

　なにか用があるからここまできたのだろうが、黙ってむかい合ったまま、蔡昭儀がいっこうに口を開こうとしなかったので、促うながすつもりで露露から声をかける。

「おひさしぶりね、綺珊妹妹」

　すると、それに誘われたように、彼女はぽつりとつぶやいた。




「……疱瘡って、あんなに怖いものですの……？」




　一瞬、彼女がなにをいったのか、露露には理解できなかった。ただ、夕闇に顔色こそはっきりしなかったけれど、彼女の顔は無表情にも似たどこか怯えたようなそれを浮かべていて、しかも体中が目に見えて震えていた。

「綺珊、妹妹……？」

「お顔や頭にあんなに……。一度引いた熱がまたひどく高くなって……」

　彼女は疱瘡に罹病したことがあるといっていた。二の腕にその痕があるのも、露露は自分自身の目で確認していた。

　おのれが五分五分の確率から生還した病やまいとはいえ、他人が苦しむさまを見るのをここまで怖れるものだろうか。

　蔡昭儀がひどく怖がっているのを奇妙に思いながら、露露はなんとか彼女のつぶやくような言葉に、耳を傾け続ける。

「もう、お喉のどのほうにも、疱瘡ができていらしたの。……それなのに、……声を出されるのもおつらいはずなのに、あたくしにおっしゃるのよ。疱瘡がうつってはいけないから、部屋を出なさい、って」

　──陛下なら、そうおっしゃるだろうな……。

　露露は頷うなずいた。志龍は優しい。為政者の厳しさと同時に、ひとの優しさを持ち合わせた少年だ。

　彼の澄すんだ不思議な色合いの瞳を思い出し、そうね、と昭儀の言葉に同意をしようとした瞬間だった。昭儀が、蔡昭儀綺珊が、突然声を荒らげたのは。




「──南陽人の王など、苦しみ抜けばよいと思ってましたわ！　世よ継つぎを産んでいないいま死なれるのは困るけれど、先祖の地を汚した罰があたってのことなら、死んでも仕方ないとも思ってましたわよっ!!」




　──え？

　露露は、我が耳を疑った。すぐさまそばにぽつねんと立ち尽つくしていた宮正を見た。彼もまた、なにを聞いたのかわからないといった顔で、昭儀を見ている。露露はふたたび目の前の少女を見た。

　──いま、先祖の地を汚した罰、って……。

　ふいに、志龍の言葉が思い出される。

（わからぬ。その可能性もなきにしもあらず、といったところか。……完全すぎるのだ、昭儀の調査書は）

　志龍のことを南陽人の王と呼び、彼の病のことを先祖の地を汚した罰といい切るということはつまり、この蔡昭儀綺珊は。

「……助けて差しあげたいの」

　独り言のようにそういった途端、昭儀の薄茶色の瞳から、大量の涙がこぼれた。

「あたくし、知らなかったのよ。あんなに疱瘡がつらいものだったなんて。あんなに苦しむものだったなんて。志龍は……、陛下は、あんなにお優しくていらっしゃったのに……！」

　──アタヤ族だったんだ……！

　その真実に気づいたとき、露露は、驚く一方で、納得している自分がいることにも気づいていた。

　昭儀の中に流れる同胞の血を、無意識のうちに嗅かぎ取っていたのかもしれない。

　そしてそれ以上に、無防備に泣き出した彼女に、父親似だといわれていた弟の泣き顔を重ねて、かすかな血の繫がりを感じたからかもしれない。

「綺珊妹妹……」

　木戸という邪魔するものさえなければ、そのふわふわとしたやわらかそうな髪を撫なでてやりたかった。弟妹を慰なぐさめていたときのように、その背をぽんぽんと軽く叩たたいてあげたかった。

　彼女の涙は、成長の涙だ。憎しみの対象もまたおのれとおなじ人間だったのだと、病床にある志龍を見てはじめてわかった、苦しみと後悔と懺ざん悔げからきたものだ。

　だから、なおさら、抱きしめてやりたかった。

　けれど彼女は、ひとりで乱暴に涙を拭ぬぐうと、木戸の小窓に、持ってきた露露の食事を押し込みながら、いった。

「タンロウおじさまが、陛下に期待されていたこと、あたくし、ようやくわかった気がするの」

　彼女は、完全な調査書が裏づけるように、アタヤ族の悲願をその背に負って生きてきたのだろう。ゆえに露露ごときの慰めを必要とする、弱い人間ではなかった。

「──陛下は、あたくしが、絶対に死なせませんわ」

　強い意思の感じられるおおきな茶色い瞳が、露露の目をまっすぐに見返し、力強く宣言する。
















　露露は頷いた。そして昭儀のほうからは見えないとわかっていたが、深々と頭をさげた。

「あの子はあたしの大事な弟分なの。だから──、お願いします」

　顔をあげたとき、昭儀は一瞬きょとんとしていたが、

「おまかせください、露姐姐おねえさま！」

　と、すぐに満開の薔ば薇らのように微笑ほほえんだ。

　そこへ、

「あの……、」

　と声をかけられたことで、この場には露露と蔡昭儀以外にもひとがいたことを、ふたりは思い出した。宮正だ。

　──しまった！　このひと、いまの話、聞いてる！

　みずからの失敗に気づき、露露は表情を変えた。

　木戸越しに届く昭儀のにおいが強まり、

「……いまの……？」

　と問う声が、緊張のあまり震えていた。

　宮正は微び苦く笑しようを浮かべて首を振った。

「陛下と蔡昭儀が明らかにされるまで、おれはなにもいいません。なにも聞かなかったことにします」

「……！」

　宮正は南陽人だ。いくらアタヤ族に偏へん見けんがないとはいえ、昨今の宮城内外の騒動を知るものの言葉とは考えられなかった。

　信じられない思いで彼を黙って見つめていると、またしても宮正は衝撃的な発言をした。

「実はおれ、アタヤ族に命を助けてもらったことがあるんです」

「アタヤが!?」

「南陽人を!?」

「どういうこと!?　教えなさい!!」

　それは、今日いちばんの驚きだった。蔡昭儀もおなじだったのだろう。ふたりして素すっ頓とん狂きような声を張りあげ、宮正に思い出話の続きを促うながす。

　宮正は、露露たちの勢いにひるんだように少しばかり身を引いたが、ごほんと咳せき払ばらいをすると、

「ちいさい頃、おれの村の近くで疱瘡が流は行やりかけたことがあったんです。そのとき、籠かごを売りに来ていた旅のアタヤ族が、こうやっておくと疱瘡には罹かからないから、って、村中の人間に、なにかをつけて回ったんです」

　──あれ……。

　彼の言葉に導かれるように、露露の頭の中に、懐なつかしい記憶が蘇よみがえる。

（いいかい、露露、寒月。こうやっておくと、怖い病気に罹らないですむからね）

　露露もまた、幼おさない寒月といっしょに、父親からなにかを腕につけられたことがあったのだ。そのすぐあと、露露も寒月も少しばかり高い熱が出て苦しんだので覚えている。

　──まさか、あれが……。

　アタヤ族を含めた美景島の住人たちが、風土病に罹りにくい原因。疱瘡の予防法！

「なにか、って、なにをつけられたか、覚えてる？」

　もしそれがわかれば、いま城中で苦しんでいる景北の民を救うことができるかもしれない。その思いで尋たずねてみたが、宮正は首を振る。

「すみません、おれはそのとき、ちいさすぎて、なにをつけられたのか、どういう意味があるのかまでは、覚えてないんです」

「そう……。そういえば、」

　昭儀は知っている？　そう露露が問うより先に、宮正がその場に膝ひざをつく。武人らしい跪き礼れいを取ってみせた──アタヤ族の、蔡綺珊にむかって。そして、はっきりといった。

「ありがとうございました！」

　突然礼をいわれ、蔡昭儀はとまどうというよりうろたえるような感じで首を振る。

「……な、なに？　あたくしはなにもしていなくてよ……」

「──ですが、彼らがそうやって知識をわけてくれたから、おれはいま、ここにいるんです。おれの家族も、みな元気でいられるんです。だから、ありがとうございます」

　ふたたび頭をさげられて、蔡昭儀はどういう態度でそれに応じたらよいのかわからなかったのだろう。

「し、ししし知りませんっ！」

　そういって、

　──あ、照れて逃げた。

　定住したアタヤ族ではなく漂泊して生きるアタヤの民には、薬や文具といった、帝国から入ってきた日用品、生活必需品を手にする手段がない。そのため、美景山脈で採れる銀や竹で細工物を作り、時折宮正の話のように、村におりては物々交換あるいは現金収入とすることもあったのだそうだ。

　景北の民は、呪いと疱瘡のために、神経質なまでにアタヤ族を恨んでいるが、都を離れると、そうやってアタヤと共存しているひとびとも、確かに存在しているのだ。

「……」

　駆け去っていく蔡昭儀の背中に、露露は、南陽人とアタヤ族のあいだにゆっくりと、しかし確実に変化していくなにかが生まれる期待と、それに関わることができない寂しさをほんの少し感じて、なかなか目を離せずにいた。

　ややあって、宮正が露露の注意を引くように咳をする。そちらに目線を送ると、優しく促された。

「……せっかく蔡昭儀さまがお持ちくださったんです。食事をなさってください」

　木戸の小窓の前についた台の上に、取り残されたように膳が置いてある。すっかり冷えてしまって、かぐわしいにおいも力をなくしているようだったが、一生でいちばんおいしくほろ苦い食事になると、露露は食べる前からわかった。

　もう一度宮正に視線を送り、

「……ありがとう」

　仲よくしていた後輩に刃物をむけられた。他人からむけられるまなざしが敵意以外のなにものでもなくなっていた。そんな中で聞かされた宮正の言葉は、どれほど励はげみになっただろう。

　露露の心からの感謝の言葉に、宮正はとまどったようなどこか照れくさそうな笑みを浮かべて頷く。

「南陽人だろうがアタヤ族だろうが、腹が減るのはいっしょですしね」

「…………」

　そういうつもりで礼をいったわけではないと笑おうとして露露は、思わず目を見開いた。この歳とし若い朴ぼく訥とつそうな宮正のなにげない言葉が、真理を的確についたものだったからだ。

　──そうなのよ、おなかがすくのはいっしょ。眠たくなるのもいっしょ。病気が苦しいのも、ひとが死ぬのが悲しいのもいっしょ！　……だったら……、

「……まさか、もうひとり、豹ひようがいたとはね」

　突然さめたような声が聞こえて、驚きのあまり、かたちになりそうだった思いつきが宙に弾はじけて消えた。

「──もーっ！　いい考えが浮かんだところだったのにーっ」

　露露は誰、と問うことも惜しむように、抗議の声をあげた。相手を確認する必要もなかった。ずいぶんと聞き馴な染じんだ親友の、虎嬌の声だったから。





３






　いきなり怒鳴られて目を白黒させていた虎嬌が、木戸の小窓越しに露露を見て、苦笑する。

「なんだ。もう二週間近く閉じ込められているからもっと落ち込んでいるかと思ってたのに。元気じゃないか。尚食内人たちが、きみに食事を届けてないという話を耳に挟んでね。差し入れを持ってきたんだけど……、必要なかったかな？」

　そういいながらも小窓のところに、食欲を刺激する匂いを放つ包みをぽんと載せる。優しい豊かな匂いが包みからこぼれている。おむすびだった。

「ありがとう、虎嬌。うれしいな、虎嬌のおむすびって、前にあたしがここに突っ込まれてたとき以来よね？」

　こんなときだというのに、可笑しくて笑ってしまいそうだ。膳とともにおむすびも取りあげて、にわかに豊かになった食事をとろうとしたとき、虎嬌がちいさく「ごめん」と詫わびた。

　露露が虎嬌に謝らなければならないことは山のようにあっても、虎嬌が露露に謝らなければならないことなどなかったはず。そう思って小窓を見ると、いつの間にか満天の星空が広がっていた。

　木戸がかすかに軋きしむ。虎嬌はいまこの戸を背にして座り込んだのだろう。うつむいているのか、星空を眺めているのかはわからない。ただ、露露もちょっとそれに倣って、おむすびを食べているあいだだけ背中を預けることにした。

　木戸越しに、虎嬌の声が聞こえた。

「ごめん。もう、あのときのように、きみをここから出してあげることができない」

　露露は首を振る。

「ううん。こうやっておむすびを作ってきてくれただけでじゅうぶんよ。ありがとう」

「……おれのところにお嫁にきていればよかったのに」

「かもね」

「いまからでも遅くないよ？」

　露露はふたつめのおむすびに手をつけながら、努めて明るい声を出した。

「あたしがアタヤ族だってわかったときから、遅かれ早かれこうなる運命だったのよ。後悔はしてないわ」

　──そうよ、していない。結局は、自分がそれが最良だと思って選んだことだったもの！

　その一方で、虎嬌の声が沈んでいく。悔しそうに、つらそうに。

「……きみは、正妃だ。だから、たとえ王であっても、正妃の位を取りあげることはできない。でも、いま、官僚たちはすべてきみを廃はい位いすべきだ、といっている。後宮で井せい姱人が自害したのも、景南で大地震が起こったのも、この疫えき病びようも、全部アタヤのきみがもたらしたものだから、と」

　ドン、と木戸が揺れた。むこうで虎嬌が感情に任せて叩いたようだ。

　露露は、露露のことで感情をあらわにする親友であり養兄である彼女を、可能ならいますぐ抱きしめたかった。けれど、この薄い木戸が邪魔をする。だからかわりに、ちいさく戸を叩いた。こつん、こつんと、鼓こ動どうとおなじくらいの速さで。

「……うん。そういわれるだろうね。それで、あたしはどうなるの……？」

「大理寺による裁判がある。求刑は……よくて後宮追放、悪くて死刑、かな」

「いつ？」

「一週間後」

　──一週間後。

　具体的に期日をあげられたことで、それがすでに確定されたものなのだとわかる。

　──案外、時間をくれるのね。

　おかげで、南陽人とアタヤ族の軋あつ轢れきを少しでも解消するために動く時間が手に入った。

　虎嬌が、露露の立てる音に合わせて、おなじように木戸を叩きはじめた。最初こそ微妙にずれていた音が、ゆっくりゆっくり、重なっていく。

「……そっか。陛下には悪いことしたな。陛下のお言葉に甘えさせていただいて後宮にいたのに、あたしは陛下のお立場を危うくしてばかりね。香の勉強も中途半端になっちゃったし、正妃になってもなにもできなかった……」

「──露露！」

　音がやんだ。声が高いところから降ってくる。虎嬌が立ちあがったようだった。

　木戸から背中を離して見あげると、小窓のむこうに、影がかぶさっているのがわかる。彼女の心配が、痛いくらいひしひしと伝わってくる。でも、

「志龍陛下はお亡くなりにはならなかった。快復なさったんだ。かさぶたさえ綺麗に取れたなら、すぐにご政務に戻られる。そうすればきみを……」

「──ありがとう、虎嬌。でも、安心して。あたしは、あたしの人生をあきらめたつもりはないし、このまま疱瘡を景北に撒まき散らしただけの、はた迷惑な王后で終わるつもりもないの」

「……露露？」

「南陽人も、アタヤ族も、星辰も、おなかがすくわ。夜になると眠くなるだろうし、ひとの死をつらいと感じる心がある。あたしは、それを知っているの」

　蔡昭儀が、憎しみの対象であった志龍を看病することによって、志龍を、ひいては南陽人を知ったように。

　宮正が、幼い頃に助けてもらった記憶から、けしてアタヤを忌いまわしき存在だと思っていなかったように。

　知らないがゆえに。知りさえすれば。

　──南陽人もアタヤ族もおなじ人間なのだとお互いに理解しあうことは可能なはず！

「……だから、少しでも正妃らしいことをして、陛下の役に立って、後宮を胸を張って出て行こうと思ってる」

「……うん、きみらしいね」

　今日はじめて虎嬌の声に、彼女らしさが戻った。

「ちょうど董家の一族郎ろう党とうは、現在国に目をつけられていてね、仕事もできずに暇ひまにしているんだ。教えてくれないか、なにを考えてる？」

　露露は、膳を床に置いて立ちあがる。小窓越しに、真正面から虎嬌にむき合うと、

「協力してくれる？　きっと、あんたの董家頭とう目もくの力が必要になるの」

　虎嬌──董家頭目・董琥こ珀はくは、不ふ敵てきに微笑んだ。

「聞くだけ野や暮ぼだよ、親友」
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　おおきないびきが聞こえて、見張りに立っていた宮正が寝入ったことを知った。彼は、足音や枝葉がかさかさ揺れる音には非常に敏感だが、露露が小声で歌を歌ったり独り言をつぶやいたりするぶんには、ずいぶん鈍感だということも、ここ数日のうちで確認している。

　体の前からかけていた布を肩から背中にかけ直し、立ちあがると、木戸の小窓からちいさく呼びかけた。

「そこにいるんでしょう、タンロウ？」

　ややあって、天てん井じようのほうから、ちいさな声が返事をした。

「お気づきでいらしたか、正妃」

「うん？　なんとなくね。でも、あたしがここに入れられたときぐらいからずっといたでしょ？」

「……」

「そろそろ声をかけられる頃だと思ってたと思うけど、どう？　いまはまた鼠ねずみなの？　ふたつほど確認しておきたいことがあるんだけど、同胞として、答えてもらえる？」

「フゥフゥ、ホーゥ」としか表現しがたい鳥の鳴き声がして、続けて、

「なんなりと」

　とタンロウはいった。

　──鳩はとか。

　なんとなく四足歩行の生き物しか乗っ取れないと思っていた露露は、一瞬聞き間違いかと首を傾かしげたが、もういちど、今度は露露の言葉を催さい促そくするかのように「フゥフゥ、ホーゥ」と聞こえたので、突っ込まずに話を進めることにした。

「あんた、去年、陛下にアタヤの娘を妃にしろっていってたでしょう？　あれ、あたしのこと？　それとも、蔡昭儀──綺珊のことだった？」

「われわれとしては、どちらでもよかった。アタヤの娘を嫁とつがせ、蘇そ王朝の中にアタヤの血を入れることが重要だったので」

「ということは、綺珊もあたしも、アタヤ族であるということは、そのうち大々的にあんたたちの手によってばらされる予定だったの？」

「フゥフゥ、ホーゥ」

　そのとおりだ、とでもいうつもりだろうか。言葉をケチったタンロウがいるであろう天井を睨にらみつけていたら、

「南陽人は先祖を大事にし、蘇王朝の始し祖そ、蘇衛えい強きようを英雄視しています」

　とタンロウが理由を述べはじめた。

「その信心深さゆえに、行きすぎた過あやまちを犯したりもしますが、百何十年と共存をしてきた相手です。力技で与することも、お互いに融合する方法も、われわれはすでに見み出いだしていました。それに、王朝の寿命は約二百年といいます。蘇王朝は百五十年続き、そろそろそこここにほころびが出てきている。蘇王朝を潰し、ふたたびこの地をアタヤに取り戻すときはいまだという声もなかったわけではありません。ですが、わたしは蘇志龍を見た」

　蓮花正妃に成りすましていた寒月が、偽にせ豹ひよう隠いん党とうを名乗るやからに誘ゆう拐かいされたときと、露露とふたり、嫩緑愛妃に監禁されたときのことだろうか。

「脆ぜい弱じやくで、女装して後宮内を走り回るといった奇行を繰り返し、我わが儘ままで短気で傲ごう慢まんで。正直にいえば、彼の即位はわれわれにとって絶好の機会でした」

　言葉もない。そのとおりだ。

「……でも、」

　露露が反論しようとするのを羽ばたきで制して、タンロウは続ける。

「でも、かの王は、われわれを蛇だ蝎かつのごとく嫌うけれど、拒絶はしなかった。凌リヨウ犬ケン鼻ビ、あなたを、遠ざけることをなさらなかった。王は、ひとの話を聞く耳をお持ちだ。ものを見る目もお持ちだ。ひとに差し伸べる手を持ち、ひとのところまで歩み寄る足を持たれている。そしてそのうえで、自分の言葉を告げる口をお持ちだ。わたしは、そこに賭かけたのです」

「──うん」

「彼の代で、南陽人とアタヤとのあいだに生まれた溝が埋まるとは思いません。ですが、あなたか綺珊が彼の子を産み、その子が王となる頃には、南陽人もアタヤを悪くはいえなくなるでしょう？　なにせ、アタヤは王の血筋ですから」

　タンロウの言葉は少し楽観的だと露露は思った。けれど、訪れを信じられる未来だとも思った。綺珊の変化と、宮正の昔話が、裏づけしてくれたから。

　だからこそ、聞かねばならないことがある。




「ふたつめ。アタヤが、いつか先祖の土地を取り返すと、南陽人に滅びの呪いをかけたのはほんとう？」




　なぜか、鳩ではなく、人間の姿のタンロウが、くすっと笑ったような気がした。見たことはなかったけれど。

「……あなたは、滅びの呪いをかけられるような力をお持ちかな？」

　そして、「フゥフゥ、ホーゥ」と小ばかにしたように鳴かれた。したように、ではなく、したのだろう。むっとして、天井にむかって声をあげた。

「でもあんたは乗っ取りができるでしょう？　普通の人間は、乗っ取りなんてできないじゃない！」

「それでは、逆にお尋ねするが、」

　え、と身構えた露露に、「フゥフゥ、ホーゥ」と一いつ拍ぱく置いて、タンロウは尋ねてきた。

「あなたを死刑にするようにと連日城壁を囲む民衆は、いったい誰が乗っ取ったと？　疱瘡の原因がアタヤ族にあると、暴力を振るうように誰かが乗っ取った？　愚おろかしいことに、アタヤの血を飲めば疱瘡が治ると流言蜚語を流し、殺人事件にまで発展させたのは誰が乗っ取った結果だと？」

「……タンロウ……？」

「滅びの呪いをかける力など、あるわけないでしょう。アタヤは、ほんの少し足が速かったり、鼻がよかったりするだけの、ただびとと変わらないのですから」

「……」

　つまりタンロウは、呪いの言葉を吐はきはしたものの、それ自体にはなにも効力はないといっているのだ。

　そう考えると、井姱人の自殺は、蓮花正妃の死がおおやけになることを炎貴妃がそこまで恐れなければ、なかったのだとわかる。

　景南の大地震もそうだ。もともと地震の起こりやすい土地柄であったのに、異国相手に開いた港だったため、異国かぶれな建物が増え、地震にめっきり弱くなっていただけのこと。海に沈んだともよく耳にするが、実際に露露が見たことがないのだから、ただの比ひ喩ゆ表現という可能性もある。

　疱瘡の蔓延もそうだ。地震の影響でひとびとが弱っていたところに、たまたま誰かが発症中だったのが感染し、一時的に流行してしまっただけといえる。そして、露露たちにも予測がついていたとおり、まだ完全にかさぶたが取れていない状態で、職を求めて景南の住人がいっせいに景北へ押し寄せてきたから、城中でも流行した、ただそれだけのこと。

　それを、普段からアタヤ族に対して後ろ暗い思いを抱いているから、南陽人は勝手に恐慌を起こし、こういう事態を招いた、ということなのだ。

　──それだけのことなんだ。

　と、思わず納得しかけて、露露はふと気づく。それらの説明では納得できかねる不思議が、もうひとつだけあったことを、思い出したのだ。




「……あんたの乗っ取りは？」




　鳩が「フゥフゥ、ホーゥ」とごまかすように鳴く。

「質問は、ふたつだとうかがいましたが？」

「しょうがないじゃない、みっつめを思いついたんだから。ついでなんだし、答えてよ」

　地面に転がっていた石ころを拾って、催促するように天井に投げる。鼠のタンロウを追い詰めたときのようにはうまくいかなかったが、何度も何度も投げつけていると、ばさばさと羽ばたく音が聞こえた。あたらなかったにしろ、かすめるぐらいのことはしたのかもしれない。

　観念したようにタンロウがいった。

「ほんの少し、人身を操あやつる術を、心得ているだけのこと」

「鼠と犬と鳩は？」

「鼠も犬も鳩も」

　彼の答えは噓だと──人智を超えた力を持つものはちゃんと存在するのだと思ったけれど、露露はそれ以上問い詰めるのをやめた。ぶっきらぼうに答えたタンロウの声と、脳裏で思い描く鳩の顔が妙みようにしっくりきて可笑しかったからだ。

　しばらくひとりでくすくす笑って、それからふたたびタンロウに声をかけた。

「あんたのことだからきっと気づいていると思うけど。それに、董家には一週間も前からもう動いてもらっているのだけど。……協力してくれる、タンロウ。あたし、考えたことがあるの」

「？」

「あのね、勘かん、なんだけどね。綺珊って、陛下の看病をしているうちに、ほんとうに陛下のことが好きになったみたいなの。……彼女や、あたしの父親みたいに、南陽人だからってだけでひとくくりにして憎むんじゃなくて、人間として、対等の立場で南陽人を愛するアタヤ族がいる。そこでおおいびきかきながら寝てる宮正のように、疱瘡に罹って命を落とす前にアタヤ族に助けてもらったから、って、アタヤ族に偏へん見けんがない南陽人もいる。それを、例外にしたくないの」

「……」

「だから、この騒動を、ひとまずあたしが治めてみようと思うの。あんたも認めるように、聡そう明めいな陛下のことよ、きっかけさえあれば必ず、アタヤ族との共生の道を築いていってくれると思う。けどね、それより前に、また綺珊が追い出されることになったら嫌じゃない？」

　次代の王に、アタヤの血を引かせようと考えているタンロウが、露露の話に乗ってこないはずがない。

　それは、うまくタンロウの興味を引いたようだった。

　この一週間のあいだに、虎嬌たち董家一門に力を借りて、南陽人側には働きかけてもらっている。

　ここでアタヤ族側にも協力してもらわなければ、意味がないのだ。だから、

「拝はい聴ちようしよう」

　タンロウがそういったとき、露露は満面の笑みを浮かべた。そして、告げる。




「──捜してもらいたいひとがいるの」
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　綺き珊さんははじめ、この疱ほう瘡そうの流行を歓迎していた。

（あなたは知らないでしょうけど、疱瘡のために国ひとつが滅めつ亡ぼうすることなんて、よくあることですのよ。つまり、あたくしたちが異能を使って景けい北ほくを陥かん落らくするまでもなく、疱瘡によって南なん陽よう人は滅び、あたくしたちは先祖の眠る土地を奪だつ還かんすることができますの！）

　アタヤ族のようにずっと昔からこの島に住む土ど着ちやくの民には、風土病である疱瘡の予防法がひそかに伝わっているが、南陽人にはそれらがない。よって、景南で流は行やったときのように、南陽人を主とした侵略者がいっせいに数を減らすだろうと予想していたのだ。

　ゆえに、国王の罹り病びようがわかったとき、彼女は嬉き々きとして見み舞まいに行った。憎にくき南陽人の頂点に立つものが、余よ所そ者ものだからこそ罹かかる病やまいにのたうち苦しむさまを見られるのが、ことのほか楽しみであったようだったのだ。

　だが、その日から綺珊のようすは激変した。

　なにか布を抱えて見舞いから戻ってきたとき、彼女はしばらくのあいだ青ざめた顔で震えていた。

（あんなに、ひどいものだったなんて）

　綺珊は生まれたときからすでに、志し龍りゆうの後宮に入るための教育を施ほどこされてきた。そのおりに疱瘡の予防をもなされていたせいか、いまのいままで疱瘡の患者を見たことがなかったのだろう。

　月げつ艶えんも、定住したアタヤ族の村で、疱瘡を予防するためだといって、疱瘡に罹っているものの膿うみを接種させられたのを覚えている。そのときにちらりと罹患したものの姿を見かけたが、なるほどあれは、初見の人間に恐怖心を抱かせるのか。

　月艶がそう感心していると、その視界の片かた隅すみで、突然綺珊が髪を解ほどき、服を脱ぎはじめた。

（綺珊？）

（着替えるのに手を貸してちょうだい、月艶。宮女の服を借りてきましたの。──だって！　こんな格かつ好こうじゃ、ちゃんと看病できないんですもの！）

　その思いがけない言葉に、月艶は軽く目を見開く。

（南陽人は滅びればよいと思っていたのでは……？）

（──思ってますわよ！　いまだって、これから先だって、ずっとずっと滅びればいいって思ってますわよ!!）

　月艶の言葉を遮さえぎって、綺珊が焦しよう燥そう的てきに叫ぶ。

（南陽人なんて野や蛮ばんで、恥はじ知しらずで、情もない。このまま先祖の地を返さないつもりなら、みんなみんな、死んでしまえって思ってましたわよっ!!）

　どうしても感情をあとづけされてきた月艶には、感情の扱い方がわからない。喜ぶ、楽しむ、悲しむ、怒る。それらの言葉はわかっているが、それがどんな意味を持ち、おのれのどの感情と結びつくものなのかは、いまだにはっきりとは理解していないのだ。

　ゆえに、綺珊の変化が不思議だった。

　憎んでいた志龍が重い病気なのを喜んでいた。しかし、その想像以上の病状に、恐怖を覚えた。だからといって、「死んでしまえ」とまで思っていた相手を看病しなければ、と思うものだろうか。

　──わからない。

　寒月はその思考の変化が理解できなかった。

　──おなじ人間なのは最初からそうだったはず。それが、なぜ、病をえただけで憎しみの対象から憐れん憫びんの対象へと変わる？

　とまどいを隠せないまま月艶は手を貸し、綺珊の衣装を大陸風の豪ごう奢しやなものから宮女の貧ひん相そうな制服へあらためる。長い髪をきっちりと首のうしろで結わえ、涙を拭ぬぐって綺珊はいった。

（この城の中で、疱瘡に罹ることに怯おびえず陛下のそばにいられるのは、いまのところあたくしだけなの。南陽人への復讐は、陛下が完治されたときにあらためて考えることにするわ。それからでも、遅くはないでしょう？）

　その宣言以来、綺珊は、ときどき部屋に着替えに帰るくらいで、ずっと志龍の寝室に詰めるようになった。

　聞くところによると、最初はかたくなに入室を拒こばんでいた志龍だったが、やがて、高熱にうかされたときや眠りからふと目覚めたときなどに目で綺珊を捜し、姿を見るとほっとしたように落ちつくのだそうだ。

（王おう后こう陛下がアタヤ族の疑いを受けて反省房に入れられていらっしゃるいま、蔡さい昭しよう儀ぎさまがあのように陛下のおそばにあってくださること、どれほど陛下のお心の励はげみになりましょう）

（──いま、なんと……？）

　月艶は耳を疑った。そして、すぐさま後宮の北東にある山肌を刳くり貫ぬいて造られた反省房へと走った。

　知ち香こう正せい妃ひは、綺珊の敵だった。そして月艶は、綺珊の敵を排除するために後宮に入った星せい辰しんだった。

　だから、知香正妃に対して恨うらみとか憎しみとかいう感情はなかったが、志龍の寵ちよう愛あいが正妃にのみ注がれている以上、いつかは手にかけなければならない存在だと思っていた。と同時に、




（……寒かん、月げつ……？）




　奇妙なほど月艶の心を揺さぶる存在だった。

　知香正妃は、月艶の失くした過去を知っていた。月艶を寒月と呼び、月艶にむかって、泣きそうな顔をしたり、怒ったりとめまぐるしく表情を変える。

（あたしよ、覚えてないの？　約束したじゃない、あたしが二は十た歳ちになったら迎えにくる、って！　なんで覚えてな……）

（なんで、あたしを助けてくれたあんたが、あたしを殺しにくるのよ、寒月の、ばか!!）

　そして、正妃からの、口づけ。

　──彼女は敵だ。綺珊のために、排除しなければならない存在だ。

　感情のわからない月艶が、自分自身にそういい聞かさなければならないほど、胸の奥のほうに混乱を呼び招く王后正妃。

　捕らわれた彼女が気にかかり、気配を消して、反省房のそばに何度となく寄った。木戸に阻はばまれ、彼女の姿をすべて見ることは叶かなわなかったけれど、それでも。

　木戸に寄りかかった董とう家の頭とう目もくがなにやら楽しそうに話している姿を見て、頭に血がのぼるかのような気がした。

　夜よ更ふけに見知らぬ男が距離を取ったところでじっと木戸を眺ながめている姿に、心の奥がざわついた。

　彼らの姿がなくなったあと、宮きゆう正せいが眠り込んでいるのを確認して、木戸の前に立ったとき。

（……寒月……）

　健すこやかな寝息が聞こえていた。だからそれは月艶がそこにいることを見越して呼んだのではなく、夢の中にいる月艶ではない『寒月』に対して呼びかけた言葉だったのだろう。

　腹の底のほうで、黒い蛇へびがとぐろを巻く。

　月艶は、過去の自分にすら嫉しつ妬とした。泣いたときと怒ったとき以外の正妃の表情を知るであろう、寒月という男に。

　だからせめて、その夢の中でだけでも、彼女に名を呼ばれたのは自分でありたいと、月艶は返事をした。

（──なんだ？）

　房の中の空気が、ふと和なごんだ気がした。

（大好きよ、寒月）

　その瞬間、

（あ……、）

　綺珊はいった。月艶の頭の中をすべて浚さらったと。それでも月艶の過去が判別するものはなにもなかったと。

　しかし、月艶は悟さとった。

　──わたしのなかに、『寒月』はいる。

　綺珊は、涙の出し方を教えてはくれなかった。けれど、月艶は泣いていた。月艶の中の『寒月』が泣いたのだ。
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　翌日、露露は前宮において、罪状を述べられ、求刑を申し渡されることになっていた。

　宮女の刑罰は後宮内で行われることが普通だが、露露は正妃、つまり宮女でも秀女でもない、唯一無む二にの国王の妻であるがゆえに、国民の前で裁さばくべきだとの民衆の声を抑えきることができなかったのだという。

　しかし、それは露露のたくらみにとって、この上もなく、

　──好都合だわ。

　だった。これを成功させるには、限られた人間しかいない狭い場所で裁さばかれてはならなかったからだ。

（見み世せ物ものになりますし、けして楽しいものではありませんよ）

　かの虎勢ですらそう心配するほど、つらいことがあるだろうとは、楽観的な気質の露露にも想像はついた。それに対しての怯おびえが、まったくないといえば、噓になる。だが、露露は教えてもらったのだ。後宮に君くん臨りんするとはどういうことか。




（蓮花正妃の自殺を、あきらかにせぬためよ）




　長年の友に自殺を命じ、姐姐・妹妹と呼び合う仲だった嫩緑愛妃を追い詰めて潰つぶした炎貴妃、そのひとに。

　──志龍の御み世よを守るために、泥どろをかぶることなんてなんともないわ。

　木戸が重々しくあけられて、日中の強い日差しが、薄暗い反省房の中に乱暴に入り込んでくる。

「知香正妃さま」

　露露が反省房に入っているあいだ、ずっとそばに仕え、董兄弟たちとの連絡役まで引き受けてくれていた宮正が、緊張の面おも持もちで声をかけてきた。

「お時間です、参りましょう」

　露露は、ゆっくりと頷いた──頷こうとして、大事なことをひとつ遣り残していたのに、いまさらながらに気がついた。

「そういえば、あなたの名前をまだ聞いてなかったわね。お名前を、訊いてもいい？」

　宮正は一瞬きょとんとした顔をしたが、すぐに照れたように笑う。

「天てん賦ぷです。朴ぼく天賦」

「なんですと？」

　露露はびっくりして目を見開いた。

　しかし天賦は、露露が驚いたほんとうの理由を知るわけがなく、

「そうですよね、驚くほど不ふ釣つり合あいな名前ですよね」

　と恐縮してしまう。そのくせ、露露に訳を話す時間をあたえてはくれなかった。

「でもおれ、生まれたときは別の名前だったんですよ。けど、アタヤ族に命を救われたとき、親父が、そのひとになにもお返しできるものがないからって、そのかわり、ずっとこのことは忘れないからって、名前をもらって、おれにつけたんです」

「……ねえ、」

　露露は、視界がまたたく間にゆがんでいくのがわかった。宮正の朴ぼく訥とつそうな顔を見あげて、なんとか質問を口から押し出す。

「そのひと、右頰に刺いれ青ずみがあった？」

「ありましたよ？　不思議な模様だったので、よく覚えています」

「籠かごを売りにきてたといってたけど、お香は？　お香は売ってはなかった？」

「香……、ですか？　よく覚えて──ああ、はい、ありました！　おれ、ちいさい頃寝つきが悪くて！　アタヤ族から買った香じゃないと、眠れなかったんです！　……って、正妃さま、詳くわしいですね？　知っている方ですか？」

「……父よ。おとーさん」

「えっ!?」

　露露は、この奇跡のような廻り合わせに、涙を抑えることができなかった。

　父はきっと、宮正の村を救ったあとで母と出逢い、流れものの暮らしから足を洗ったのだろう。それから露露が生まれ、露露は寒月に恋をして後宮にやってきて、この場所で、この間合いで、天賦から話を聞いた。

　──なんてこと。

　これではまるで、露露の体に流れるアタヤの血が、今日という日を待ち望んでいたかのようではないか！

　正直にいえば不安だった。

　虎嬌たちに働きかけてもらっている南陽人たちが動いてくれなければ、露露は死ぬことになるだろうし、結局誰もなにも救えないまま終わってしまう。

　タンロウに捜してもらっているかの人物が動いてくれなければ、それもまたおなじ結果しか導みちびきえない。

　──けど……。

　いま、露露の目の前には、南陽人とアタヤ族の未来の姿がちゃんと存在するのだ。

　──だいじょうぶ、必ずうまくいく！

　手で涙を拭うと、露露は幸さい先さきのいい話を聞かせてくれた、父の名を受け継ぐ青年に感謝した。

「いままでありがとう、天賦。ほんとうに、ありがとう」

　朴天賦は、首を振った。素直そうな顔に険けわしい表情を浮かべて、忠告してくる。

「礼をいってくださるのは光栄ですが、まだ少し、気が早いですよ」

「そう、ね」

　露露も、気を引き締めつつ、頷いた。事実、反省房から出され、前宮に引っ立てられている途中にそれは起こったのだから。

「呪われたアタヤめ！　よくものうのうと正妃の座に座ってなんていられたわね！」

「おまえが発動した呪いのおかげで、親が死んだわ、兄弟が死んだわ！　おかげであたしはひとりぼっちよ。どう責任を取ってくれるのよ!?」

「返して！　あたしの顔を返して！　どうしてなにもしていないあたしがこんな目にあわなきゃいけないの？　アタヤ族こそ、ふた目と見られない顔になればいいじゃない!!」

「借金奴ど隷れいで、アタヤ族ですって！　そんな人間に王后さま、正妃さまなんていって仕えてただなんて、おぞましいわ!!」

　予想はしていたが、何十、何百の口から罵詈雑言が投げつけられるのはさすがに悔しかった。それに加え、唾つばを吐きかけられたり、石を投げつけられたりもして、露露はほんとうにこの騒動を──怒りを、憎しみを、治めることができるのかと不安になる。

　露露を連行する宮正たちがそれを鎮しずめようと声を荒らげるが、彼らもまたアタヤ族に対して偏見を持つのだろう。建たて前まえ上声だけはあげるが、率そつ先せんして露露をかばおうとはしない。ただ天賦だけが、歯を食いしばって、露露の盾たてになり続けた。希望であり続けてくれた。

「……ごめんなさい、天賦」

　小声で謝罪すると、彼は切れた額ひたいから血を流しながら、かすかに笑う。

「お気になさらず。虎勢さんにこき使われることを思えば、ずいぶんましですんで」

　彼のおかげで、露露はたいした痛いた手でを負うことなく、その場に辿たどりついた。

　宮正たちの手から、露露の身柄は、大理寺の吏へと移される。

「参りますよ」

　宮正よりかは幾いく分ぶん丁寧に促され、露露は前宮へと足を踏み入れる──踏み入れる寸すん前ぜん、なにかが聞こえたような気がして背後を振り返ると、朴天賦が、ひとり、露露へむかって伏礼を取っていた。

「──っ！」

　吏の腕を払うように立ち止まり、露露もその場に膝ひざをついた。阻はばまれてそれ以降はできなかったけれど、天賦はいつまでも伏礼し続けていた。




　前宮は、露露の登場にいっせいに沸いた。

　信じられないことに、その場に集まったすべての南陽人が、狂くるったように、目ばかりぎらぎら輝かせて、「死刑、死刑」と声の限りに叫んでいる。

　──噓……。

　タンロウ相手に、この騒動を治めてみると大口を叩たたいたのは昨晩のことだ。

　知らないがゆえに。知りさえすれば。

　そう思って、信じて、祈いのってきたのに。

　──無理よ、こんなの……。

　ここにいる誰もが、アタヤ族との共存など望んでいない。望んでいるのは、露露の──アタヤ族の死だけだ。

　勇気など、簡単にくじかれた。覚悟も、霧む散さんした。

　──怖い、帰りたい。

　足が恐怖に竦すくむ。一歩も進むことができない。

　──お願い……、助けて、誰か……。

　なかなか歩き出そうとしない露露の背を、痺しびれを切らした吏が乱暴に押す。

「──あっ」

　つんのめり、二、三歩転げるように前に出ると、それだけで観衆が奇き声せいをあげてはやし立てる。もう恐怖以外のなにものでもなかった。

　──誰か！　誰か！　ここにはもうあたしの味方はひとりもいないの!?

　必死で周囲を見回す。ただひとりでいい、手を差し伸べてくれるひとがいれば、それだけでちゃんと立っていられるのに！

　そのときだった。露露の視界に、その影が映ったのは。




「──え？」




　影は、すぐに沸き立つ観衆の中に消えてしまい、露露が見ることができたのは、錯さつ覚かくとも思うほどの、ほんの一瞬のことだった。けれど、

　──違う……。

　露露は、嗅きゆう覚かく以外のほかの五感をさほど信用していない。いいかえればそれは、嗅覚には絶大な信頼を寄せているというわけで。

　熱狂する観衆の放つきつい臭いの中、露露に届いたのだ、ひと筋の白びやく檀だんが。




　──寒月!!




　不思議だった。怯えて丸くなっていた背筋が伸びた。

　不思議だった。震えてよろめいていた足がまっすぐ大地に立った。

　不思議だった。怖くてうつむいていた顔が昂こう然ぜんと前をむく。

　──ああ、悔しいなあ……。

　露露は心の中で苦笑する。寒月はもう二度と寒月に戻ることはないだろう。なのに、




　──あたし、まだ、こんなに寒月のことが好きなんだ……！




　寒月が、恋が、力を貸してくれたのだ。
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　露露の態度が、雰囲気が、一瞬にして自信と力にあふれたものに変化したことに気づいたのか、観客がつぎつぎに叫ぶのをやめて、とまどったようにひそひそと囁ささやきはじめる。

　深呼吸してあらためて周囲を見回せば、どうしたことか、今度はちゃんと、この場にわずかに存在する、露露の味方を見つけ出すことができたではないか。

　──お養父さん！

　たった半年のあいだではあったけれど、露露を養女として引き取ってくれていた、董家門主・董建けん軍ぐんが、招しよう聘へいされてそこにいた。

　養父は武人らしい太い笑みを浮かべると、離れた場所にいる露露にもわかるようにゆっくりと口を動かして、伝えてくれた。

　ジュンビ・ハ・トトノッテ・イル・ダカラ・アンシン・シナサイ。

「──!!」

　心強い言葉だった。うれしくて、視界が急に滲にじんでくる。

　露露は、親友の虎嬌や、義理の兄の虎勢・虎こ振しんを信頼していないわけではなかった。彼らなら、露露の願いをかなえるために動いてくれるだろうと、無条件に信じられていた。

　けれどそれは、彼らに関してだけで、彼らのむこうにいる、今日のこの日に動いて欲しかったひとびとへのものとは違う。むしろ、動いてもらえないのではと不安で仕方なかった。なのに、

　──来てくれたんだ！

　普段は、志龍が民衆からの陳ちん情じようを聞くための、外にむかって開かれた前宮の石いし畳だたみの上に座らされ、判決がくだされるのを静かに待つ。

　そのあいだにも、露露の背後では、ほんの一瞬露露の雰囲気に圧倒されていた民衆たちが、疱瘡によって死んだ子や親や兄弟姉妹に代わって恨み言のかぎりを尽つくして叫さけんでいる。

　それでも、露露はつらくなかった。頰ほおを伝う涙は、感謝の涙だった。

　──だいじょうぶ、道はちゃんと拓ひらける！

　病あけでやつれたふうな志龍が、いまでは唯一の彼の秀女となった蔡昭儀綺珊をそばに控えさせて、大理寺のものが露露の罪状を告げるのを黙って聞いている。むろん、民衆の罵声は彼自身にも浴びせかけられているが、彼が表情を動かすことはなかった。

　志龍は、言葉を発する機会を狙ねらっているのだ。

（露露の話を聞いたときに、陛下がひとつ提案をくだされたんだ）

　露露がたくらみを打ち明けてから、幾いく度どとなく反省房に足を運び、その日一日の成果を報告してくれていた虎嬌から教えてもらった、志龍の切り札。その提案内容に驚き、声の出ない露露に、虎嬌は実に楽しそうに微笑んだものだ。

（この国は変わるよ、露露。一足飛びには無理にしても、必ず、変わる！）




「──よって、知香正妃には国家反逆罪が適応されると判断。極刑をもってその罪を償つぐなわせることをここに宣言する！」




　大理寺が審議の末にくだした判決に、前宮が、歓喜に沸わく。南陽人は、ひとりの人間の死を、喜びを持って受け入れたのだ。

　が、その観衆の中から、か細いけれど、それでもはっきりと、判決に異議を唱える声があがった。




「正妃さまがアタヤ族だったってだけで死刑になるなら、そのアタヤ族に助けられたわたしはどうなるの？」




　その声を発した少女の周辺が、とまどったように静かになる。

　すると今度は、また別の場所から、おなじような言葉があがった。

「ずっと昔、別の村で疱瘡が流行ったとき、うちの村に来てたアタヤ族が、村中のひとに、疱瘡に罹らないよう予防法を教えてくれたぞ。アタヤ族ってだけで罪になるなら、アタヤの知識を持っているのも罪になるんじゃんないのか？」

「先の地震のあと、疱瘡で死んだ子どもを抱えて、間に合わなくてごめんって泣いてるひとがいたわ。そのひと、南陽人もイネ族もまったくこだわらないで、疱瘡の予防をして看病してくれてたアタヤ族のお医者だったわ。わたしも彼に助けてもらったのよ」

　発言者の周辺に、奇き妙みように静まった輪が生まれていく。

　アタヤ族を蛇だ蝎かつのごとく嫌う南陽人に止められたり、暴力を振るわれたりと、発言者の勇気をくじかせるようなことがあったが、周囲を董家の武人たちに守られた彼らは、けして言葉をつむぐことをやめなかった。

　彼らは、董家が探し出し、説得し、この場に連れ出したひとびとだったのだ。

　アタヤ族に自分の命を、家族の命を救われて、アタヤ族を畏おそれつつも拒絶しない南陽人。朴天賦のようなひとが絶対にいると露露は確信し、志龍の今後の治世のために、どうしても話を聞かせて欲しかったのだ。

　やがて、董家が連れ出したひと、あるいは熱狂的に露露の死刑を叫んでいた南陽人絶対主義者を除くひとたちのなかからも、声があがりはじめる。

「おれのかみさんは、子どものとき、ひどい疱瘡にかかってよ。うつるのを怖がった親に見捨てられて死にかけたのを、アタヤのひとがずっと看病してくれたっていうぜ」

「あんたんとこもか？　うちもだ！　うちの村も、薬を買いにきたアタヤが、逆に疱瘡を治していったんだよ！　ありがたかったが間の抜けた話だって、村じゃいまでも酒のつまみよ！」

　そして、とうとう『そのひと』の話題が、口々にのぼる。




「いま景北で、疱瘡患者を専門に診みてくれる医者がいたよな？」




　露露がタンロウに、捜し出して欲しいと頼んだ人物のことだ。

　疱瘡を広めないために、あちこちに住まいを変えてその地域の健康者や患者を診て回っているそうで、景北の都市伝説になりつつあるその存在。

　しかしそれは伝説でもなんでもなく、実際に救われているひとたちがいるのだ。

　その話を聞いて、その人物の風ふう采さいを聴いて、露露は董家ではなく、タンロウに捜させていたのだ。なぜなら、

「疱瘡予防だって、気持ち悪いけど、疱瘡で出た膿うみをちょっとつけるおっさんのことだろ？」

「そうそう！　あとからちょっと熱が出るけどね、あれ、効くよね！」

「右頰の火傷やけどの跡は怖いけどさ、いいひとだったよな……って、あのひと！」

　その声に露露は振り返った。

　鳳ほう凰おう門もんから前宮に続く道を埋め尽くしたひと垣の一画が、ゆっくりと割れて崩くずれていく。それがひとひとりが通れるくらいの道になったとき、一匹の黒犬を先導にして、壮年の男が堂々と歩いてくるのが見えた。

　露露は、懐しさから、叫ばずにはいられなかった。




「──おとーさん！」




　この景北で場所を転々としながら疱瘡と戦っていたのは、露露が予想していたとおり、露露の父親だったのだ。

　柳りゆう天賦というこの元アタヤ族は、娘の出生の秘密を暴あばかれることを恐れて失しつ踪そうしたのではない。景南の大地震以降ゆっくりと北上する疱瘡に、慎つつましやかな抵抗を行っていたのだ。

「その声は、うちのばか娘か！　おまえ、こんなところでなにをしている!?」

　暴ぼう徒とと化していた観衆の中にも、その医者のことを知るものはけして少なくなかったようだ。

　先ほどまで、明確な憎しみの対象であった正妃がその医者を「おとーさん」と呼び、その医者もまた彼女のことを「ばか娘」と呼んだことで、彼らは完全に困惑の極みに達していた。

　実に二年ぶりの再会に、正妃は父親と抱き合って、その無事を喜んでいる。

　正妃の死刑を望んでいた観衆たちは、その姿に、ふと、疑問を抱いた。




　──ほんとうに、正妃が疱瘡を撒まき散ちらしたのか？




　確かにこの景北の地には、アタヤがかけたといわれる呪いがいい伝えられている。それゆえに、アタヤ族の血を引く正妃が擁よう立りつされて以降城中に猛もう威いを振るった疱瘡は、発動した呪いのせいだと信じられてきた。




　──そうならば、景南の大地震は？　あの地震でさえも、正妃が引き起こした呪いだというのか？




　観衆たちの混乱を遠巻きにして、露露は父にいった。

「おとーさん！　やっぱりおとーさんだった！　右頰に火傷の痕があって、朴天賦の村を助けたことがあって、いまも城中で疱瘡の予防をしているの、やっぱりおとーさんだった!!」

「ああ、そうだそうだ、わたしだよ、ばか娘！　なんだ、なにやってたんだ？」

「裁判！」

「裁判？　なんだおまえ、悪いことしたのか？　だったら尻しり百ひやく叩たたきでいいだろうが！」

「ちょ、ちょっとまって！　あたしをいくつだと思ってんのよ!!」

　いいながら露露の背中を片腕で押さえつけてくる父親に、必死になって抵抗していたら、聞き慣れたくすくす笑いが耳に飛び込む。

「王后正妃も、形かた無なしだね、露露」

「虎嬌ぉ、たすけてよ、もう！」

「ちょうどいいじゃないか。ひっぱたいてもらったら？」

「そーそ。父親に子どもみたいに尻を叩かれる露露さんを見て、誰が死刑を望むよ？」

「虎振さんまで……！」

「ああ、それはいい見世物だ。先ほどのものより、心安い」

「虎勢さんっ！　そういう問題じゃないっ!?」

「みなさんがこうおっしゃるんだ！　父親として、娘の不ぶ躾しつけは正さないとな！」

「やーめーてーっ!!」

　ふざける父親と義理の兄たちに囲まれて、露露が本気で身の危険を感じたときだった。

　露露の周囲もひっくるめ、前宮全体が露露の死刑宣告どころではなくなっていた緊張感のない、そして混乱に満ちた空気を貫いて、カツーン、と硬いもので石いし畳だたみを叩く音が響いた。

「え……？」

　なんの音だと、露露が問う隙すきもなかった。

　虎嬌が、虎勢が、虎振が、そして父親までもが一方向をむき、膝を折る。それに間を置かず、ザザザザザ、と打ち寄せる波のような音が前宮中で鳴る。気づけば、この場所にいたすべての文官武官が、国王に跪き礼れいを捧げていた。

　あとからばたばたと続いた不揃いなものは、先ほどまで志龍にさえ暴言を投げつけていた景北の民が伏礼を取ったものだった。

　露露はひとりその場に立ち尽くしている。はっとなって、周囲に倣ならい膝をつこうとしたとき、国王はいった。

「そなたは、予のただひとりの妻だ。膝をつかずともよい」

　病みあがりの、力のない、瘦やせた声だった。それなのに。

　──なんだろう、この威い厳げん。

　顔をあげて、かりそめの夫を見る。志龍は、綺珊さえ跪かせて、王座に座っている。

「我が妻であり、アタヤの血を引く、露よ」

「……はい」

「そしてこの場に揃う、予の臣、予の民よ」

「──はっ！」




「予は、この二、三年のうちに、後宮を現在の場所より移転することを宣言する」




　それは、志龍の切り札。露露がアタヤ族の血を引いていることを知って以降、ずっと考えていたこと。

　瞬時に前宮内がざわめく。南陽人を絶対と思うものには、アタヤ族に屈くつしたように感じられるのだろう。

　あちらこちらでその宣言を取り消すよう声があがったが、志龍はふたたび手にしていた杖で石の床を強くついた。高く響き渡るそれに、ざわめきがちいさくなる。

　──陛下。

　志龍は、見つめ続ける露露と視線を重ね、かすかに頷くと、

「我が南陽の民よ」

　と語りかける。

「そなたたちは、どの国の人間よりも、親を、先祖をことのほか大事にする。それなのに、なぜ、アタヤ族がみずからの始し祖その眠る地を取り返そうとすることを拒む？　彼らも、われわれ南陽人とおなじく、先祖を大事にしている、ただそれだけのことなのに」

　彼の言葉に、呻うめくような声があがる。理解はできるけれど、納得はできないといったところなのか。

　──それでもいい。そこからでいい！

　少なくとも、流言蜚語に踊らされ、おろかな争いを繰り返すよりよほどいい。

　──そうよ、ね？　陛下。

「そして、我が妻さいにしてアタヤの民よ。あなた方にこの疱瘡を鎮しずめる力があるというのなら、どうか、その力を貸して欲しい。あなた方は仲間や家族をことのほか大事にすると聞く。それならばなぜ南陽人が仲間や家族を失って泣いているのを黙って見ていられる？　おなじ苦しみを知っているはずだろう？」

　──知らないがゆえに。知りさえすれば。

　露露はアタヤ族の血を引く娘として、そして志龍のただひとりの妻として、彼の言葉を受け入れた。




　そして、露露の極刑は取り消された。
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　知ち香こう正せい妃ひが国王の言葉を受け入れて在野におりたのは、長雨の続く盛夏の真まっ只ただ中なかだった。

　董とう家の別宅を借り受けて、父親とともに、疱ほう瘡そう患かん者じやの看護と疱瘡の感染拡大防止、その予防に務めることにしたらしいと、あるじの口から聞かされた。

　そして、そのあるじ──綺き珊さんは、しばらくのちに、貴き妃ひへと昇格した。

　綺珊がアタヤ族の血を引いた娘であることは、この頃にはすでにおおやけにされていた。

　ゆえに、正妃に次ぐ地位である貴妃までもアタヤ族にくれてやるとは、とずいぶんな陰かげ口ぐちが叩かれていたのも、一度や二度の話ではなかった。

　それでも、綺珊が、国王の疱瘡が完治するまでのあいだ献けん身しん的てきにつくしていた姿は、宮城にいるすべての人間が目にしていたことである。

　おかげで、彼女の洗練された容姿や言動にすっかり魅だ了まされた官僚たちの中には、知香正妃が後宮での地位も暮らしも返上したのだから、彼女にこそ、正妃の位を授けるべきだというものが多くいたらしい。

　だが、王后正妃は、「死以外のなにものも奪うことができない唯一の地位」と定められており、そして知香正妃が後宮を去ったとはいえ死んだわけではない以上、国民の模範となるべき国王が進んで決まりごとを率先して破るべきではない、と貴妃に落ちついたのだそうだ。

　そして王より与えられた徽き号ごうは、『慈じ雨う』という。

　文字どおり、恵みの雨という意味だが、同時に、君主の恩恵が広く行き渡ることの喩たとえ、という意味を持つ。これには、いつの日にか、南陽人とアタヤ族が共存して生きていけるようにとの願いが込められてでもいるのだろうか。

　──そうならばいい。

　目を閉じればまなうらに、いまも残る陰いん惨さんな光景。

　か弱い、まだ少女といってもおかしくない正妃が、まるで家畜のように追い立てられながら、前宮にやってきたあの日の、疱瘡の原因をすべて正妃に押しつけ、熱狂的にその死を願う南陽人の顔、顔、顔……。

　彼女が、二度とあのような場所に引きずり出されないでいいように。

　──そうであればいい。

　やがて、初冬を迎える頃には、景北中を絶望の淵ふちに叩き込んだ疱瘡は終息し、いつの間にか、知香正妃は景北から姿を消していた。

　驚いて彼女に別宅を提供していた董家の星せい辰しんに尋ねたとき、彼は、薄く笑っていったものだ。




「帰ったんだよ、故郷に。ここには、あまりいい思い出がないらしい」




　その答えに、そうか、と応じておいたが、なにやら胸の奥が、やたらとすうすうして、ちゃんと言葉になっていたか、よくわからなかった。

　そんなある日のこと。

　現在、後宮にいるただひとりの秀女として、精力的に日々をすごす彼のあるじは、突然、月げつ艶えんを解かい雇こした。

「……だからね、月艶」

　短気で我儘で、一族からあたえられた使命に盲もう目もく的てきになっていた少女は、すっかり年頃の娘らしく落ちついていた。志龍の病気が完治したらまた復讐を考えるといっていたが、その必要がないことに気がついたのかもしれない。

「あたくし、あなたをもう、知香正妃さまにお返ししようと思いましたの」

「え？」

　唐とう突とつな綺珊──否いな、慈雨貴妃の言葉に、月艶は驚きを隠せなかった。

　二年後にはまた選せん秀しゆう女じよが行われる。そのときにはこぞって新しい少女たちが後宮に入り込み、慈雨貴妃の地位を脅おびやかすものも出てくるはず。それらを排除するために、月艶の存在は必要なのではないか。

　そう言葉を続けようとしたとき、貴妃の私室で、貴妃とともに月艶に対面していた国王が機先を制し、告げた。

「そなたと正妃は、いい交わしていた仲だ。そもそも予よの正妃となったのも、後宮でそなたの帰りを待つためのこと。アタヤであれば即後宮を追放されたが、正妃であれば、後宮にい続けることができたはずゆえな。……予が、疱瘡にさえならなければ」

　王がそういい添えたように、実際はそううまくことが運ばず、正妃は反省房に半月以上も入れられることになった。けれど、

「あら、陛下！　それはあたくしに対して、あんまりなお言葉ではありませんこと？　陛下がご病気になられたから、あたくしはいま、おそばにありますのに」

「予は何度もそばに寄るなといった。そこを頑がん固こにしがみついておったのはそなただろう？」
















「な、なんてこと！　あたくしがちょっと席を立っただけで、蔡は蔡はと呼んでいらしたのはどこのどなたですか!?」

「し、知らん！　予はそのようなこと申してはおらん!!」

「あーら、噓ばっかり！　お認めにならないのなら、虎こ振しんさまに証言を──いいえ、虎こ勢せいさまに書面にて報告していただきますわよ!?」

　別の方向で、うまくことが運んだようだったが。

　歳がおなじで、性格もどこか似たところがあるふたりは、しばらくぎゃーぎゃーといい争いを続けていたが、王が負けを認めた時点で月艶のことを思い出してくれたらしい。

　気まずさを払うように咳せき払ばらいをして、王は命じた。

「貴妃に聞いたが、記憶を失ってもなお握っていたかんざしがあっただろう？　それは、正妃のものだ。以前、そなたが寒月と名乗っていた頃、結婚の約束に渡されたのだと自慢されたことがある」

「……！」

　月艶は慌てて懐ふところに隠していたかんざしを引っ張り出した。ずいぶん壊れていて、花か弁べんらしきものが一、二枚ついているだけではあったけれど。

「……王命だ、月艶。花はな梅うめの咲く頃に、青せい桐どう村へ行き、知香にそれを返してこい」

「あら？　どうしていますぐではありませんの？　花梅が咲くのは、まだ三ヵ月も先のことではありませんか！」

「気にするな、つまらん男の嫉しつ妬とだ」

「陛下ぁっ!!」

　こりもせず、またはじまった口喧嘩を耳に素通りさせながら、月艶はまじまじとかんざしをみつめる。かけていて、わからなかったけれど。

　──花梅、だったのか……。

　いつかの夜、貴妃が教えてくれた言葉がある。

（花梅は、百花に先駆けて春を知らせる、ね）




　月艶──寒月は、『春』を楽しみに待つことにした。
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「……」

　露ろ露ろがふと目を覚ましたのは、どこかで笛ふえの音色が聞こえた気がしたからだ。

　慌あわてて周囲を見回し、露露をぐるりと取り囲むのが満開の花梅だとわかったとき、思わず苦く笑しようする。

　──泣き疲れて居眠りするなんて、いくつよ、あたし。

　太陽の位置を確認すると、どうやら居眠りといってもほんのわずかなあいだ、転うたた寝ね程度だったようだ。

　──そろそろ戻らないと、また借金の額を増やされるわ。

　懐ふところが広いのか、器がちいさいのか、妙みようなところでけちで意地汚い村長の顔を思い出し、露露はふかぶかとため息をつく。そして、草の生え揃そろう地面に手をついて、立ちあがろうとした瞬間だった──白びやく檀だんの匂いがしたのは。

「──っ!?」

　露露の体は我知らず硬直した。

　露露が後宮を去って以来、白檀の香を身に纏まとう生活をするものにあった覚えがない。ましてや、これは香ではない。特殊な生まれの人間が持つ、独特のにおいだ。

　──噓うそでしょう。

　露露の理性は否定する。

　──いるわけない、いるはずない、くるわけない、場所なんてきっと覚えてない。

　けれど、露露の本能は叫さけぶ。

　──寒かん月げつだ！

　虎こ嬌きようかもしれない、ほかの星せい辰しんかもしれない。否定派の理性はありとあらゆる可能性を提示して、露露を傷つけないようにしようとする。

　でも、本能は、なによりも鋭えい敏びんで信頼のおける嗅きゆう覚かくはいうのだ、寒月だ、と。

　──ま、間違ってたってなによ。いいじゃない、寒月じゃなくったって。

　そう自分にいい聞かせ、それでも目を固くつぶって風上にむく。

　白檀の匂いはいっそう濃こくなったけれど、だからといって、その白檀の匂いの持ち主がなにかいうわけでなく。

「……」

　──気のせい、なのかしら……？

　そういえば後宮を離れてから、においの嗅ぎわけ能力が少し落ちた気がしないでもない。やはり先祖の力は偉大だったんだな、などと場違いなことを思いながらおそるおそる目をあけたとき、

「──！」

　今度こそ、露露は心臓が止まるかと思った。

　すらりとした肢し体たいを武官の旅装に包んでいた。春風に緩ゆるくゆれる長い黒髪に、絶世の美女ともいえるうつくしすぎる面おも差ざし。露露を見つめる闇やみ色の瞳には表情はなかったけれど、その人物は間違いなく、




「──寒月！」




　名まえを呼んで駆け出す──駆け出そうとした。一瞬、去年に手て酷ひどく拒絶されたことが脳裏に蘇よみがえり、露露の足をその場に縫ぬいとどめる。

　そのまま歩き出せない露露をまっすぐ見み据すえた、寒月が尋たずねてきた。

「……それは、私のほんとうの名か？」

　声が出なかった。かわりに何度も頷うなずく。

「私は、ここ二年以上前の記憶がない。なのに、おまえがほかの男と話していると心が落ちつかない。おまえがつらい目にあっていると、こちらまで苦しくなる。これは、どういうことだ？」

　わからない。だが、ひょっとして、と思うこともある。けれどやはり言葉がでなくて、露露は首を横に振った。

「おまえが私のことを夢で呼んだとき、私は……」

　──夢で、呼んだ？　いつ？

　なんのことだろうと首を傾げたが、寒月は続きを口にしなかった。

「──いや、陛下は、私とおまえはいい交わした仲だといったが、これはそのせいか？」

　ようやく、声が出た。

「……たぶん、そうよ……」

　寒月の表情に、少し、変化があった。どこか焦あせったような、苦しそうな、複雑なそれを浮かべて、歩み寄ってくる。

「ならば、教えてくれ、正せい妃ひ。わたしは、以前どんな男だった？　どんなふうに、おまえのそばにいた？」

「教えてあげる。教えてあげるから、だから、その正妃、というのはやめて」

　正妃というのは、かりそめとはいえ、他の男の妻だったときの呼び名だ。いちばん恋しい、いちばん愛されたい相手に呼ばれたい呼称ではない。

　そう思って頼むと、寒月は立ち止まった。そして、困ったようにつぶやく。

「ならば、なんと呼べばいい？　董とう露……、露と呼べばよいのか？」

「──露露よ！」

　露露は即座に声を張りあげた。

「知ち香こう正妃でも、董露でもない。あたしは、柳りゆう露！　露露よ!!」

「露露？」

　繰り返した寒月が、ゆっくりとまばたいた。ふたたび露露を見返す闇色の瞳に、先ほどまでとは違う、やわらかい、懐なつかしい光が浮かんだと思ったのは、露露の気のせいだろうか。

「……寒月……？」

　露露を見つめたままなにもいわない寒月に、心配になって呼びかける。

　寒月は、破は顔がんした。




「露露──、待たせたね」




「……！」

　それは、約三年前のこと。八年ぶりに再会した日に、寒月が最初にかけた言葉だった。

　露露には思い出深いひと言であったけれど、寒月には記憶を取り戻さない限り口にできる台詞せりふではない。それはつまり、寒月は、露露の呼び名をきっかけにすべてのことを思い出したというわけで。

　──なんてやつ。なんてやつ！　なんてやつ!!

　日月湖に落ちたと聞いて、今度こそ、ほんとうに死んだと思っていた。それでも死体があがってなかったことに、希望半分、絶望半分で、すごす日々はほんとうに苦しかったのだ。

　おまけに、蔡昭儀の侍女として入宮した姿を見て生きていたことを喜んだ矢先に、冷たい言動を浴びせかけられ、殺されかけたその日に記憶喪失が判明して。

　──どれだけあたしを振り回せば気がすむのよ!!

　もういい、もう嫌い。露露は怒りのあまり、そう叫んでこの場所から走り去りたかった。なのに、




「──おいで」



















　そんなふうに両腕を広げて寒月が甘く誘うから、露露は三度目の恋にむかって駆け出した。





了













あとがきは巻末にあり！






『花は後宮にあり！　正妃擁立と花梅のやくそく』を、女の子ひとり増、ショタ度減（号泣）でお届けにあがりました。

　この『花後宮』シリーズもこの巻を持って終了となります。シリーズ立ちあげ当初から某キャラにずっと苦しめられていたので、「もうしんどい思いをしなくていいんだ」とほっとした瞬間、逆に「ああ、もう書けないんだ」とちょっと泣いてしまいました。最後まで奴を理解できなかったのが心残りです。ね、寒かん月げつ？（笑）

　心残りといえば、雲くも屋やゆきおさま。結局最後の最後までご迷惑をおかけすることになり、もはや謝罪の言葉もありません。なので、心からの感謝を。本当にありがとうございました。

　また、担当さま、校正者さま、デザイナーさま、『花は後宮にあり！』を世に出すためにお力をお貸しくださるすべての方、去年は年の瀬まで無理をさせてすみませんでした。そのぶん今年はよりよい一年になりますよう、僭せん越えつながら心よりお祈り申しあげます。

　最後にこの作品が、読んでくださったみなさまのお心に、ほんのちょっとでも傷やかけらを残すことができたなら、これに勝る幸いはございません。
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５、６つのときのこと。幼馴染みのお母さんに、こんな話を持ちかけられました。「おおきくなったら、うちの○くんのお嫁さんになってくれる？　約束してくれたら、飴あげる」嫌だったけど、食いしん坊な私は「わかった」と頷き、無事飴を手に入れました。




それから二十数年後、○くんは妻帯者で、私は独身。……おばちゃん！　約束違うよ!?
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何度でも、忘れても、果たされなくてもいいんじゃないかと思います。

約束をできる相手が持てたというのが大切なんだと思います。はい。




花後宮完結まで見届けられてよかったです！
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